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中川博夫
例
　
言
一、鎌倉幕府第六代将軍宗尊親王の家集の一つ『中書王御詠』 （三五八首）の注解を試みる。一、１番歌から始めて順番どおりに注釈を付して、数次の分載とする。今回は、雑（
210～
358）を取り上げる。
一、次の各項からなる。
①整定本文。②本文を改めたり注記が必要な場合は、本文の項目を立てる。③通釈。④本歌・本説・本文（前項の「本文」とは別、基にした漢詩文の意） 、参考（宗尊が踏まえた歌ならびに解釈上に必要な歌） 、類歌（表現・趣向が類似した歌） 、享受（宗尊歌を本歌取りした歌） 、影響（宗尊歌を踏まえた歌） 。⑤出典。⑥他出。⑦語釈。⑧補説。②と④～⑧は、無い場合には省略。
一、底本は、冷泉家時雨亭文庫蔵本の影印版『冷泉家時雨亭叢書
　
第三十一巻
　
中世私家集
　
七』 （二〇〇三・八、
朝日新聞社）に拠る。適宜 その転写本である宮内庁書陵部蔵本（五〇一・八七）を参照す
一、本文は 次の方針に従う。
１．底本の翻印は、通行の字体により、歴史的仮名遣いに改め、意味や読み易さを考慮して、適宜ひら仮名を漢字
に、漢字をひら仮名や別の漢字に改める。送り仮名を付す。清濁・句読点を施す。なお、原則としてひら仮名の
二反復記号は用いない。 「謌」 「哥」は「歌」に統一する。
２．本文を改めた場合、底本の原状は右傍に記す（送り仮名を付した場合は圏点） 。私にふり仮名を付す場合は（
　
）に入れて区別する。その他、問題点や注意点は、適宜特記する。
３．他資料の本文との異同は、漢字・仮名の別や仮名遣いの違いや送り仮名の有無など、表記上の違いは原則とし
て取らない（解釈の分かれる可能性のある表記上の違いである場合は参考までに注記する） 。
４．底本の本行の原状（見消ち等の補訂は 行に復元）に対して他資料の本文との異同を示す。５．底本の和歌には、合点 鉤点）が付されていて、まま胡分の塗り消しがあるという。影印版では判然としない
ので、時雨亭叢書の解題に付載の一覧に拠りつつ、これらを〔補説〕に記すことと
６．歌頭に通し番号を付した（新編国歌大観番号と同じ） 。
一、引用の和歌は、特記しない限り新編国歌大観本に拠る。万葉集は、原則として西本願寺本の訓と旧番号に従う。
なお、表記は私に改める。歌集名は、 則として「和歌」を省く。その他の引用は、日本歌学大系本他の流布刊本に拠る他 特殊な本文の場合には特記する。
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〔通釈〕
　
雑
　　
離別
避けられないこの世の（死別の）慣らいを辛いことの極限として、せめて命があるうちは別れずにいたいものだな。
〔参考〕
　
吹く風のさらぬ慣らひも忘られて千代もと嘆く花の蔭かな（万代集・春下・花歌中に・三七二・鷹司院按
察。続古今集・春下・題しらず・一〇九）
いかなれば辛き慣らひの夢の世にさらぬ別れの現なるらん（続古今集・哀傷・法印覚寛身まかりける後よみ
侍りける・一四五八・覚宗）
つひに行く道よりもけに悲しきは命 うちの別れなりけり（続後撰集・羈旅・別の心を・一二八三・雅成親
王。秋風集・離別 題しらず 九九八。新三十六人撰
正元二年
・四九、 二句「道よりもなほ」 ）
いかがせんありし別れを限りにてこの世ながらの心変はらば（続後撰集・恋三 久しくかき絶えたる人に遣
四はしる・八四九・定家。拾遺愚草・恋・久しくかき絶えたる人に・二六五五）
〔類歌〕
　
長からぬ命の程を限りにてしばしも君に別れずもがな（風葉集異本歌・后の宮ただにもおはしまさで出でさ
せ給ひけるに、聞こえさせ給ひける・一四一二 ふた葉の松の帝の御歌）
恋ひ死なむ命のうちを限りにて後の世までは嘆かずもがな（慶運百首・恋・不逢恋・七三）
〔他出〕
　
閑月集・離別・人につかはしける・三六五、 「返し／読人しらず／命ありて別るる道はおのづから又逢ふ末
を頼むばかりぞ」が続く。新後拾遺集・離別・旅にまかりける人に・八五〇。
〔語釈〕
　
○さらぬ―「避らぬ」 。避けられない、どうしようもない。 「慣らひ」にかかる。
〔補説〕
　
宗尊は、鎌倉殿御家人東胤行（法名素暹）との間で、該歌に通う次のような贈答を交わしてい 。素暹は、
文武兼備の士として、実朝から宗尊まで四代の将軍に仕え、弘長三年（一二六三）八月六日以前に没している（吾妻鏡） 。　　　　
素暹法師わづらふこと侍りけるが、限りに聞こえ侍りければつかはしける
　
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
中務卿宗尊親王
　　
限りぞと聞くぞ悲しきあだし世の別れはさらぬ慣らひなれども
　　
返し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
素暹法師
　　
かくつらき別も知らであだ 世の慣らひとばかり何思ふらむ（新後撰集・雑下・一五一六～七）
　
歌頭に合点あり。
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〔通釈〕
（離別）
長い年月を経て、馴れに馴れて親しんだ名残こそが、別れる今のせめてもの縁なのであったな。
〔参考〕
　
年を経て馴れたる人も別れにし去年は今年の今日にぞありける（後拾遺集・哀傷・五八六・時文）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・別離（竹風抄） 。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・別離・一三六、結句「辛さなりけれ」 。
〔語釈〕
　
○別離―竹風抄では「別離」で、それは『古今六帖』 （第四・別）の「わかれ」に当たり、 「別」の表記で
は、 『堀河百首』 （雑）に見える。宗尊が撰進させたと考えられている『東撰和歌六帖』の題目録（雑）には「別離」と見える。 「離別」は、 『古今集』以来の部立の名称で、 『久安百首』の題に立てられた。○馴れ慣らひにし―「馴れ慣らふ」は、歌語としては珍しい。 『今鏡』 （花園の匂ひ）に、 （賀茂臨時祭の四位の陪従として召されて参内した清輔が、六条天皇代にいまだ昇殿を許されていなかったので、とまどいながら） 「北の陣の方に巡りて、后の宮のおはします 御達の局町など見るに また殿上の方ざまへ参りて、はるかに見渡しなどしけるにも、昔に変はりたる事もなく、馴れ慣らひたりし人どもの見えければ」 （講談社学術文庫本）と見える。
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六〔通釈〕
　
七月八日の暁、鎌倉を出るということで
再びめぐり逢う秋は期待しないのだ。七夕の両星の（めぐり逢う七月七日の翌朝と）同じ（この七月八日暁の鎌倉との）別れに、やはり涙の袖は絞るけれども。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）春以来の宗尊の妻宰子と僧良基との密通の風聞をきっかけにするかのように、宗尊は
北条氏により将軍の地位を追われ鎌倉を出て帰洛する。宗尊は、七月四日に御所を出て越後入道勝円（北条時盛）の左介邸に入り、八日に京都へ出発し、鶴岡若宮社（八幡宮）前の赤橋を西行し武蔵大路を経たという。その赤橋前で女房輿を若宮社の方に 向け、暫く祈念し詠歌したという。その折の作であろうか。　
以下、
230まで帰洛途次の各所に於ける詠作。羈旅歌風に歌枕・所名や土地の景趣等に寄せながら、将軍職を離れ
鎌倉を追われて京都へ戻る人生を詠嘆述懐する趣が強い歌が続く。　
歌頭に合点あり。
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〔通釈〕
　
足柄を越えるということで
どうしようか。 （京都へと）急いで（そこに）行ったまでは急いだけれど、そこには関を設 てあって、憂く辛い中で越えた、悪し柄という悪路の足柄の山よ。
〔参考〕
　
いかにせむ恋路の末に関据ゑて行けども遠き逢坂の山（新勅撰集・恋二・七五五・藻璧門院少将。日吉社撰
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七
歌合
寛喜四年
・恋・五七。三十六人大歌合
弘長二年
・一八八）
〔類歌〕
　
いかにせん我が門にさへ関据ゑて人の行き来も安からぬ世を（竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・門・
一一四）
〔語釈〕
　
○足柄―相模国西部の郡名だが、ここは足柄山とその周辺のことであろう。○急ぎしまでは―よく分からな
い表現。 「急ぎし待てば」でも一首に収まらない。○関―足柄の関のこと。相模・駿河両国境にある足柄山の東麓にあった関 ここは、前の「急ぎしまでは」を承けて「急
せ
き」が掛かるか。○足柄の山―相模国の歌枕。相模国と
駿河国の境山。金時山に連なる足柄山塊の 峰、足柄峠一帯の称か。 「急ぎし」との対照でかつ「憂き」の縁で「悪し柄」が掛かるか。宗尊の「月待ちていざ越え行かむ夕闇は道たどたどし足柄の山」 （柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八〇八）も同様であろう。ちなみに、将軍宗尊の幕下に祗候した顕氏は、宗尊親王家「当座続歌」で、 「駒並めていくたび峰を越えぬらん作れる道も足柄の山」 （顕氏集・羈旅・三五）と、明らかに「足柄」に「悪し柄」を掛けた歌を詠んでいる。
〔補説〕
　
類歌の宗尊詠は同じ参考歌を踏まえていよう。
　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、足柄山を越えたのは翌九日であ
ろう。 「弘長二年十一月百首歌」 （旅）で「知らざりし心地もさすが旅馴れて山路急ぎし足柄の関」 （柳葉集・二八七）と詠じたのは、京都から東下した折に足柄の関を越えた時の感懐を鎌倉で追想した詠作であろうか。あるいはこれを思い起こしていたか。　
歌頭の合点を白滅。
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〔通釈〕
　
蒲原という宿に泊まっておりました時に、月がすごく曇りなく明るかったので
露が置き掛かるこのような旅寝の床に眺める秋の（すばらしく明るい）月よ。 （自分が悲しみの）涙をふり払わない袖に見るとしても。
〔参考〕
　
いとどしく旅寝の床の露けきに鴫の羽掻き涙添ふなり（万代集・雑四・羈中暁思といふことを三四四二・俊
頼。散木奇歌集・旅宿・右兵衛督伊通の家にて六首歌よみけるに、羈中暁思といへる事をよめる・七五五 和歌一字抄・暁 羈中暁思・一七六。中古六歌仙・羈中暁思・六二）
狩衣袖の涙に宿る夜は月も旅寝の心地こそすれ（千載集・羈旅・五〇九・崇徳院。久安百首・羈旅・九六）
〔語釈〕
　
○露かかる旅寝―「露掛かる」から「かかる」を掛詞に「斯かる 寝」へ鎖る。○蒲原―駿河国庵原郡神原
庄（現静岡県静岡市清水区蒲原）の宿駅名。
 
〔補説〕
　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立してい ので、蒲原宿泊は七月十日の夜で
あろう。
（蒲原といふ宿に泊まりて侍りしに、月いと隈なかりしかば）
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九
〔通釈〕
（蒲原という宿に泊まっておりました時に、月がすごく曇りなく明るかったので）
月さえも、昔見たかつての世の秋の夜に変われといって、今は涙が（この曇りなく明るい月の照る）空を暗くし、心を暗くしているのだろうか。
〔本歌〕
　
月影は見し世の秋にかはらぬを隔つる霧のつらくもあるかな（源氏物語・賢木・一五五・光源氏）
〔語釈〕
　
○見し世―昔かつて見た世、時代。 「世」に「月」の縁で「夜」が掛かる。○かき暗す―辺り一帯を暗くす
る意に、悲しみに心を暗くする意が重なる。
〔補説〕
　
本歌は、光源氏が、故桐壺帝の忌み明けに三条宮に移っていた藤壺を忍び訪れた折に、藤壺が「ここのへに
霧や隔つ 雲の上の月を遙かに思ひや かな」 （一五四）と命婦を介して光源氏に贈った歌の返歌。藤壺の言う「雲の上の月」は、かつて内裏で見た月のことであり、故桐壺院を寓意か。光源氏の言う「月影」は、藤壺の姿を寓意し、 「 霧」は、光源氏を拒む藤壺の心を寓意か　
歌頭に合点あり。
手越宿にて月を見て
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〔通釈〕
　
手越宿で月を見て
月もそのまま同じ光で澄んでいるのに、どうして様変わり た（この夜に月を眺める）私の人生なのだろうか。土御門院の御歌があるはずだ。
一〇
〔参考〕
　
何事もかはりのみゆく世の中に同じ影にて澄める月かな（山家集・秋・月歌あまたよみけるに・三五〇。西
行法師家集・秋・一九三、四句「おなじ影にも」 。続拾遺・雑秋・五九五・西行）
ことごとにありしにも似ぬ世の中に同じ影なる秋の夜の月（新撰六帖・あきの月・二六六・家良）雲ゐより宿り馴れに 袖の月いかにかはれる涙とか見る（土御門院御集・詠十首和歌 寄月述懐・二。万代
集・雑二・三〇〇五・土御門院。続古今集・雑下・一七三六、結句「涙とか知る」 ）
〔語釈〕
　
○手越宿―駿河国有度郡（現静岡市駿河区手越）の宿駅。安倍川の西岸で鎌倉街道に沿う。中世までは木瀬
川（黄瀬川）と並称される遊女のいた所という。○世―「月」の縁で「夜」が掛かる。
〔補説〕
　
為家の評詞は、参考歌の三首目を指すか。
　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、手越宿に達したのは七月十一日
であろう。
（手越宿にて月を見て）
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〔通釈〕
（手越宿で月を見て）
しみじみ寂しく哀れであるな。私が馴れ親しんで来た人も見えない今この時この夜に、それでもやはり我が身に寄り添っている秋の月よ。
〔参考〕
　
身に添へる影とこそ見れ秋の月袖に映らぬ折しなければ（新古今集・秋上・四一〇・相模）
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一一
〔
語釈〕
　
○馴れ来し人―古く「年を経て馴れ来し人を別れにし去年は今年の今日にぞありける」 （元輔集・一〇一・
時文）があるが、近くは良経に「しかすがに馴れ来し人の袖の香のそれかとばかりいつ残りけん」 （正治初度百首・恋・四八〇・良経。秋篠月清集・七七七）がある。○世―「月」の縁で「夜」が掛かる。
（手越宿にて月を見て）
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〔通釈〕
（手越宿で月を見て）
心に深くとめない秋の空を行く月でさえも、涙と無縁にその光を見たか。 （いや見なかったのだ。まして、この哀しく切ない秋の空行く月はなおさらだ） 。
〔参考〕
　
おしなべて秋の空行く村雲も月のあたりの色は分きけり（紫禁集・同〔建保六年七月〕十二日、当座、雲間
月・一〇六七）
荻の葉に風の音せぬ もあらば涙 外に月は見てまし（新勅撰集・秋上・二二三・道助。三十六人歌合（
元
暦
） ・七。新三十六人撰
正元二年
・六三。新時代不同歌合・二八七）
大方の月をば秋と待ちえても今宵ばかりの影をやは見し（明日香井集・同〔和歌所〕御会
元久元年八月十五夜当
座
・翫月・一一三七）
〔補説〕
　
秋の月を見れば心動かされて落涙するという通念を踏まえ、失脚し鎌倉を追われるように帰洛する秋の旅の
途次に見る月は涙の中で見るほかにないとの主旨。この涙はいつも付き物であったではないかといった慰めでもあ
一二
り、いつもにましていっそう哀切な涙だとの悲嘆でもあろう。　
94補説にも記したとおり、 「涙の外」は宗尊が次のように用いていて、その述懐性を窺わせる。再掲すれば、次
のとおり。
①空も憂き時や知るらむかみな月涙の外のまた時雨れつつ（柳葉集・巻一・弘長元年五月百首歌・冬・四〇）②今日はまた涙の外に菖蒲草長きねをさへ袖にかけつつ（柳葉集・巻二・弘長二年十二月百首歌・昌蒲・
三一四）
③あはれわが涙の外の秋ならば置きける露や袖に知らまし（中書王御詠・秋・百首の歌の中に・九四）④返しても涙の外の玉は見ず夜半の衣のうらめしの身や（竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・玉・一六八。
中書王御詠・雑・雑の歌の中に・二八二）
⑤春の月涙の外に見る人や霞める影 あはれ知 ん（竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・春月・
五〇〇）
⑥冬来ぬと涙の外も時雨るなりいかがはすべき墨染めの袖 五 〔文永九年十一月頃百番自歌合〕初
冬・九五八）
　
これらの内、①②⑥ 「 」 、涙以外、あるい 涙に加えて他、の意。③⑤の「涙の外」は、該 と同様
に、涙と無関係、涙を流すことのない、の意。④は、前者に解するのが穏当であろうが、後者に解されなくもない。いずれにせよ、和歌一般がそうであることを超えて 境涯から見て特 、 「涙」を意識して詠ずる傾きがあったかと想像さ る宗尊らしい詠みぶりでは ろう。また、 「涙の外」と う比較的新し 語を多用している点は、宗尊の学習や詠作傾向の一面であろう。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三
宇津山にて
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〔通釈〕
　
宇津の山で
このように都へと急ぎ上るのも夢なのか。この宇津の山で、現ともないこの世の中に迷いながら。
〔参考〕
　
駿河なる 辺の現にも夢にも人に逢はぬなりけり（伊勢物語・九段・一一・男。新古今集・羈旅・
九〇四・業平）
世の中は夢か現か現とも夢とも知らずありてなければ（古今集・雑下・九四二・読人不知）踏み分けし昔は夢か宇津の山跡 見えぬ蔦の下道（最勝四天王院和歌・宇津山 三五八・雅経。続古今
集・羈旅・九一五。明日香井集・一〇〇四）
〔類歌〕
　
我が心現ともなし宇津の山夢にも遠き都恋ふとて（十六夜日記・ 七・阿仏尼）
〔他出〕
　
閑月集・羈旅・東を立ちて宇津の山にて・三八九。拾遺風体集・羈旅・都へ帰 上り給ひけるに、同じ所
〔宇津の山〕にて・二五〇、 二句「帰るは夢か」 。
〔語釈〕
　
○宇津山―駿河国安倍郡と志太郡の境 （ 静岡市駿河区宇津ノ谷と藤枝市岡部町の境） 。南に宇都ノ谷峠
がある山。○宇津の山―駿河国の歌枕（→前項） 。 「夢」の縁で「現」が響き、 「うつ」の音で「現」を起こす序のようにも働く 現ともなき―「うたた寝の夢かとぞ思ふ時鳥現ともなきさ夜の一声」 （重家集・内裏百首・時鳥・一一一）あたりが早いか。宗尊は、家隆の「 と見し人は夢路に迷へども はなほぞ現ともなき」 （壬二集・後度百首・雑・一九七）や真観の「ありしよに夢とや人の結びけん現ともなき仲の契りは」 （新撰六帖 第五・ち
一四
ぎる・一五四〇）や為家の「人も身も現ともなき心こそまことの夢のまどひなりけれ」 （為家五社百首・夢・六八三・春日社）等に学んだか。○世に迷ひつつ―宗尊好みの句か。他に「天つ空風の上行くうき雲の宿り定めぬ世に迷ひつつ」 （竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・雲・五八）と「焼く塩も立つ白浪もいさ知らず我のみからき 中書王御詠・雑・三四二）がある。
〔補説〕
　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、宇津山に達したのは七月
十一日であろう。
佐さ
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〔通釈〕
　
佐夜の中山を越えるということで
露を払う明け方の袖は（夏と同じまだ）単衣であって、吹く秋風が寒いこの佐夜の中山よ。
〔参考〕
　
この寝ぬる朝けの袖はまだひ へかさねは誰にあきの初風（明日香井集・春日社百首
元久二年十二月三日於
二
宝前
一
被講七ケ日参籠之間詠
レ
之
・秋・五六八）
うたた寝の朝けの袖にかはるなりならす扇の秋の初風（新古今集・秋上・三〇八・式子）明け方の佐夜 中山露満ちちて枕の西に月を見るかな（秋篠月清集・治承題百首・旅 四八三）都出でし秋はかはらぬ袖 露もさやは乱れじ佐夜の中山（建保名所百首・雑・佐夜中山 一一二一・俊成
女）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五
夕こりの岩根の雲にかさねてもなほ袖寒し佐夜の中山（建保名所百首・雑・佐夜中山・一一二四・忠定。万
代集・雑四・三三六五）
吹き迷ふ嵐の風 寒き夜に仮寝寂しき佐夜の中山（院御歌合
宝治元年
・旅宿嵐・二一七・公基）
〔類歌〕
　
うたた寝の床の秋 吹き初めてまだひとへなる袖ぞ露けき（宗尊親王三百首・夏・一〇六）
〔他出〕
　
続拾遺集・羈旅・佐夜の中山にてよみ侍りける・六八〇。歌枕名寄・東海三・遠江・佐夜中山・続拾十
五〇一七。
〔語釈〕
　
○佐夜の中山―「小夜（さや・さよ） 中山」とも。遠江国小笠郡（現静岡県掛川市）日坂と菊川の間にあ
る坂道（峠道） 左右の谷が深い険路で、東海道の難所。○単衣―裏地なしの衣。夏衣。ここは秋七月十二日頃の詠作だが、秋服への更衣もままならなかった混乱の中での、急に出立した帰洛途中の旅である とを表すか。○佐夜の中山―遠江国の歌枕（→前 「佐夜の中山」の項） 。 「佐夜」に「朝け」の縁で「さ夜」が響く。
〔補説〕
　
実感を伴う羈旅詠であろうが、参考の後ろ四首 ような新古今時代以降の「佐夜の中山」の詠み方にも沿っ
ていようか。　
類歌の宗尊詠は「夏衣まだひとへなるうたた寝に心して吹け秋の初風」 （拾遺集・秋・一三七・安法。拾遺抄・
秋・八七。新撰朗詠集・秋・早 ・一九三）を本歌にする。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、佐夜の中山に達したのは七月
十二日であろう。　
歌頭に合点あり。
一六
池田宿にて、ひとり月を見て
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〔本文〕
　
○いかならむ―底本「
い
な
からむ
」の傍記「な」を本行化して「いかならむ」 （書陵部本も同様）に改める。
○来ず―底本「こす
て
」 （書陵部本同じ） 。
〔通釈〕
　
池田の宿で、一人で月を見て
どのような時でも（訪うと約束する）と言った人は来ない。約束していない月が、私の悲しみの涙に訪れることだ。
〔参考〕
　
初雪の降らばと言ひし人は来で なしく晴るる夕暮の空（拾玉集・詠百首和歌・三六四〇）昔見し人は来ねどもなかなかに契らぬ ぞ忘れざりける（続詞花集・雑上・山寺に侍りけるころ、月を見
て・七九一・源道済。道済集・わづらふ比、山寺にて秋月を見て・二七四）
〔影響〕
　
待たれつる今宵もつひに更け果てて契らぬ月や涙問ふらん（新葉集・恋三 家にて三百番歌合しける時 待
恋をよめる 八三五 教頼。南朝三百番歌合・待恋・五三、 三句「ふけり
（ママ）
てて」 ）
〔語釈〕
　
○池田宿―遠江国磐田郡池田（現静岡県磐田市池田）の、天竜川岸に位置した宿駅。
〔補説〕
　
失脚して帰洛する境遇の中で、かつて鎌倉に将軍としてあった時 は付き従っていた人の姿が今は見えない
という孤独な悲哀を、涙にくれる自分を変わらずに照らす月に託して詠じる。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、池田宿に達したのは七月十三日
であろう。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一七
　
影響に挙げた南朝歌人二条教頼の一首は、特徴的な下句が近似する。南朝歌人達が宗尊の歌に関心を寄せていた
ことは種々の事例から疑いないところと考えるが、 『中書王御詠』自体が南朝にもたらされていたのか否か、その所収歌を南朝歌人がい にして知り得たか、といった点についてはさらに追究される必要があろう。
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〔本文〕
　
○入海の―「いり
　
うみの」 （ 「り」と「う」の間の「う」を白滅） 。
〔通釈〕
　
浜名の橋を通り過ぎるということで
入海（遠江の湖）に架かる浜名の橋を渡るところで日は暮れて、浦の松原に秋風が吹き渡るよ。
〔参考〕
　
目に近き難波 浦に思ふかな浜名の橋の秋霧の間を（能因法師集・遠江に公資朝臣許に送
レ之
于
レ
時在
二
摂州
一・
一三九）
雁がねも霧の途絶えや恨むらん浜名の の秋の夕暮（最勝四天王院和歌・浜名橋・三四九・具親。雲葉集・
秋上・四四四）
高師山夕越え暮れて麓なる浜名の橋を月に見 かな（続古今集・羈旅・東にまかりける時、浜名の橋の宿り
にて月隈なかりけるを見て・八七八・北条政村）
〔類歌〕
　
入海の浜名の橋の松原に月かたぶきぬ明けぬこの夜は（沙弥蓮愉集・雑 六八〇）面影はそれとも見えて行きとまる浜名の橋に秋風ぞ吹く（時広集・名所 浜名橋・一五五）
一八
入海の浜名の橋に波かけて昔をのみぞ恋ひ渡りける（実材母集・三七六）立ち並ぶ松かげかけて入る潮に浜名 橋を渡る秋風（為家集・同〔文永〕七年潤九月十三夜続五十首太秦・
五七五）
夕日さす浜名の橋を見渡せば入海遠く潮ぞ満ち来る（隣女集・巻二
自文永二年至同六年
・雑・浜名の橋にて・
七四八）
うち渡す浜名の橋の秋風に遠方人の袖返る見ゆ（雅顕集・橋本宿にて、人の通るを見侍りて・九二）明け渡る浜名の橋 はるばると入海遠き松のむら立 嘉言百首・雑・橋 一四八一・俊光）
〔他出〕
　
夫木抄・秋四・秋風・御集・五四一一。
〔語釈〕
　
○浜名橋―遠江国 郡（現静岡県浜 市と湖西市に跨がる）の浜名湖湖口に渡した橋。海に繫がる小さな
湖口に架けられた橋であろう。現今切の湖口は中世以後のものとされる。 『三代実録』 （元慶八年
（八八四）
九月一日）
に「遠江国浜名橋、長五十六丈、広一丈三尺、高一丈六尺、貞観四年修造、歴
二廿余年
一、既以破壊。勅給
二彼国正
税稲一万二千六百卌束
一
改作焉。 」とある。その後火災や損壊や流失を繰り返して幾度も架け替えられたが、明応
七年（一四九八）の地震による地形の変化で廃絶されたという。○入海―陸地に入り込んだ海。ここは海と小さな湖口で結ばれた浜名湖を言ったものであろう。○浜名の橋―遠江国の歌枕（→前々項） 古くは「遠江浜名の橋をうち渡し行く末遠く頼まるるかな」 （延喜御集・三七・朱雀院）や「潮満てる程に行き交ふ旅人や浜名の橋と 付け初めけん」 （拾遺集・別・恒徳公家の障子に・三四二・兼盛。兼澄集・一一三）と詠まれる。前者は上句 序詞中に「遠（江） 」 「橋」 「うち渡し」から「行く末遠く」を起こす めに織り込まれただけであ 、後者は障子歌で「浜名」に「浜無（し） 」が掛かる趣向の一首でしかない。 「東路の浜名の橋の早くより深き心は汲みて知るらん」
『中書王御詠』注釈稿（四）
一九
（海人手古良集・四七）や「恋しくは浜名の橋を出でて見よ下行く水に影や見ゆると」 （古今六帖・第三・はし・一六一〇・作者不記）等も同様である。もちろん類型や趣向も何人かの実見や伝聞を基盤に生成されたことは否定できないが、歌人の経歴や詞書の記述等からある程度の確度を以て、各歌人の実体験を幾らかでも反映し と考えられる歌は、 『増基法師集』の「浜名の橋のもとにて／人知れず浜名の橋のうち渡し嘆きぞ渡る幾世なき世を」（九三）や、参考に挙げた『能因法師集』の歌あたりが早いか。→補説。○渡る―風が一面に吹き通る意。 「橋」の縁で渡橋する意が掛かる。
〔補説〕
　「浜名の橋」を実際に通過実見して詠じたのであろうが、縁語「渡る」を用いるのは類型であり、秋の景趣
は参考の前二首のような先行例が存してもいる。参考 能因詠 北条政村詠は実体験を踏まえていようか。早くら架橋されていたので、実際に通過した歌人の詠もなくはないであろうが、やはり鎌倉に武者の府が開かれて以降の歌に、類型を踏まえながらも実際の景に近いかと思しい叙景歌が増えてく 。類歌に挙げた諸詠はそれで、作者はいずれも何らかの形 関東に縁故 あり京都と鎌倉を往還した経験を有する歌人である。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、浜名橋に達したのは七月十四日
であろう。　
歌頭に合点あり。
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〔通釈〕
　
橋本の宿を暁に出立するということで
湊の辺り一面に立ち漂う（京へと）出立しても迷うほどの霧、それが明けてゆく夜明け方に、松原が見えてきて（見上げる空には）月が残っていることだ。
〔参考〕
　
入海の湊の霧ぞ晴れやらぬ今日は光になりやしぬらん（夫木抄・秋四・霧・建長四年毎日一首中・
五三八二・為家）
霧晴るる月は明石の湊風寒く吹くらし千鳥しば鳴く（明日香井集・春日社百首
元久二年十二月三日於
二
宝前
一
被講七
ケ日参籠之間詠
レ
之
・冬・六〇三）
〔類歌〕
　
浪の上に松原見えて清見潟三保の州崎に澄める月影（沙弥蓮愉集・雑・六四二）潮風に夕霧晴れて三保が崎松原遠く澄める月かな（亀山殿七百首・秋 崎月・三一八・親教）
〔他出〕
　
続拾遺集・羈旅・浜名の橋を過ぐとてよみ侍りける・六八八。和漢兼作 秋下 浜名駅眺望・八一四。歌
枕名寄・東海三・遠江・白菅湊・続拾九・五〇四九。
〔語釈〕
　
○橋本の宿―遠江国浜名郡新居（現静岡県湖西市）にあった宿駅。浜名湖と海 の間に位置し、鎌倉時代に
栄えて遊女も多くいたが、室町末期には衰微したという。○立ち迷ふ―霧が立って辺り一面に漂っている意。詞書から、旅人（宗尊）が出立しながらさまよう意が掛かる。○湊―遠江国浜名郡（現静岡県湖西市白須賀）の「白須賀（白菅） 」 歌詞は「しらすげ」とも）の「湊」 。 「橋本の宿」のやや西に位置する。浜名湖西岸の笠子川・坊瀬川流域で遠州灘に面する。基家に「松陰の入海かけてしらすげの湊吹き越す秋の潮風」 （弘長百首・雑・海路・六二五・基家。続古今集・雑上 一五六四）の作例がある。なお、承久二年（一二二〇）十月に後鳥羽院の使者として関東（鎌倉幕府）に下向した藤原雅経は、そ 途次（ 橋本宿にて」の前）に「しらすがの浜」を「高師 山
『中書王御詠』注釈稿（四）
二一
うち下りて、しらすがの浜にて／沖つ風音も高師の山越えてうち寄する波のしらすがの浜」 （明日香井集・一五二二）と詠じている。○霧の明け方に―「霧 明け」から「明け」を重ねて「明け方に」へ鎖る。
〔補説〕
　
他出の『続拾遺集』 （及び『和漢兼作集』 ）が詞書（詠作場所）を「浜名の橋を過ぐとてよみ侍りける」とす
るのは、本家集の前の歌の詞書「浜名の橋を過ぐとて」と錯誤した 、 「湊 の歌詞から意図的 改編したか。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、橋本宿に泊まったのが七月十四
日夜で、そこを立った暁はそ 夜明け前時分であろう（日付としては十五日の可能性もあるか） 。　
歌頭に合点あり。
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〔通釈〕
　
高師山で霧がすごく深かったので
霧が深い高師の山道に迷っているこの秋よりも、私はこ 憂く辛い世の中で道に迷ってしまったことだ。
〔参考〕
　
雲のゐる梢はるかに霧こめて高師の山に鹿ぞ鳴くなる（新勅撰 ・秋下・三〇三・実朝。金槐集定家所伝
本・秋・鹿をよめる・二三七）
〔語釈〕
　
○高師山―三河と遠江国境、現在の愛知県豊橋市と静岡県湖西市の境の山。○高師の山―三河国の歌枕。高
師山。→前項。○道迷ひぬる―（ 「憂き世」で）人生の道に迷 てしまったの意。 「霧深き」 「高師の山 から高師山の山道に迷っている意が掛か 。
二二
〔補説〕
　
羈旅の歌枕詠で「霧」は実景であったとしても、その「霧」中の山道に迷うことの比喩で世間の道に迷って
いること、即ち失脚して鎌倉を追われて帰洛することを詠嘆する、述懐性が強い一首である。宗尊は、帰洛して二年後の「文永五年十月三百首歌」 （羈中）で「忘れめや霧深かりし曙の高師の山の秋〔の〕けしきは」 （竹風抄・巻二・四七二） 詠んでいる。この歌は右の一首に比して、失意の帰洛から時が経過したこと 反映か述懐性を抑えていて、実見したであろう「高師の山」を追憶の中に叙した感があるが、もとより一般的な歌枕の叙景歌ではなく、ある種の感懐を込めてはいよう 西上の折だけではなく、あるいは東下の折の記憶も相俟っているのかもしれない。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、高師山に達したのは七月十五日
であろう。
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〔通釈〕
　
鳴海潟を過ぎる時に、舟が沢山沖に浮かんでいるのを見て
波の上に漂う舟が浮いている、そ ようにふわふわと浮いて落ち着かないばかりで、さすらい行く我が身 あるのだろうか。
〔参考〕
　
水の上に雪は山とも積もりなむ浮きてのみふる人のかひなさ（宇津保物語・菊の宴・四三九・あて宮）はかなしや風に漂ふ波の上に鳰の浮巣のさても世を経る（正治初度百首・鳥・二九五・経家）
『中書王御詠』注釈稿（四）
二三
浪の上の月の行方に漕ぎ別れ漂ふ舟の世の慣らひかな（俊成卿女集・衛門督の殿への百首・雑・七六）波の上に漂ふ海 月もまた浮か ゆくとぞ我を見るらん（海道記・四〇 作者）波の上に浮きて漂ふ水鳥の惜しからぬ身に音 みなく ん（新和歌集 雑下 八五五・源宗景）水まさる沼
あざさ
の浮きてのみあるはあるともなき我が身かな（新撰六帖・第六・あさぎ・二〇四六・家良）
絶えず引く網の浮け縄浮きてのみ寄る辺苦しき の契りか （続後撰集・恋二 七五六・藻璧門院少将。光
明峰寺摂政家歌合・寄網恋・二一八。新三十六人撰
正元二年
・二三六）
さすらふる我が身にしあれば象潟や海人の苫屋にあまたたび寝ぬ（新古今集・羈旅・九七二 藤原顕仲。堀
河百首・雑・旅・一四六六）
さすらふる身は定めたる方もなし浮きたる舟 浪にまかせて（新古今集・雑下・一七〇五 匡房。続詞花
集・雑下・八八九。江帥集・雑・蔵人にかはりて・三〇四）
〔類歌〕
　
冬の池にすむ鳰鳥のうきてのみ世に漂ふや我が身なるらん（柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・
冬・七六二）
心ざす方を問はばや浪の上に浮 漂ふ海士 釣り舟（増鏡・第十六
　
久米のさら山・一九五・後醍醐〇
院）
〔語釈〕
　
○鳴海潟―尾張国の歌枕。同国愛知郡、現在の愛知県名古屋市緑区鳴 町辺りの、 つて遠浅 海岸であっ
た所。 「鳴海潟」とも。鳴海には宿駅が置かれた。○波の上に漂ふ舟の―「浮きて」を起こす序だが、詞書から属目の叙景でもある。○浮きて―舟が水の上に浮いての意に、不安定に落ち着かないの意が掛かる。
〔補説〕
　
参考に挙げた諸歌のいずれかに特定はできないまでも、 『宇津保物語』に淵源があるような鎌倉前期の「波
二四
の上」詠や鎌倉前中期の「浮きてのみ」詠、あるいは『新古今集』に採録された「さすらふる（我が）身」詠を、一首に取り併せた詠作と言うことができる。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、鳴海潟を過ぎたのは七月十六日
であろう。
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〔通釈〕
　
小野の宿に泊まって
憂鬱で辛いこの身はこの世の中で様変わりしてゆく、そのように色が変わってゆく浅茅生が生えた小野（の宿）に旅の仮寝をする、私の袖 （流す涙と秋の）露に濡れる湿っぽさよ。
〔参考〕
　
憂き身世にやがて消えなば尋ねても草の原をば問はじとや思ふ（源氏物語・花の宴・一〇三・朧月夜）虫の音もいか 恨み 真葛はふ小野の浅茅 色かはりゆく（内裏百番歌合
建保四年
・秋・一一六・雅経。続
古今集・秋下・四八四。明日香井集・内裏百番歌合
同〔建保〕四年閏六月九日
・秋・一二五二）
日を経つつ朝けを寒み浅茅生 小野の草葉ぞ色かはり行く（為家集・秋・浅茅
同〔建長〕五九
・五一七）
見るままに色かはりゆく浅茅生の小野の芝生も霜枯れにけり（顕氏集・将軍家御歌合
弘長元年七月七日
・冬・
七。宗尊親王百五十番歌合
弘長元年
・冬・一八三・顕氏、四句「しのの芝生も」 ）
〔他出〕
　
歌枕名寄・東山部・近江下・小野・六三五九、左注「右詞云、小野の宿に泊まりて侍れば、なべての秋だに
『中書王御詠』注釈稿（四）
二五
も露けかりぬべき旅寝の袖はまことにしほるばかりなり云云。今案云、浅茅生の小野は只野径也。仍歌雖
レ
多不
レ
載
レ之、今歌は臨
二其所
一詠
レ之故載
レ之了。 」 。
〔語釈〕
　
○小野宿―近江国坂田郡（現滋賀県彦根市）の宿駅。鳥居本の南。○憂き身世に―原拠は参考に挙げた、
『源氏物語』花宴巻の光源氏の誘いかけをかわそうとする朧月夜君歌。 『新古今集』に「憂き身世にながらへばなほ思ひ出でよ袂に契る有明の月」 （雑上・月前述懐 いへる心をよめる・一五一三・経通）が収められて以後、鎌倉期に盛行する。宗尊は帰洛後にも、 「憂き身世に思はぬ外の名取川いかにせんとか沈み行くらん」や「憂き身世に木隠れ果てて逢坂の関の清水のすむとしもなし」 （竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌河・八七。同・巻五・ 〔文永九年十一月頃百番自歌合〕 ・関・九九四）と詠じている。不遇意識の表しであろう。○色変はりゆく―前句を承け「憂き身世に色変はりゆく」 （憂く辛い自分自身が世間の中で様変わりしてゆく意）から「色変はりゆく浅茅生」（変色してゆく丈低いちがやの生えている所 意）へ鎖る。○小野―ここは近江国の小野の宿駅の場所を言う所名だが、 「小野」は、特定し得ない野を言う場合が多い。宗尊はもしかする 、 『源氏物語』 （手習）の「比叡、坂本の小野」 （比叡山麓の西坂本。山城国愛宕郡の大原・八瀬一帯の古名という）を連想したかもしれない。後 袖の露けさ」の項に挙げる「狩衣」歌は、そ 『源氏物語』 （手習） 「秋の野の露分けきた 狩衣葎茂れる宿にかこつな」 （七七二・妹尼）を本歌 取ってい う。これは、小野の山里で、横川の僧都の妹尼に引き取ら た浮舟に、妹尼 亡き娘の婿であった中将が心惹かれ、八月十余日小鷹狩 つい に三たび来訪するが、応じぬ浮舟に代わり妹尼が対応し、中将が 松虫の声を尋ねて来つれどもまた荻原 露にまどひぬ」と詠んだ に対する返歌である。○仮寝―旅の仮の宿りを言う。 「色変はりゆく浅茅生の小野の」 有意の序 ように働き「刈り根」が掛るようにも思われる 、 「浅茅生」も 小野」も、 「刈り根」 縁とするのは伝統的常套ではない ○袖の露けさ―
二六
袖が秋の露と涙で濡れて露っぽいさまを言う。この句の先例には、 『永久百首』の「夏山の裾野の草や深からん分け来る人の袖の露けさ」 （夏・夏草・一四四・忠房）があるが、これは実際の草の露に濡れた袖の露っぽさを言う。涙に濡れた袖 露っぽさを言う例としては、 『続古今集』に東三条院詮子の「いとどしく物思ふ夜は 月影に昔を恋ふる袖の露けさ」 （雑五・一五九四）が収められていて、宗尊が学んだ可能性は高いか。なお、宗尊は、 「憂き身世に」の歌句 場合と同様に、帰洛直後に詠じた「文永三年十月五百首歌」 （狩衣）でも「狩衣葎茂れる宿にきてかこつばかりの袖の露けさ」 （竹風抄・巻一 一七一）と用いている。
〔補説〕
　
二～四句は、参考に挙げた宗尊主催歌合の関東祗候の廷臣中最高位の藤原顕氏の歌に倣っていようか。その
顕氏詠はまた、雅経や為家 一首に負 ているよ にも思われる。それは、他 例にも窺われるように、雅経歌や指導を受けた為家歌に意を向 ていたと思しい宗尊の視野にも入っていたかもしれない。なお、雅経歌 「時雨降り色かはりゆく浅茅生 あはれなるかな鈴虫の声」 （永久百首 秋・鈴虫・三二六・忠房）を踏まえ か。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、小野宿宿泊は七月十七日であろ
うか。
鏡山を見て
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〔通釈〕
　
鏡山を見て
これ程憂く辛い目を見ただろうか。もし見る鏡に曇りない姿が映るように、曇りなく明るい我が君後嵯峨院の威
『中書王御詠』注釈稿（四）
二七
光がこの世の中に反映しているならば。
〔参考〕
　
天照らす神の恵みは増鏡曇らぬ影を護るなりけり（久安百首・神祇・一三八一・小大進）
〔語釈〕
　
○鏡山―近江国 野洲・蒲生両郡の境山。標高三八五メートル。歌枕。北麓に鏡宿がある。○曇らぬ影―曇
りなく公正明白な君主（父帝後嵯峨院）の威光の意か。 「見む」 「鏡山」 「映らば」の縁で鏡に映して見る曇りない姿の意が掛かる。○鏡山―近江国の歌枕（→前の「鏡山」項） 。 「見む」 「 （曇らぬ）影」 「映らば」の縁で姿を映し見る鏡の意が掛かる。○映らば―君主の威光が反映するならばの意。 「見む」 「 （曇らぬ）影」 「鏡（山） 」の縁で見る鏡に曇りない姿が映る意が掛かる。
〔補説〕
　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、鏡山に達したのは七月十八
日であろう。
野路にて
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〔通釈〕
　
野路で
露を分ける野道の笹原の笹も節も繁く、そのように、野路の笹原で辛い旅の臥し寝をす 、悲哀が繁く絶え間ないのは、私の人生な であったな。
〔参考〕
　
我が宿は野路の笹原かき分けてうち寝る下に絶えぬ白露（秋篠月清集・十題百首 居処・二二八。後京極殿
御自歌合・一七八）
二八
霰降る野路の笹原臥しわびてさらに都を夢にだに見ず（式子内親王集・ 〔正治初度百首〕 ・冬・二六三。同・
正治百首歌に・三四八。続古今集・羈旅・正治百首歌の中に・九〇七・式子。正治初度百首・冬・二六五、二句「野路の篠原」 ）
世の中はうきふし繁し篠原や旅に あればいも夢に見ゆ（新古今集・羈旅・九七六 俊成。長秋詠藻・ 〔堀
河百首題百首〕 ・恋・旅恋・一七八）
〔類歌〕
　
分けて行く野路の篠原憂きふし あはれ繁きは我が身なりけり（拾遺風体集・羈旅・都に住み佗びて東へ下
るとて、篠原にて・二五四・良教卿女）
〔他出〕
　
歌枕名寄・東山・近江下・野路
 或云野径惣名也。不
レ限
二近江
一所一云云。但為家卿当名所被
レ出
レ之、仍載
レ
之。惣別共用
レ之歟・六三五二、二句「野路の
しのイ
ささ原」 。
〔語釈〕
　
○野路―近江国栗太郡（現滋賀県草津市野路）の所名。 「野路の玉川」の地。○ふし―「臥し」に「笹（は
ら） 」 「よ（節） 」の縁で「節」が掛かる。○野路の笹原―「野路」は、①一般的な野の中の道を言う場合と、②近江国の歌枕（→前の「野路」の項）を言う場合とがある。ここは両者の掛詞。 「笹原」は笹が群生する原。類辞の「野路の篠原」は、中世になって現れる「野路の笹原」に先行し、用例もやや多い。 「篠」は小さく細い竹の総称で、 「篠原」は、ａ一般的な小笹竹（篠竹）の原を言う場合と、ｂ「野路」 東に位置する近江国野洲郡（現滋賀県野洲市野洲）の宿駅名で平宗盛父子が斬られた所を言う場合がある。従って例えば、 「野路の篠原」の比較的早い例である基俊の「高円の野路の篠原末騒ぎ空や木枯らし今日吹きぬなり」 （関白内大臣歌合
保安二年
・野風・
一六。新古今集・秋上・三七三）は、大和国の高円山の麓 野中の小笹原である（①ａ）ことが分明だし、慈円「近江路や野路の篠原夕行けば志賀より返るさざ浪の風」 （拾玉集・野・四三九四）は、近江国の歌枕（所名）の
『中書王御詠』注釈稿（四）
二九
「野路」 （に一般的な野中の道の意が掛かるか）の東の宿駅「篠原」 （②ｂ）であることが分明であるけれど、このように「高円の」や「近江路や」という限定がなく、そもそも弁別不能な場合が少なくない。 「野路の笹原」については、 笹原」は特定の土地 所名とは結び付いていないので一般的な意味だけだが、 「篠原」と「笹原」は実態として不分明であり、かつ「ささはら」に「篠原」を宛てること あるので、 「野路の笹原」と 野路の篠原」の区別も実はさほど容易ではない。 「野 の笹原」の早い例である参考に挙げた良経と式子 両首は、旅の宿り しての近江国の「野路」の が生える原（②ａ）を言っていようか。式子の一首は右に記したように、 「野路の笹原」と「野路の篠原」の識別が容易ではない。鎌倉幕府執権北条泰時の「近づけば野路 笹原あらはれてまだ末霞む二村の山」 （続古今集・羈旅・旅のみちにてよめる・八六五。雲葉集・羈旅・九七二）は、尾張国山田郡（現愛知県豊明市沓掛町）の「二村の山」を「末」に見るので、東下する途次 「野路の笹原」 （②ａ） あろう。ここは、逆に西上する途次の「野路の笹原 である。○繁き― 笹（原） 」が密生してその竹の「ふし（節） 」数が多いことと、 「あはれ」が絶え間なく頻りであることが重な 。○我が世―「世 に 笹（原） 」 の縁で「
節よ
」
が掛かる。
〔補説〕
　
帰洛後二、 三ヶ月経った「文永三年十月五百首歌」 （野）の「憂ききふしもまた思ひ出になりにけり野路の笹
生の秋の仮庵」 （竹風抄・巻一・七九）は、直接この歌を思い起こして詠じたものであろう。　
類歌に挙げた良教女詠は、該歌に酷似する。元仁二元年（一二二四）生（宗尊より十八歳年長）の藤原良教の女
は、宗尊よりは年少であろうか。偶合か、宗尊詠に倣った結果かは即断し得ない。　
当時の京都・鎌倉往還の旅程に照らせば、鎌倉を七月八日に出立しているので、野路に達したのは七月十九日で
あろう。
三〇
会坂の関を越
こ
ゆとて
229　
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〔通釈〕
　
逢坂の関を越えるということで
逢坂の山を吹く激しい風の中で関を越えて、流浪するこの身の行方は何とも分からないな。
〔本歌〕
　
逢坂の嵐の風は寒けれど行方知らねばわびつつぞ寝る（古今集・雑下・九八八・読人不知）
〔参考〕
　
逢坂の関路の嵐秋更けて月にぞ雲は行方知られぬ（為家一夜百首・秋・関月・四五）さすらふる心に身をも任せずは清見が関の月も見ましや（建保名所百首 秋・清見関・五〇六・行意。雲葉
集・秋中・五五九。新三十六人撰
正元二年
・一八〇）
ながむれば虚しき空を浮雲のさすらへ果てむ行方知らずも（明日香井集・春日社百首
元久二年十二月三日於
二
宝前
一
被講七ケ日参籠之間詠
レ
之
・雑・是身如雲・六一六）
〔類歌〕
　
逢坂や嵐の風に時雨して行方知らずも暮るる秋かな（竹風抄・巻五・ 〔文永八年七月内裏千五百番歌合百首
歌・秋・八八三）
〔語釈〕
　
○会坂の関―「逢坂の関」 「相坂の関」等と 書く。山城・近江国境の逢坂山 現滋賀県大津市）に置かれ
た関。京都への出入口で東国と結ぶ関。○逢坂―近江国の歌枕。→前項。○行方知らずも―原拠は「もののふの八十宇治川の網代木にいざよふ浪の行方知らずも」 （新古今集・雑中・一六五〇・人麿。万葉集・巻三・雑歌・二六四） 。宗尊もこれを意識しなかったことはないであろう。
『中書王御詠』注釈稿（四）
三一
〔補説〕
　
これから逢坂の関を越えて京都に戻るのであるから、実際の旅としては、 「さすらふる身の行方しらずも」
はそぐわない。この下句は、本来生誕の地であるけれど、十一歳から二十五歳までの十五年間を関東に過ごして久々の京洛に待ち受ける、あるいは予測し得ない事態にさらされる もしれない自己 境遇を比喩で言ったものであろう。　
七月二十日の子刻に入京しているので、逢坂の関を越えたのは、その直前であろう。
（会坂の関を越ゆとて）
230　
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〔通釈〕
（逢坂の関を越えるということで）
（私は今）嘘偽りの世の中に遇っていて、この逢坂の関の岩清水の清らかな流れが木隠れている、そのように清らかな人の心は隠れて見えなくなってしまったことだ。
〔本歌〕
　
君が世に逢坂山の石清水木隠れたりと思ひけるかな（古今集・雑体・一〇〇四・忠岑）
〔参考〕
　
逢坂の関に流るる岩清水言はで心に思ひこそすれ（古今集・恋一・五三七・読人不知）
〔類歌〕
　
木隠れぬ世に逢坂の石清水仰ぐ影なる名をも頼まむ（後十輪院内府 ・元和・相坂関・一五三三）
〔語釈〕
　
○偽りの世に逢坂の―「偽り 世に遇ふ」から「あふ」を掛詞に「逢坂の」 （→前歌）へ鎖る。○石清水―
（逢坂の関の）岩間から流れ出る清らかな水。 「清き」を起こす有意の序のように働く。○木隠れ―「逢坂の岩清水」が木の陰に隠れて見えないことの比喩で、 「清き心」が隠れて見えないことを言う。
三二
旅歌とて
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〔通釈〕
　
旅の歌ということで
忘れようか、決して忘れはしない。鶏が鳴く朝の初音とともに立ち別れ、泣く泣く出たあの故郷の空を。
〔参考〕
　
言問へよ思ひおきつの浜千鳥なくなく出でし跡の月影（新古今集・羈旅・九三四・定家）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・鶏。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・鶏・二三〇。
〔語釈〕
　
○忘れめや―宗尊好みの句。 『柳葉集』に二首（七九一、八一二） 、 『中書王御詠』に二首（
231＝竹風抄・
二三〇、
234＝竹風抄・五九） 、 『竹風抄』に七首（四五、五九＝中書王御詠・
234、六三、二三一＝中書王御詠・
230、
四七 、七〇一、八六一）見える。○故郷―鎌倉を言うか。しかし、京都にも解される。→補説、 「 『竹風和歌抄』注釈稿（一） 」 （本紀要四八、平二三・一）の
22補説。
〔補説〕
　
参考の定家詠は、 「君を思ひ興津の浜に鳴く鶴のたづね来ればぞありとだに聞く」 （ 雑上 一
忠房）を本歌に、 『伊勢物語』の「名にし負はばいざ言問はむ都鳥我が思ふ人はありやなしやと」 （九段・男）と「月やあらぬ春や昔の春ならぬ我が身一つはもとの身にして／とよみて、夜のほのぼのと明くるに、泣く泣く帰りにけり」 （四段）をも踏まえた作と考える。従って、この「おきつ」 （ 「置きつ」との掛詞）は、本歌の詞書「貫之が和泉の国に侍りける時に」を踏まえた和泉国の歌枕ではなく、昔男（業平）の東下りを念頭に置いた駿河国 それと見る。宗尊が定家詠をそのように解していたとすれば、 「故郷の空」 、京都 空を言ったものと うこ に
『中書王御詠』注釈稿（四）
三三
なろうか。拙稿「 『新古今集』羈旅歌二首試解
―「言問へよ」と「宿問はば」―
」 （ 『国文鶴見』四三、平二一・三）参照。
文永三年（一二六六）七月八日に、京都へ向けて鎌倉を出発した朝を思い起こした感懐かと思しい。しかしまた、建長四年（一二五 ）三月十九日に、鎌倉へと京都を立った朝のことを遠く思い出した感懐と解されなくもない。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
旅衣の袖も涙に濡れそぼちながら進んで行き、一体幾つの明け方の露を払うのだろうか。
〔参考〕
　
心から花の雫にそほちつつうくひずとのみ鳥の鳴くらむ（古今集・物名・うぐひす・四二二・敏行）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・曙。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・曙・四一、結句「露払ひけん」 。
〔語釈〕
　
○そぼちつついくしのしのめの―「そぼちつつ行く」から、 いく」を掛詞に、 「幾しののめの」へ鎖る。
「しののめ」は、夜明け方の空が白む頃。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月八日に出立し二十日に入京した帰洛の旅の途次の感懐かと思しい。結句が、 『竹
風抄』所収の「文永三年十月五百首歌」では「露払ひけん」 、文永四年（一二六一）十一月前後に成立と推定される（→
135）この『中書王御詠』では「露払ふらん」である。 「露払ひけん」は、帰洛三ヶ月後の文永三年十月にこ
の旅を思い起こした体なのであろう。 「露払ふらん」は、 『中書王御詠』が旅中の詠草からそのまま採録したか（従
三四
ってその詠草を「文永三年十月五百首歌」に形を変えて流用したか） 、 「文永三年十月五百首歌」の一首を、
212～
230
の帰洛途次 各所に於ける詠作に続けて配する過程で、その当時・当地の心情に即する形に改めたか、単純な誤写によるか等の何れかであろう。前歌と同様にしかし、建長四年（一二五二）三月十九日に京都を出発し四月一日に鎌倉 下着した旅のことを遠く思い出した感懐と解されなくもない。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
篠原よ、袖を折り返して寝た夜の、有明頃の月は忘れることはない。
〔参考〕
　
世の中は憂きふし繁し篠原や旅にしにあれば妹夢に見ゆ（新古今集・羈旅・九七六・俊成。長秋詠藻・堀河
院御時百首題を述懐によせて読みける歌、保延六、 七年の頃の事にや・恋・旅恋一七八）
白妙の袖折り返し恋ふればか妹が姿の夢 見ゆる（万葉集・巻十二・正述心緒・二 三七 作者未詳）印南野の浅茅押しなみさ寝し夜のけ長くしあれば家し偲ぶる（五代集歌枕 野・いなみの・七二一・赤人。
万葉集・巻六・雑歌・九四〇・赤人、三・四句「さ寝る夜のけ長くあれば」 〔三句を「さ寝し夜の」とするのは類聚古集・神田本 細井本、広瀬本は「サネシヨノ」の「ネシ」を見消ちして左傍に「ヌル」右傍に「或メル」 〕 。古今六帖・第二・ざふのの・一一六一、初句「いなびのの」結句「妹をこそ思へ」 ）
年も経ぬ長月の夜の月影 有明方の空を恋ひつつ（後拾遺集・恋一・六一四・源則成）
『中書王御詠』注釈稿（四）
三五
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑旅。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑旅・五六七。
〔語釈〕
　
○篠原―一般的な篠竹が生えた原の意にも解されるが、ここは、 「文永三年八月百五十首歌」の一首なの
で、文永三年（一二六六）七月の帰洛の旅の途次に通った、 「野路」の東に位置する近江国野洲郡（現滋賀県野洲市野洲）の宿駅名を言うか。→
228。○袖折り返し―原拠は参考の万葉歌だが、あるいは宗尊の視野には、 「旅衣褄
吹く風の寒き夜に袖折り返し幾夜かも寝ん」 （宝治百首・雑・旅宿・三八一六・成実。雲葉集・羈旅・九六二）も入っていたか。○有明方―陰暦十 日以降の月が空に残っているうちに夜が明ける暁近くの時分。ここは恐らく十九日前後の月。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
忘れようか（決して忘れはしない） 。軒の茅間に雨が注ぎ漏れて、衣の袖を干しかねた、あの菊川の旅宿を。
〔参考〕
　
忘れめや葵を草に引き結びかりねの野辺の露の曙（新古今集 夏・一八二・式子）春来れば軒の茅間の雨そそきことづけてのみ濡るる袖かな（万代集・恋 ・一九三二・匡房、江帥集・恋
二三五）
宇津の山夕越え来れば霙降り袖ほしかねつあはれこの旅（六百番歌合・冬 霙・五二七・顕昭）
三六
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・雨。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・雨・五九、三句「雨降りて」 。
〔語釈〕
　
○忘れめや―→
231。○軒の茅間―茅葺き屋根の軒の、茅と茅の隙間。雨が漏れやすい。珍しい景物だが、鄙
びた侘びしさを醸す。参考歌の他に、 『江帥集』の「忍べとや軒の茅間の忍草恋は人目を忍ぶものかは」 （雑・こひ・三九五） 、あるいはこれに倣ったかと思しい『顕輔集』の「東野 軒の茅間の忍草恋をば人の忍ぶものかは」（恋・六三） 、またさらにこれに負ったかと思しい清輔作という「東屋の軒の茅間に生ふと見し人を忍ぶは我が身なりけり」 （夫木抄・雑・あづまや・一四三八八）等が、数少ない先行例。宗尊は、これらに学んだかと思われるが、実見もしたかと思われる。ほぼ同時期か後出の雅有詠「東屋の軒の茅間を漏る時雨音にぞ立てぬ袖は濡れけり」（隣女集・巻三
自文永七年至同八年
・恋・忍恋・一三七〇）も、関東に祗候し京都鎌倉を往還した経験が反映していよ
うか。○菊川―遠江国榛原郡菊川村、現在の静岡県島田市菊川の地名。鎌倉時代 宿駅。佐夜中山と大井川という東海道の難所の中間に位置。 『吾妻鏡』建久元年（一一九〇）十月十三日条に、上洛途次の源頼朝が当宿に宿泊する「於遠江国菊河宿」とあるのが早い。承久の乱に捕らえられて鎌倉に護送される途中駿河国藍沢原で処刑された中御門宗行が、この地 宿の柱に「昔南陽県菊水 汲
二下流
一而延
レ齢、今東海道菊河、宿
二西岸
一而失
レ命（昔南陽
県の菊水、下流を汲んで齢を延ぶ。今東海道の菊河 西岸 宿して命を失ふ） 」と書きつけたという（吾妻鏡
･
承
久三年七月十日条） 。鎌倉期には初倉から大井川を越えて島田に至る道もあ というが、 『海道記』 『 関紀行』の作者も『十六夜 記』の阿仏尼も、佐夜中山から当宿を通っていて、前二者は宗行のこ を追想している。宗尊の脳裏にもまた宗行の故事 よぎったか も想像される
〔補説〕
　
宗尊は、建長四年（一二五二）春三月十九日に京都を出発し、四月一日に鎌倉に下着していて、十二日間の
『中書王御詠』注釈稿（四）
三七
東下の旅であった（同年三月は小月） 。その旅程と思しき、 『吾妻鏡』の記事では、菊川に至ったのは、京都を出て七日目の三月二十六日の夜で、それから四日目に鎌倉に入っていることになる。その折に宗尊と入れ違いに鎌倉を追われた前将軍頼嗣は、三月二十一日に幕府を出て北条時盛亭に移り（翌日鎌倉出発か） 、四月三日に帰洛している。鎌倉出発も京都帰着も重服を押して進発したというから、少々強行軍であったということであろうか。この間、鎌倉を出て京都までは十一、二日間であった。宗尊の帰洛の場合は、文永三年（一二六六 七月 日に幕府を出て同じく時盛亭に移り、八日に鎌倉を出発し、二十日の子刻に入京している。頼嗣の場合よりやや時間を要した十三日間の旅である。以上を勘案して 帰洛する宗尊の菊川通過が、 を出てから四、五日目だとすると、菊川に至ったのは、七月十二日か十三日頃 ろうか。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
甲斐の山は、ほんのわずかにばかりも見えなかったのだ。涙に暮れた佐夜の中山、そこからは。
〔本歌〕
　
甲斐が嶺をさやにも見しがけけれなく横ほり伏せるさやの中山（古今集・東歌・甲斐歌・一〇九七）
〔参考〕
　
跡もなく八重立つ雲 道分けて涙時雨るるさやの中山（正治初度百首・羈旅 三八四・守覚。三百六十番歌
合・冬・四五七。秋風集・羈旅・一〇二一、結句「さよの中山」 ）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑山。
三八
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑山・五三五。
〔語釈〕
　
○甲斐が嶺―甲斐国の山々。白根山とする説もある。○佐夜の中山―遠江国の歌枕。→
220。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月に失脚して鎌倉から京都へ上る途次、十二日頃に通ったであろう「佐夜の中山」
（→
220）での感懐を思い起こしたような詠作である。実体験・実見に基づきながらも、 『古今集』歌を本歌に、 「佐
夜の中山」から「さやに」見る「甲斐が嶺」の通念を踏まえた、
220番歌に比してもより観念的な述懐ではないかと
思われる。 「甲斐が嶺」が見えなことを言う先行歌も、 「春霞立ち渡りつつ甲斐が嶺のさやにも見えぬ朝まだきかな」 （堀河百首・春・霞・四一・師時）を初めとして、これを踏まえたと思しい為家の「甲斐が嶺はそれとも見えず東路や霞横ほ さやの中山」 （為家集・春・遠山霞
建長五年正月
・三一）や宇都宮景綱の「いかばかりみ雪ふるら
し甲斐が嶺はさやにも見えず雲のかかれる」 （新和歌集・冬・鶴岳社十首歌に・三〇四）等があって、しか いずれも宗尊の視野に入っていても不思議はない歌だからでもある。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
自分からではなく人がさせる旅の道なので、 （仕方なく）行くのが辛く嫌だとも言わないで越えた、悪し柄の足柄の山なのだ。
〔本歌〕
　
人遣りの道ならなくに大方は行き憂しといひていざ帰りなむ（古今集・離別・三八八・源実）
『中書王御詠』注釈稿（四）
三九
〔参考〕
　
思はずに井手の中道隔つとも言はでぞ恋ふる山吹の花（源氏物語・真木柱・四二三・光源氏）人問はぬ春の垣根を憂しとだに言はでぞ咲ける山吹の花（宝治百首・春・籬款冬・七一八・弁内侍）
〔語釈〕
　
○人遣り―自分 意志ではなく他人から強いられたことをいう。○言はでぞ―『源氏』歌に拠るか。宗尊詠
に先行する「思へども言はでぞ恋ふる山吹の花色衣くちなしにして」 （洞院摂政家百首・恋・忍恋・一〇八六・但馬）も、同じ光源氏歌に負っていよう。これらと参考の弁内侍歌はもとより、 「山吹の花色衣主やたれ問へど答へずくちなしにして」 （古今集・誹諧歌・一〇一二・素性）を踏まえて、 「山吹」の色の「梔子」の掛詞の「口無し」から「言はでぞ」と言うのである。該歌の場合は、 「悪し柄」が掛かる「足柄の山」を 行き憂しと」も「言はでぞ越え」たの 、 「人遣り 道なりければ」を根拠とするという理屈である。○足柄の山―相模国の歌枕。→
213。 「憂
し」の縁で「悪し柄」が掛か 。
〔補説〕
　「人遣りの道なりければ」に、文永三年（一二六六）七月八日に京都へ向けて鎌倉を出発した道中につい
て、不本意に将軍職を解かれ鎌倉を追われた不満を込めたと思しい。そうであればし 、建長四年（一二五二）三月十九日に京都を立った関東下向の道中についても、親王でありながら不本意に鎌倉幕府将軍に任じた不満を込めたと、今日の目からは解することもできるはずである。前者の可能性が高いであろ 、とす とさすがに将軍として鎌倉に過ごした十五年間は、宗尊を て関東 愛着すら覚えさせていたことになるのかもしれない。いずれにせよ、東下の折に足柄の関を た時 感懐を鎌倉で追想したと思し 「知らざりし心地もさすが旅馴れて山路急ぎし足柄の関」 （柳葉集・弘長二年十一月百首歌・旅・二八七）を思い起こしていたかもしれない、同じ「足柄の山」について「憂きに越えける」と言う
213とは対照的な一首ではある。
四〇
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
他の旅人が灯火に燃やしきりのままにしておいた松明の火の、 （白く立ち上る残りの）煙が寂しく見える、旅の野路の曙よ。
〔影響〕
　
明け行けば帰る猟
さつを
夫も道しるし灯し捨てたる野辺の火
ほ
串に（文保百首・夏・五二五・実兼） 。
〔他出〕
　
拾遺風体集・羇旅・題不知・二五六。夫木抄・雑一・火・御集中・七九三九。玉葉集・旅・雑歌の中に・
一一七五。
〔語釈〕
　
○灯し捨てたる―動詞「灯す」の連用形に補助動詞「捨つ」と助動詞「たり」が付く。燃やしっぱなしに放
っておいたの意。 「夏虫の灯し捨てたる光さへ残りて明くるしののめの空」 （千五百番歌合・夏二・七九四・讃岐）が先行例。○松―松明のこと。○煙寂しき―俊成の「あはれさを人見よとても立てざらん煙寂しき賤が蚊遣り火」（俊成五社百首・賀茂・夏・蚊遣火・一三一）が早い。兼宗の「山賤の世にすみがまぞあはれなる煙寂しき大原の里」 （千五百番歌合・冬三・二〇三三）や家隆の「もとめ住む宿の妻木を折りなれて煙寂しき昨日今日かな」 （洞院摂政家百首・雑・山家・ 六二〇）や阿仏尼の「明くるまでなほ消え残る蚊遣り火 煙寂しき里の一むら」 （安嘉門院四条五 新熊野・蚊遣火・三七）等は、俊成詠の影響下にあるか。該歌もそ 流れ 中に位置付けられる。勅撰集には該歌の他は、 『風雅集』の 見渡せば山本遠き雪の内に煙寂しき里の一むら」 （冬・八五三・足利直義）と「立ち上る煙寂しき山本の里のこなたに森の一むら」 （雑中・一七〇一・進子） み。新古今時代の新奇な
『中書王御詠』注釈稿（四）
四一
試みの措辞が、 『新古今集』には載らずに京極派の勅撰集に現れた例でもある。○野路の曙―他に例を見ない句。「野路」は一般的な野の道の意にも解されるが、ここは、近江国の歌枕（→
228）か。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月八日に鎌倉を出立した帰洛の旅の途次、七月一九日頃に「野路」を通った際の感
懐を詠じたか。近代短歌の写生に通じる歌境に、失脚して鎌倉を追われた失意の宗尊の境遇と心境が響き合うかのような一首である 宗尊は失脚以前、該歌の前年の「文永二年潤四月三百六十首歌」 （春）で「立ち上る煙もさびし難波人蘆火焚くやの春 曙」 （柳葉集・巻五・六四七）とも詠んでいる。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
日が暮れてしまうということで、 （今夜の宿を）もしもしと求め尋ねると、波越しに吹く「にほ」の松風（の音が聞こえるだけだ）よ。
〔参考〕
　
朝凪に真梶漕ぎ出でて見つつ来し三津の松原波越しに見ゆ（万葉集・巻七・雑歌・一一八五・作者未詳。五
代集歌枕・みつのまつばら
　
同〔摂津〕 ・八〇七）
初瀬山夕越え暮れて宿問へば三輪の檜原に秋風ぞ吹く（新古今集・羈旅・九六六・禅性）
〔類歌〕
　
清見潟磯 本の浪の上に関もとどめず通ふ松風（夫木抄・雑三・きよみが関、駿河・九五八九・為実）
〔語釈〕
　
○やや問へば―不審。書陵部本 同様。 「やどとへば」の誤写か。 「やや」を これこれもしもしの意の感動
四二
詞と見ておく。○にほの松風―不審。書陵部本も同様。 「鳰の松風」でも、 「鳰」は淡水の水鳥なので「清見が関」とそぐわない。 「みほ（三保）の松風」の誤写か。鎌倉時代には「清見潟三保の松風霧晴れて月の名とむる波の関守」 （雅有集・名所百首和歌・秋・浄見関・七七九）や「松風の夕潮かけて吹き越せば涼しさ満 る三保の浦波」（夫木抄・雑七・みほのうら、三穂、近江、摂津又駿河・名所歌、みほのうら・一一六七〇・為実） 、後代には「清見潟しののめ白む横雲の別れ路送る三保の松風」 （黄葉集・羈旅・清見がせき・一二七〇）の例がある。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
長い年月を経過 た杉の木陰に馬を駐めて、夕立をやり過ごす不破の中山よ。
〔参考〕
　
これもやと人里遠き片山に夕立過ぐす杉の群立ち（六百番歌合・夏・晩立・二八八・慈円）
〔影響〕
　
逢坂の杉の木陰に駒駐めて涼しく結ぶ走り井 水（隣女集・巻二
自文永二年至同六年
・夏・逢坂にて・四三五。
無名の記・三）
真砂地の清き川原に駒駐めて逢ふ人過ぐす瀬田の長橋（隣女集・巻二
自文永二年至同六年
・雑・瀬田の橋にて・
七五五）
駒駐めて不破の関守言問はむ越路 かか 道はいづれぞ（隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・雑・不破関・
二四四九）
『中書王御詠』注釈稿（四）
四三
〔語釈〕
　
○不破の中山―美濃の国の所名。現在の岐阜県不破郡関ヶ原町。 「不破の関」が置かれた辺りの山。 「不破の
山」とも。 「不破の中山」は、源師行男有房の「別れ行く君をとめねば関守のかひこそなけれ不破の中山」 （有房集・四一四）が早い用例で、参考の後鳥羽院詠が続く。 「不破の山」も、嘉応二年（一一七〇）十月十六日の『建春門院北面歌合』の隆信詠「不破の山紅葉散りかふ梢より嵐おこさぬ関守もがな」 （関路落葉・一四）が早く、同じく後鳥羽院の「不破 山風もたまらぬ関の屋をもるとはなしに咲ける花かな」 （仙洞句題五十首・関路花・七九）が続く。共に、 政期末から詠まれ始めたと思しい。宗尊は、 「弘長二年冬弘長百首題百首 仮称） 」の「関」題（柳葉集・二一六） 、 「弘長二年十一月百首歌」の「雪」題（柳葉集・二七一。瓊玉集・冬・三一三） 、 「文永元年六月十七日庚申宗尊親王百番自歌合（仮称） 」の「関」題（柳葉集・五四五） 、 「文永三年八月百五十首歌 夏関」題（竹風抄・巻三・五五六）で、この「不破の中山」を詠んでいる。建長四年（一二五二）の東下の旅は春、文永三年（一二六六）の西上の旅は秋 あった 該歌は右 諸詠、特に「夏関／忘れじな関屋の杉の下陰にしばし涼みし不破の中山」 （竹風抄 ）と同様に実体験に基づきながらも、一般的な夏の旅の景趣に再構築した一 であろう。
〔補説〕
　
影響に挙げた雅有の三首の内、一首目の「逢坂の」と二首目の「真砂地の」は、厳密には文永四年
（一二六一）十一月前後に成立の本家集の歌より後出であると断言できない。しかし、他の事例から見ると、雅有は宗尊の歌を見習っていると思われる で、一応ここに挙げておく。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
（あの夏に男が通った道の）茂りあう蔦も楓も紅葉して、その木陰はすっかり秋である、この宇津の山越えよ。
〔本説〕
　
…宇津の山に至りて、我が入らむとする道はいと暗う細きに、蔦楓は茂り、もの心細く、すずろなるめを見ることと思ふに、修行者会ひたり。…（伊勢物語・九段） 。
〔参考〕
　
繁りあふ蔦も楓も跡ぞなき宇津の山辺は道細くして（秋篠月清集・旅・旅歌よみける中に・一四六五） 。冬来れば昔に変はる宇津の山蔦も楓もそれかともな （為家集・同〔建長〕五十一・雑・一七九四）
〔他出〕
　
玉葉集・旅・宇津の山にて・一一三三。
〔語釈〕
　
○宇津の山越え―駿河国の歌枕「宇津の山」 （→
219）を越えること、その道中。
〔補説〕
　
宗尊は、建長四年（一二五二）三月十九日に京都を発ち、四月一日に鎌倉に下着して将軍職に就き 文永三
年（一二六六）七月に将軍職を追われ、八日に鎌倉を発ち二十日に京都に戻る。詞書の「宇津の山にて」のとおりに当地で秋に詠じたとすれば、それは鎌倉から京都へ帰る途次ということになる。実見に基づき『伊勢物語』を本説に、後に鎌倉や京都で詠んだ可能性もある。 『玉葉集』の撰者為兼は、宗尊の経歴から「宇津の山にて」であるべきと判断して詞書としたか。　
同じく『伊勢物語』を本説にする類歌、為家の「あらぬ色に蔦も楓もなりにけりまた立ち帰る宇津の山越え」
（為家集・雑・秋旅
同〔文永〕七年閏九月十三夜続五十首
・一三一八）や雅有の「都には青葉をぞ見し宇津の山蔦も楓も紅
葉しにけり」 （隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・雑・宇津山にて・二四七九。都路の別れ・二一）は後出で、宗尊
詠に影響された可能性があるか。また、後深草院弁内侍の「伝へ聞く蔦も楓も若葉にてまだうつろはぬ宇津の山道」 （弁内侍日記・一九七）も、参考の両首や右記の諸詠等といった「宇津の山」 季節を趣向とする詠み方に沿
『中書王御詠』注釈稿（四）
四五
ったものであろう。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
故郷の形見であ 衣の袖が冷たく冴えて、雪もよいに時雨が降る旅の道に、山風が吹くことよ。
〔参考〕
　
嵐越す外山の峰の常磐木に雪気時雨れてかかる群雲（雲葉集・冬・八三四・為家。三十六人大歌合
弘長二年
・
一九九、初句「嵐こそ」 。新後拾遺集・雑秋・八一一）
み山辺や同じ雪気の空ながら袖のみさゆる古里の庵（正治後度百首・冬・ゆき・八四三・宮内卿）み吉野の時雨も日数ふる里に通ふ嵐や雪気なるらん（後鳥羽院御集・ 〔建仁元年三月〕外宮御百首・冬・
三五九）
〔類歌〕
　
古里は時雨にたちし旅衣雪にやいとどさえまさるらん（十六夜日記・七二・為兼）
〔語釈〕
　
○故郷―鎌倉を言うか。 「旅歌とて」の下にまとめられた十二首（
231～
242）の前半五首は、 「文永三年八月
百五十首歌」か「文永三年十月五百首歌」所収歌で、文永三年（一二六六）七月の帰洛の旅の途次の感懐を詠じている。後半の七首もその一連と見るならば、ここは宗尊が将軍として十五年間を過ごした鎌倉を言ったことになる。しかし、 「袖さえて雪気時雨る 」から冬の旅の歌であるので、直接この折の体験を詠じた訳ではないであろう。また、建長四年（一二五二）三月の東下の旅の体験を詠じたも もない。
239の夏の旅の歌の場合と同様に、
四六
実体験を踏まえながらも、一般的な冬の旅の歌の景趣に再構築した一首と捉えるべきであろう。とすれば、宗尊にとってはもとより京都も故郷であり、事実京都を「故郷」と詠む歌も他に存してい ので（二重の故郷） 、ここも京都を言ったと解されなく ない。→
231。○雪気時雨るる―珍しい措辞。雪の降りそうな空模様（雪もよい）のう
ちに、雨が降 り止んだりしていことを言うか。参考の為家の歌に学んだのであろう。
〔補説〕
　
参考の後鳥羽院詠の「ふる里」は「降る」 「経る」 「古」の三語の掛詞。
　
歌頭に合点あり。
（旅歌とて）
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〔通釈〕
（旅の歌ということで）
引き結ぶ草の枕もただ一夜の仮の枕であって、結ぶその縁は所詮儚い、儚く露が置く旅寝の床であることだな。
〔参考〕
　
引き結ぶ草の枕の松風に旅寝の床は露も寝られず（洞院摂政家百首・雑・旅・一五八一・但馬）一夜のみ宿かる人の契りとて露結び置く草枕かな（六百番歌合・恋下・寄傀儡恋 一六三 良経臥しわびぬ篠のを笹 かり枕はかなの露や一夜ば りに（新古今集 羈旅 九六一・有家）
〔語釈〕
　
○引き結ぶ―「引き」は強意 接頭語。 「契り」 縁で契りを結ぶ意が重なる。○契りはかなき露の―「契
りはかなき」から「はかなき」を重ねて「はかなき露の」へ鎖る。
 
『中書王御詠』注釈稿（四）
四七
旅泊
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〔通釈〕
　
旅泊
これもまた、もし馴れてしまうならばさぞまあ（どうなのであろうか） 。憂く辛い旅の泊まりの浮き寝をする御津の泊に吹く松風は。
〔参考〕
　
これもまたさぞな昔の契りぞと思ふものからあさましきかな（続詞花集・恋中・五五六・和泉式部。千載
集・恋四・八四一、初句「これもみな」 ）
ひとすぢに馴れなばさても杉の庵に夜な夜な変はる風の音かな（新古今集・雑中・一六二一・通具）馴れなばと何思ひけん柴の庵に寝覚めゆるさぬ夜半の松 （白河殿七百首・山家夜 六三八・真観）いざこどもはや日のもとへ大伴の浜松待ち恋ひぬらん（新古今集・羈旅・八九八・憶良、原歌万葉集・巻
一・雑歌・六三）
〔類歌〕
　
ふけゆけば松風寒し大伴の御津の泊まりの秋 夜の月（柳葉集・弘長二年院より人人に召されし百首歌の題
にて読みて奉りし 秋・月 一七九。続千載集・秋下・四九三・宗尊）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・泊。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・泊・九九。夫木抄・雑七・みつのとまり、摂津 御集、旅泊・
一一九九三。
〔語釈〕
　
○馴れなばさぞな―特異な句。 「さぞな」は、鎌倉時代以降に盛行の語で、これを二句切れに置き結句を体
四八
言で結ぶ歌の、宗尊に身近な先例は、 「言はで思ふ心はさぞないとどしく恋ひまさるてふ山吹の花」 （百首歌合
建長
八年
・春・六〇九・良教）や「別れ路のつらさはさぞな有明の月の空行く春の雁がね」 （宗尊親王百五十番歌合・
春・二二・重教）などである。○御津の泊まり―官船が出入りするような港に停泊すること、あるいはその場所。ここは、 「松風」から、参考の憶良歌が想起され、大阪湾の東岸一帯の地、今の大阪から堺にかけての地である「大伴」の「御津」のことか。
〔補説〕
　
通具詠や真観詠に倣いつつ、憶良歌を意識するか。
（旅泊）
　　　　　　　　　　　　　　
後京極殿見るべし
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〔通釈〕
　
旅泊
　　　　　　　　　　　　　　　　
後京極殿（良経の歌）を見るべきだ。
舟の中、浪の上で、旅の浮き寝の夜が明けてしまうようだ。そうであっても、この世の中は、過ごしてゆくものだといって。
〔本文〕
　
翠帳紅閨（すいちやうこうけい）
　
万事之礼法雖異（ばんしのれいはふことなりといへども）
舟中浪上（ふねのう なみの へ）
　
一生之歓会是同（いつしやうのくわんくわいこれおなじ）
（和漢朗詠集・遊女・七二〇以言）
〔参考〕
　
舟の中波の上なるうき寝には立ちかへるとて袖ぞ濡れける（六百番歌合・恋下・寄遊女恋・一一五〇・経
家）
『中書王御詠』注釈稿（四）
四九
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・旅泊。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・旅泊・一三八、下句「さても憂き世は過ぐるものとて」 。
〔語釈〕
　
○旅泊―歌題としては、鎌倉時代以降に盛行する。勅撰集では、 『新勅撰集』 （羈旅・五二七・頼資）に初出
し、 『宝治百首』 （雑）に設けられた。○明けぬめり―「睦言もまだ尽きなくに明けぬめりいづらは秋の長してふ夜は」 （古今集・誹諧歌・一〇一五・躬恒）に遡及する句。
〔補説〕
　
為家の評詞「後京極殿みるへし」は、丁裏の右端、歌の右下に書かれている。他の評詞はほぼ、歌の左下に
記し付けられているので、前丁左端の
243歌に関する評詞と見えなくもない。しかし内容から、後京極殿藤原良経の
「舟のうち波の下にぞ老いにける海人のしわざもいとまなの世や」 （新古今集・雑下・一七〇四。千五百番歌合・雑一・二七六四）との類似を指摘したものと判断される。
朝
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〔通釈〕
　
朝
さぞまた、はかなく一日が暮れるのだろう。今日も今日とて、しみじみと空が明け渡ることではある（けれども） 。
〔参考〕
　
惜しめどもはかなく暮れて行く年の偲ぶ昔に帰らましかば（千載集・冬・四七三・光行）今日と言ひ昨日と暮らす夢の中に五十余りの過ぐるほどなさ（続拾遺 雑下・中務卿宗尊親王家百首歌・
五〇
一二六四・教定）
短か夜の月を宿せば夏衣薄くも影の明け渡るかな（宝治百首・夏・夏月・一〇六五・寂西）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑朝。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑朝・五二三。
〔語釈〕
　
○またさこそ―「さこそまた月も澄むらめ浮雲をみるめはよそににほの浦風」 （宝治百首・秋・湖月・
一六三七・弁内侍）等の「さこそまた」の倒置形。○今日と言ひて―①「今日と言へばもろこしまでも行く春を都にのみと思ひけるかな」 （新古今集・春上・五・俊成）の「今日と言へば」は、特定の日を言う句である。また、②「今日と言ひし暮はなほこそただならね契りしことをなほ頼めども」 （隆信集・恋五・女の、頼めし日を言ひのべつつ、後 日を待てと言ひしかば、初め契りし日の暮れ方に、曇る空も今日うれしからましをなど ちながめ暮らして、かくなむ・六七四）の「今日と言ひし」は。逢瀬 日 約したことを う措辞である。 「今日と言ひて」の同形は、他には 出の伏見院詠「今日と言ひて春をむかふる心こそいついつなべてひとしかる め」 （伏見院御集・正月一日）が目 入るが、これ 、①の特定の日であることを表す措辞となっている。該歌の場合は、恋歌であるならば②の意味合いで解することができるようにも思われ が、雑歌の述懐 して、 「一日一日を暮らして廻り来るまた別の今日ということで」 いった趣意に解するべきかと思われる。 の点で、参考の教定詠の言ひ」が最も近い用法であると考える である。
〔補説〕
　
参考の「今日と言ひ」歌の作者教定は、藤原雅経の子にして関東祗候の廷臣であり、宗尊にも影響を与えた
と思しい。この歌は、弘長元年（一二六一）九月の「中務卿宗尊親王家百首歌」で詠じた一首であっ 宗尊が必ずや目に ていたで ろう。
『中書王御詠』注釈稿（四）
五一
　
以下三首は、 「文永三年八月百五十首歌」所収の「雑朝」 （五二三） 「雑夕」 （五二七） 「雑夜」 （五三二）の三首を
「朝」 「夕」 「夜」題に再編したか。
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〔通釈〕
　
夕べ
夕日が西に沈んでしまった後も、十分に暮れきることはなくて、光が残っている山の端の空よ。
〔参考〕
　
逢ふことを今宵と思はば夕づく日入る山の端もうれしからまし（金葉集・恋下・四二七・雅定）山の端に入りぬるのちぞ我が心ほかの月見て帰り来にける（出観集・秋・月 三五六）山の端 雪の光に暮れやらで冬の日長し岡の辺の里（風雅集・冬・建保五年四 庚申に、冬夕を 八三五・
公経）
〔類歌〕
　
夕づく日花 梢は暮れやらで鐘ほのかなるを初瀬の山（拾遺風体集・春・二九・慶融）
〔影響〕
　
夕づく日入りぬる後も山の端の雲に光はし し見えけり（文保百首・雑 一二九〇 俊光月ははや入りぬるのちも山の端 雲に光はしばし見えけり（俊光集・雑・千首歌よみ侍りしに 夜
五〇二）
夕づく日入りぬる後も暮れやらで雲 名残りの色ぞ残れる（院六首歌合
康永二年
・雑色・六十七番右・作者
未詳）
五二
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑夕。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑夕・五二七、 二句「入りぬる後も」 。夫木抄・雑一・夕・御集・
八〇三一、二句同上。
〔語釈〕
　
○夕づく日―夕方の日の光。 「万葉語で院政期に再発見された」 （新日本古典文学大系『金葉和歌集
　
詞花和
歌集』の金葉集四二七番歌川村晃生注。平元・九、岩波書店）という措辞。本抄では、
294と
349に用いられている。
○暮れぬる後も―例希少の句。宇都宮氏の一族で鎌倉後期の歌人泰宗に「木の本の暮れぬる後も山桜残るは花の光なりけり」 （続千載 ・雑上・一六八〇）があるが、これには該歌からの影響を見てもよいか。ただし、 『竹風抄』や『夫木抄』の「入りぬる後も」 形は用例が散見し、かつ影響に挙げたよう 該歌から 影響の可能性がある歌を複数首指摘し得る。○暮れやらで―建久末頃の寂蓮 「卯の花の垣根ばかりは暮れやらで草の戸ささぬ玉川の里」 （寂蓮法師集・ 〔建久六年暮以後〕内大臣殿〔良経〕 、座主、十首歌合あるべしとて薄暮卯花・一二八）や「行く春も惜しむ心は暮れやらで花 あたりになれし面影」 （御室五十首 春・八一七）が早 か。前者は一日について、後者は季節について言ったもの。その後の一日の「暮れやらで」の類例は 建保元年（一二一三。建暦三年を十二月六日に改元）二月の『内裏詩歌合』の範宗詠「桜花木の下陰は暮れやら 匂ふ山路 袖の夕露」 （山中花夕・五〇。範宗集・春・二四）や参考 公経詠、あるいは信実 「暮れやらでまだかたあかき空の色にやがて出でそふ月の影かな」 （信実集・秋・法性寺殿卅首・五七）や寂身 初瀬山花の光に暮れやらぬ夕べすすむる鐘の音かな」 （寂身法師集・雑雑会等 夕山花・二一一）が目に入る。宗尊幕 鎌倉に成立した『東撰六帖』には、 「つつじ咲く山下日かげ暮れやらで岩根の水に色ぞうつろふ」 （第一 春・躑躅・二九一・房円。抜粋本・ 一 採られている。勅撰集では、 『風雅集』 「日影さす稲葉が上は暮れ らで松原薄き霧の山もと」 （秋下 六〇・忠
『中書王御詠』注釈稿（四）
五三
季）と「暮れやらぬ庭の光は雪にして奥暗くなる埋み火のもと」 （冬・八七八・花園院）の両首が初見で、他には京極派歌壇にも通じた飛鳥井雅孝の「暮れやらで日影はなほも高し山思ふとまりや過ぎて行かまし」 『新続古今集』 （羈旅・貞和二年百首歌たてまつりけるに・九四六）に入集するのみである。新古今新風歌人 試み 、建保期歌壇の詠作を経て、関東歌人にも詠み継がれて後、後期京極派に掬い上げられた措辞と捉えられる。○光残れる―「光」を動詞と見れば 「光が輝き残っている」の意味に 。 「 『竹風和歌抄』注釈稿（三） 」 （本紀要五〇、平二五・三）では、底本の表記を尊重して「光り」を動詞（連用形）に解した。
〔補説〕
　
影響歌の内、俊光の両首は改作か異伝か。いずれにせよ、鎌倉後期に関東にも度々下向した経験を持つ俊光
が、 （ 『竹風抄』の形ではあるが）宗 の歌に倣っていた痕跡と見ておきたい。またこの宗尊の歌は、 「暮れやらで」の措辞を用いつつ、薄暮 微妙な陰翳を詠じる 境が、京極派 好みに通じると言える。
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〔通釈〕
　
夜
夜を長く残す、早く目を覚ます老いの眠りというものも知らないこの身は、その悲哀こそが堪え難い夜中の目覚めなのであったな。
〔本文〕
　
老眠早覚常残夜（おい ねぶりはやくさめてつねによをのこす）
　
病力先衰不待年（やまひのちからまづお
とろへてとしをまたず） （和漢朗詠集・老人・七二四・白居易）
五四
〔参考〕
　
秋にまたあはむあはじも知らぬ身は今宵ばかりの月をだに見む（詞花集・秋・九七・三条院）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑夜。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑夜・五三二。雑歌
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〔通釈〕
　
雑の秋
世の中は、 （満月から）有明の月までに見る月が細くなるように、ますます心細くなっていって。
〔参考〕
　
世の中を今は限りと見る月の心細くぞながめられける（清輔集・釈教 述懐百首のうちに・三七二）山の端に思ひも入らじ世の中はとてもか ても有明の月（新古今集・雑上・一五〇八・藤原盛方。治承
三十六人歌合・月前述懐・二四八）
弱り行く有明方の月に見よ心細さは世の中ぞ し（為家集・秋・ 〔貞応三年〕月前無常 六七九）いたづらにおふのうら梨年を経て身は数ならずなりまさりつつ（新撰六帖 第六・なし・二四〇二・為家。
現存六帖・なし・六七二。 ）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八三六。
〔語釈〕
　
○有明までに見る月の―満月から陰暦十 日以降の有明の までに見る月の、ということか。 「細く」を起
『中書王御詠』注釈稿（四）
五五
こす序。
故郷
249　
さざ
ゝ
波なみ
や志
しか
賀の唐
からさき
崎うらさびて荒
あ
れたる
都みやこ
松風
かせ
ぞ吹
ふ
く
〔通釈〕
　
故郷
琵琶湖の楽
さざなみ
浪よ、その志賀の唐崎は浦が寂しくすさみ、何となく心寂しくて、荒廃している志賀の都は松風が吹
いている。
〔本歌〕
　
さざ波の国つみ神のうらさびて荒れたる都見れば悲しも（万葉集・巻一・雑歌・三三・高市古人。五代集歌
枕・ささなみのみやこ
　
近江国・一七九三、結句「見れば悲しき
も
」 ）
〔参考〕
　
さざ浪や荒れたる都住む人も今はたまれに立つ煙かな（新撰六帖・第二・みやこ 七五三・知家）さざ波の数よむばかり澄む月にうらさびしかる志賀の唐崎 宝治百首 秋・湖月・一六〇二・実氏）
〔類歌〕
　
さざ波や荒れ
たにし
る
都うらさびていとどふりぬる五月雨の頃（隣女集・巻二
自文永二年至同六年
・夏・五月雨・
四一七）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八〇三。
〔語釈〕
　
○さざ波や―「志賀」の枕詞。 「さざ波（楽浪） 」は、琵琶湖の南西部沿岸一帯を言うことから。こ はその
原義が生きるか。○志賀の唐崎―「志賀の辛崎」とも。近江国の歌枕。志賀郡（現大津市）下坂本の琵琶湖に突き
五六
出た崎。交通の要衝。○うらさびて―「うら」は心中の意の「うら」から派生した接頭語。心寂しくて。 「 （さざ波や）志賀の辛崎」 縁で「浦さびて」が掛かる。○荒れたる都―近江国志賀郡（現滋賀県大津市）にあった天智天皇の大津宮（大津京） 。 「さざ浪や志賀の都は荒れにしを昔ながらの山桜かな」 （千載集・春上・六六・読人不知〔平忠度〕 ）が想起される。
東あつま
に侍り
・
し時よみ侍り
・
し
250　
故ふるさと
郷の
心こゝろ
弱よは
くも慕
した
はれて
都みやこ
と聞
き
けば偲
しの
ばるる
ゝ
かな
〔通釈〕
　
東国におりました時に詠みました（歌）
故郷京都が、心弱いにことにも、どうしようもなく恋しく慕われて、都だと聞くとひとりでに懐かしむことであるな。
〔参考〕
　
つれなきを今は恋ひじと思へども心弱くも落つる涙か（古今集・恋五・八〇九・菅野忠臣）忘れにしこと 憂しとは思へども心弱くもうち偲ぶかな（恵慶法師集・にし・三〇三）惜しむともなきものゆゑ しかすがの渡りと聞けば だならぬかな（拾遺集・別 大江為基東へまかり下り
けるに、扇を遣はすとて・三一六・赤染衛門）
〔類歌〕
　
何となく都と聞けば つかしみそぞろに袖をまた濡らすかな（とはずがたり・巻四・一一四・故ある女房〔二禰宜延成が後家〕 ）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
『中書王御詠』注釈稿（四）
五七
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八一二、三句「偲ばれて」結句「濡るる袖かな」 。
〔補説〕
　
宗尊は、恐らくはこの歌に先んじて「月見ればあはれ都と偲ばれてなほ故郷の秋ぞ忘れぬ」 （瓊玉集・秋
下・二一九）と詠じている。関東に下向してから年月を経ても、いまだ京都を故郷として偲び慕う宗尊の心情を窺い得るが、やがて
253のように鎌倉を「故郷」と思う感情も芽生えてくることになる。
　
類歌は、 （後深草院二条伊勢内宮参宮の折に） 「岡田といふ所に宿りて侍る隣に、故ある女房の住みかあり。いつ
しか若き女童、文を持ち 来たり。 」に続いてある一首で、 「二禰宜（荒木田）延成が後家といふ者なりけり。かまへて、みづから申さん、など書き る返事には／忘られぬ昔を問へば悲しさも答へやるべき言の葉ぞなき（後深草院二条） 」と続く。該歌（特に『柳葉集』の形）との類似は寓合 あろうか。宗尊の歌が伊勢在住 無名の女房歌人にも知られていたとすれば 驚くべきことであ
（東に侍りし時よみ侍りし）
251　
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き通
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を経
ふ
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〔通釈〕
（東国におりました時に詠みました
（歌）
）
（都と東国を）行き通う使者だけに心を慰めて、都の外（ここ東国）で年月を過ごすことであるな。
〔参考〕
　
東路や都の文は遅けれど心ばかりは行き通ひけり（出観集・雑・羈旅 七三八）玉章の通ふばかりに慰めて後の世までの恨み残すな（新古今 恋二・大納言成通、文遣はしけれどつ な
かりける女を、後の世まで恨み残るべきよし申しければ・一一〇三・読人不知）
五八
さもこそは都のほかに宿りせめうたて露けき草枕かな（後拾遺集・羈旅・出雲の国に流され侍りける道にて
よみ侍ける・五三〇・隆家）
千鳥鳴く海辺に月をひとり見て都のほかに年の暮れぬる（能因法師集・詠月・二二六）
〔補説〕
　
歌頭の合点を白滅。都みやこ
に上
のほ
りて後
のち
、錦を題にて
252　
いかにせん
錦にしき
をとこそ思
おも
ひしに無
な
き名たち着
き
て帰る
・
故ふるさと
郷
〔通釈〕
　
都に上って後、錦を題にして
どうしようか。錦を裁って着て故郷に帰ろうとこそ思ったのに、それどころか、無実の汚名が立って来て、それを身にまとって帰る故郷よ。
〔参考〕
　
故郷に帰ると見てや龍田姫紅葉の錦空に着すらん（拾遺集・雑秋・一一二九・能宣）白浪は故郷なれや紅葉葉の錦を着つつ立ち帰るらん（拾遺集・雑秋・一 三〇・読人不知）禊ぎして衣をとこそ思ひしか涙をさへも流しつるかな（万代集・雑五・三五 二・俊頼。続古今集・哀傷・
服脱ぎ侍りける日よめる・一四六六。散木奇歌集・悲嘆・八三七）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・錦。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・錦・一七七、初句「いかがせん」 。
〔語釈〕
　
○錦を題にて―『古今六帖』 （第五・錦綾） 「にしき」を題とする。○いかにせん―宗尊頻用の語。 『宗尊
『中書王御詠』注釈稿（四）
五九
親王三百首』に一首（五一） 、 『瓊玉集』に九首（五七、七二、 一三〇＝柳葉集・四一五、 一三一＝柳葉集・二四九、 一八＝柳葉集・四五、三三一＝柳葉集・一二五 三七〇、四四三＝柳葉集・五四七、四八七） 、 『柳葉集』に一五首（四五 瓊玉 三一八 四七、一二五＝瓊玉集・三 一 一六五、二〇五、二四九＝瓊玉集・一三一、三〇二、三六三、三七九、四一五＝瓊玉集・ 三〇、四二一、五四 ＝瓊玉集・四 三五九二、七〇七、八四八＝中書王御詠・三 〇 中書王御詠』に九首（一八二＝竹風抄・一四五、一八六、 九三 一九七 二一 二五二＝竹風抄・一七七「いかがせん」 、 六一＝竹風抄・八七三〇六、三一〇＝柳葉集・八四八） 、 『竹 』に一一首（八七 中書王御詠・ 六 、 一四 一二四、一四五＝中書王御詠・一八二、三 、六五 六六、七八七 九〇七、一〇〇二 一〇一六）見える。また、 『竹風抄』の「いかがせん」もよく用いている語で、 『 』に三首（二七 瓊玉 八九 八 三 九）に六首（一七七＝中書王御詠・二五 「いかにせん」 、二一六 二 三 三四四、四 二、七〇 ）見える。宗尊の閉塞感 反映と見てもよいであろう。○たちきてー「立ち来て」に 「錦」の縁で、 「裁ち着て」が掛か ○故郷―ここは京都のこ 。→
231。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月に、将軍職を追われて、生まれ故郷京都に帰るに到ったことを詠嘆するか。宗尊
が同月二〇日に入京するも、父帝後嵯峨院も母棟子も、義絶し 謁見を許さなかったということから この失脚は、表向き宗尊の不始末・不行跡に起因するものとされていた とも想像 れる。それを「無き名たちきて」と言い表したか。　
栄誉と共に帰郷することを、 「故郷」に「錦」を着て帰ると言う比喩は、 「卿衣
レ
錦還
レ
郷、朕無
二
西顧之憂
一
矣」
（南史・柳慶遠伝）や「令
三卿衣
レ錦還
レ郷、尽
二栄養之理
一」 （南史・劉之遴伝）が典故であろう。参考の『拾遺』歌
六〇
両首も、これに負っていようか。 「富貴不
レ
帰
二
故郷
一、如
二
衣
レ
錦夜行
一
」 （漢書・項籍（羽）伝・朱買臣伝。史記・
項羽本紀、 「錦」は「繍」 ）という類似の漢故事も存する。これらは、 『江吏部集』 （中・寛弘七年三月三十日）や『本朝文粋』 （巻三・対冊・大江挙周） 、あるいは『唐物語』 （第十九）や『十訓抄』 （八の十）や『平家物語〈覚一本〉 』 （巻七・実盛）等々に引かれてもいる。宗尊が、 『南史』を直接学んでいたか否か、何によってこの知識を得たかは、全く不明である。しかし、該歌がこの類の比喩に拠っていることは疑いないところであろう。
東あつま
の故
ふるさと
郷を思ひ
・
やりて
253　
故ふるさと
郷を思ひ
・
やるこそあはれなれ
鶉うつら
鳴な
く野となりやしぬらん
〔通釈〕
　
東国の故郷を思いやって
故郷を思いやるのは、なんとも哀れにさびしい。鶉が鳴く野となってしまっているのだろうか。
〔本歌〕
　
年を経て住みこし里 出でていなばいとど深草野とやなりなむ（古今集・雑下・九七一・業平。伊勢物語・
百二十三段・二〇六・男）
〔参考〕
　
住みなれし我が古里は のごろや浅茅が原に鶉鳴くらん（新古今集・雑中・三井寺焼けて後、住み侍りける
房を思ひやりてよめる・一 八〇・行尊）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・鶉。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・鶉・二三九。
〔語釈〕
　
○故郷―ここは鎌倉の居所 言う。→
231。
『中書王御詠』注釈稿（四）
六一
〔補説〕
　
文永四年（一二六七）十一月前後の成立である本家集には、京都を「故郷」と慕う歌（
250～
252）に続き、鎌
倉を「故郷」と思いやるこの歌が配されている。文永三年（一二六六）七月の将軍更迭と帰洛を挟んで、同二年（一二六五）春から同四年十月までの三年間の歌を収める集に、両者を収めたのは意識的な所為であろう。
山家
254　
山里
さと
は夕
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風の激
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しきしもぞのどかなりける
〔通釈〕
　
山家
山里は、夕方に吹き訪れる松風が激しいものの、 （それでもやはり）のどかなのであった。
〔参考〕
　
山里は月日も遅く移らなん心のどかに紅葉葉も見ん（秋風集・秋下・四三〇・人麿。人丸集・六六）秋の夜の月洩り明かす柴の戸を言問ふものは峰の松風（千五百番歌合・秋三・一三九三・丹後）夕されば松風寂し山里の秋の暮をも問ふ人 がな（後葉集・秋下・山里にて歌合し侍りけるに、松風を
一九三・寂念。治承三十六人歌合・松風・九六）
（山家
255　
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〔通釈〕
（山家）
六二
世の憂鬱さはこの身に寄り添うものだと分かっていながら、それでもやはり、自然とそこに遁れ行くのに備える山の奥であることだな。
〔参考〕
　
かへりては身に添ふ物と知りながら暮れ行く年を何慕ふらん（新古今集・冬・六九二・上西門院兵衛。新時
代不同歌合・二九五）
〔類歌〕
　
世の憂さを嘆く心の はば山の奥にも住まんものかは（新後撰集・雑中・一三七二・読人不知）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八四九。
〔補説〕
　
他出から在関東時の作であることが分かる 宗尊は関東鎌倉で「世の憂さを思ひ続くる夕暮は我が身に近き
み吉野の山」 （瓊玉集・雑下・四七九）と詠じている。もよとりこれは、 「み吉野の山のあなたに宿もがな世の憂き時の隠れがにせむ」 （古今集・雑下・九五〇・読人不知）を踏まえている。該歌は、この「み吉野の」歌を含む『古今集』雑下の厭世と遁世願望の一連の歌、例えば「山里は物のわびしきことこそあれ世の憂きよりは住みよかりけり」 （九四四）や「いかならむ巌の中に住まばかは世の憂きことの聞こえ来ざらむ」 「あしひきの山のまにまに隠れなむ憂き世の中はあるかひもなし」 （九五二、九五三）等が形成する通念を念頭に置いていよう。
（山家）
256　
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〔通釈〕
（山家）
『中書王御詠』注釈稿（四）
六三
山に住む人も物思いをしているのであろうか。都だけが憂き世の中ではないので。
〔参考〕
　
何しかは人も来てみんいとどしくもの思ひまさる秋の山里（後拾遺集・秋上・山里にあからさまにまかりて
侍りけるに、物思ふ頃にて侍りければよめる・三三四・和泉式部）
はかなくも都ばかりを厭ふとて憂き世の山に身を隠すらん（寂身集・詠百首和歌宝治二年九月於
二滝山
一詠
レ
之・雑・五四八）
厭ひてもいづくにしばし宿借らん憂き世のほか なしの花（新撰六帖・第六・やまなし・二四〇八・知
家）
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）秋に失意の中に帰洛した宗尊は、前歌で見たような山中隠遁の願望を超えて、その隠
棲の地もまた憂き世であるとの思いを募らせたようである。 『竹風抄』 （巻一）所収の「文永三年十月五百首歌」で「住みわぶる身をいづかたに隠さまし巌の中も憂き世なりけり」 （・巌・一〇四）や「いかにせん山に入る人これもまたなほ憂き時のある世なりけり」 （竹風抄・巻一・隠子・一二四）と詠じている。該歌も似通った心情の一首ではある。帰洛二年後 「文永五年十月三百首歌」 （山家）では「ここもなほ同 憂き世の山なれどありしには似ずなる心かな」 （竹風抄・巻二・四五九）と詠んで て
 、いずこも「同じ憂き世の山」と認識しながらも、その心境
には変化が生じたようである。
六帖の題の歌に、里
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六四
〔通釈〕
　
六帖の題の歌で、里
海の底でも、巌の中でも捜して訪れてしまいたいけれど。住む里のせいでそうなる憂く辛い世であるのならば（そうではないのだ） 。
〔参考〕
　
わたつみの底をぞ頼む今よりは思はぬ方のうきめからすな（相模集・さいはひ・四八五）いかならむ巌 中に住まばかは世の憂きこと 聞こえ来ざらむ 古今 雑下・九五二・読人不知）君がため虎伏す野辺も尋ねてん心を道 しるべ はして（宝治百首・恋・寄獣恋・二 六 ）里からの秋とはことにながむとも宮も藁屋も同じ夕暮（後鳥羽院御集・賀茂下社三十首御会・秋
一二七四）
庵結ぶみ山の秋の寂しさも住む人から 月や見るらん（紫禁集・同〔承久二年八月十五夜〕比、詠百首
題朗
詠
・月・一二二七）
〔語釈〕
　
○六帖の題の歌に―こ 詞書
272までかかる。宗尊が鎌倉で、文永二年（一二六五）九月六日から八日間に
諸歌人に六帖題で詠ませ、十三夜にその歌会を催した折に詠んだ歌であろう。基本は『古今六帖』の題にあるが、同六帖の題を踏襲しながらも取捨のある『新撰六帖』にのみ見える題があるので、これにも従うか。 「弘長文永のはじめ、九月六日六帖の題あまねく関東の好士に下されて十三夜の御会に詠進すべきよし仰せ下さるる時、僅かに八ケ日の間、六帖一部の題五百廿余首を奉る事、寂恵がほか公朝法印、円勇一両人に過ぎず」 （寂恵法師文）という。→
98。宗尊はこれに先んじて、弘長元年（一二六一）七月二十二日に後藤基政に「関東近古の詠」撰進を下命
していて（吾妻鏡） 、これが現存『東撰六帖』に関連すると思しい。ま 宗尊自身も、 『新撰六帖』や 現存の歌に依拠した詠作が目立つし、 「文永三年十月五百首歌」 （竹風抄・巻一）の現存歌は二八八首だが、その題は多
『中書王御詠』注釈稿（四）
六五
く『古今六帖』あるいは『新撰六帖』に重なる。これらは総じて、宗尊の六帖題歌に対する関心の高さを示すと見てよ 、それは大量の定数歌を立て続けに詠じて和歌に習熟し和歌に耽溺しようとする姿勢の顕れな であろう。→
26（修正の必要がある） 、
62。○里―『古今六帖』 （第二・田舎）の「さと」 。 『新撰六帖』にも。
〔補説〕
　
ここで、本家集中の「六帖の題の歌」について、前前稿と前稿の記述に修正・補訂の必要もあるので、まと
めておきたい。詞書に「六帖の題 歌よみ侍りしに」 「六帖の歌の中に」等とあって、事実『古今六帖』 『新撰六帖』の題によると認められる歌の番号と題を一覧する。
26春田、
45春風、
62五日、
80夏のはて、
98秋雨、
99稲妻、
166人づて、
167とほみちへだてたる、
168名ををしむ、
169よひのま
170うたたね、
190日ごろへだ たる、
193おどろかす、
194むかしあへる人、
257里、
258山、
259杣、
260
滝、
261・
262川、
263水、
264橋、
265杜、
266・
267松、
268杉、
269椎、
270竹、
271鶴、
272雉。
　
98詞書「六帖の題の歌に、秋雨」に続く
99詞書「稲妻」は、 「稲妻」題が『古今六帖』 『新撰六帖』 （第一）に
「いなづま」で見えるので、
99の歌も「六帖の題の歌」と認められる。
166詞書「六帖の題の歌に、人づて」に続く
167「とほみちへだてたる」～
170「うたたね」 、
193詞書「六帖の題の歌に、おどろかす」に続く
194「むかしあへる
人」 、
257詞書「六帖の題の歌に、里」に続く
258「山」～
272「雉」の場合も同様である。これらの内、
264は「文永三
年八月百五十首歌」 （竹風抄・五六二「雑橋」 ）の歌、
166、
259、
260、
261、
269、
270、
271、
272は「文永三年十月五百首
歌」 （竹風抄・一五四、 七三、 八六、 八七、 二一八、 一九二、 八〇「沢」 、二三四）の歌であ 題は、
264「橋」が「文永
三年八月百五十首歌」では「雑橋」
271「鶴」が「文永三年十月五百首歌」では「沢」である以外は同じである。
これらの は、文永二年（一二六五）九月に「 帖 の歌」 して詠ま た後に、 「文永三年八月百五十首歌」「文永三年十月五百首歌」の定数歌に組み込まれ、さらに家集『竹風抄』に採録されたのであろうか。中にはそう
六六
ではない歌も含まれるのかもしれず、それらの経緯の詳細はさらなる検証が必要であろう。　
一方で、
26詞書「六帖の題の歌よみ侍りしに、春田」に続いて、
27～
29詞書が「帰雁」とのみあるのは、前の
「六帖の題の歌よみ侍りしに」がかかるかとも思しく、事実「帰雁」題は『古今六帖』には見えないが、 『新撰六帖』 （第六）に「かへるかり」で見える。しかし、
28の歌は「文永二年潤四月三百六十首歌」 （柳葉集・六五一）の
一首なのである。また、
62詞書「六帖の題の歌に、五日」に続く、
63詞書「早苗」と
64詞書「五月雨」の両歌は、
共に同じく「文永二年潤四月三百六十首歌」 （柳葉集・六八九） 一首だが、前者の「早苗・さなへ」は『古今六帖』にも『新撰六帖』にも見えない題であり、後者の「五月雨」は「帰雁」と同様に、 『新撰六帖』 （第一）に「さみだれ」で見える題ではある。いずれにせよこ らは、文永二年（一二六五）九月に催行の「六帖の題の歌」として詠まれたものではなかったと推測されるのである。
山
258　
誰た
が仲
なか
に払
はら
はぬ塵
ちり
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な
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た
ちけん
〔本文〕
　
○積もりて ―底本「つも
◦り
てか」 （ 「も」の下に補入符を打ち右傍に「り」とあり） 。書陵部本「つもりて
か」 。
〔通釈〕
　
山
いったい誰との（絶たれた）仲に、払ふことのない塵が積もって、あの鳥籠の山ならぬ、私の床の（塵が積もった）山だと、評判に立っ のだろうか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
六七
〔参考〕
　
犬上の鳥籠の山になるいさや川いさとを聞こせ我が名告げすな（万葉集・巻十一・寄物陳思・二七一〇・作
者未詳。五代集歌枕・とこの山
　
同〔近江国〕 ・三二〇・作者不記、二句「とこの山なる」四句「いさと
答へよ」 。五代集歌枕・いさやがは・一三〇五・天智天皇、二～五句「とこの山なるいさら河いさと答へよ我が名もらすな」 ）
うち払ひ起き臥す床にゐる塵の名をのみ立ててやみぬばかりか（肥後集・人にかはりて・一九八）塵をだに据ゑじとぞ思ふ咲きしより妹とわが寝るとこ夏の花（古今集・夏・一六七・躬恒）君なくて塵積もりぬるとこ夏 露うち払ひ幾夜寝ぬらむ（源氏物語・葵・一二九 光源氏）あくがれて寝ぬ夜の塵の積もるまで月に払はぬ床のさ筵（新古今集・秋上・四二九 俊成女）
〔類歌〕
　
いとどまた払はぬ や積もるらん寝ぬ夜重ぬるとこの山風（権僧正道我集・一三七）いさや川涙のみかさまさるらん払はぬ塵はとこの山 て（柏玉集・恋上・寄川恋・一三四〇）
〔語釈〕
　
○山―『古今六帖』 （第二・山）の「やま」 。 『新撰六帖』にも。○とこの山―参考の『万葉 』歌を踏ま
え、近江国の歌枕の「鳥籠の山」のこと。現在の滋賀県彦根市正法寺近辺の山という。 「誰が仲に払はぬ塵の積もりてか」から、床に積もった塵 の意が掛かる。宗尊は、 「文永三年十月五百首歌」の「塵」題で「身の愁へ重なる末よいかな ん塵も れば山となるなり」 （竹風抄・巻一・六九）と詠む。これは勿論、 「受
二此業果報
一則難
レ可
レ得
レ度、譬如
下積
二微塵
一成
レ山難
上レ
可
二得移動
一」 （大智度論・九四）を原拠とするという、所謂「塵積もりて山
となる」 「塵も積もれば山となる」の類の措辞 、早い例となろう。現代では肯定的な意味合いに用いられるが、ここでは、否定的あるいは悲観的なも の集積の譬えに用いられている。一方、参考の『古今集』 「塵をだに」歌は「妹と我が寝る床」から「とこ」を掛詞に「常夏 花」へ鎖る修辞で、亡妻葵上を追想する光源氏 「君なく
六八
て」歌も、これに拠っている。これらの歌からの連想も働いているのかもしれない。
〔補説〕
　
一首は、恋しい人との仲が絶たれて独り寝の床に塵が積もった訳ではなく、ただ孤愁に寝ることもできず塵
を払うことのない床であったのに、という趣旨 述懐であろうか。　
参考の『万葉』の「犬上の」歌は、 （
　
）内に記したように異訓・異伝が多い。他にも、 『古今集』墨滅歌（巻
十三・一一〇八）に、二～五句「とこ 山なる名取河いさと答へよ我が名もらすな」 、左注「この歌、ある人、あめのみかどの近江の采女に賜へると」で見え、 『古今六帖』 （第五・名ををしむ・三〇六一・あめ みかど）に「犬上やとこの山なるいさら川いさと答へて我が名もらすな」の形で見える。宗尊は該歌以前に、同歌を本歌に「塵をだに払はぬ床 川 やいつより思ひ絶えけん」 （瓊玉集・恋下・寄河恋・四〇八）と詠じている。　
歌頭に合点あり。
杣
259　
身の上
うへ
にしげきなげきの目
め
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にもあらじ水
み
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〔通釈〕
　
杣
この身の上に繁く絶え間ない嘆きが、もし目に見えるならば、 （あまりにも多くて）水尾の杣山の繁木から樵る投木も、物 数でもあるまいよ。
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・ 。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・杣・七三。
『中書王御詠』注釈稿（四）
六九
〔語釈〕
　
○杣―『古今六帖』 （第二・山）の「そま」 。 『新撰六帖』にも。○しげきなげき―「繁き嘆き」 （絶え間の無
い憂嘆）に、題の「杣」と「水尾の杣山」の縁で、 「繁木」 （みっしりと繁っている木々） 「投木」 （薪の木）の意が掛かる。 「折はへて音をのみぞ鳴く郭公しげきなげきの枝ごとにゐて」 （後撰集・夏・一七五・不知）に遡る句だが、この「しげき」には「繁木 は掛からず、 「なげき」には「 のみが掛かる。○水尾の杣山ー「水尾」は、近江国の歌枕。現在の滋賀県高島市高島北方の山という。 「高島や水尾の杣山跡絶えて氷も雪も深き冬かな」 （新勅撰・冬・四一三・家隆、壬二集・冬・三宮十五首歌の中に冬の歌・二六〇七）が早い例。 「杣山」は、木々を伐採して用材とするために管理されている山。
滝
260　
拾ひろ
ふてふ滝
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〔通釈〕
　
滝
あの昔の人が うという散り乱れた滝のしぶきの白玉、それは憂き時の涙に借りるというが、仕方ない、ままよ、私 場合は他の時に借りることができる涙ではないので。 （憂き時しかない私はその涙を流すしか のだ） 。
〔本歌〕
　
こき散らす滝の白玉拾ひ置きて世の憂き時の涙にぞ借る（古今集・雑上・布引の滝にてよめる・九二二・行
平）
〔参考〕
　
紀の国や由良の湊に拾ふてふたまさかにだに逢ひ見てしかな（新古今集・恋一・一〇七五・長方）
七〇
音に聞く吉野の滝もよしや我が袖に落ちける涙なりけり（続後撰集・恋一・六八六・後嵯峨院。宝治百首・
恋・寄滝恋・二六三八）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・滝。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・滝・八六。
〔語釈〕
　
○滝―『古今六帖』 （第三・水）の「たき」 。 『新撰六帖』にも。
〔補説〕
　
歌頭の合点を白滅。川
261　
憂う
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〔通釈〕
　
川
憂く辛い我が身が、世の中で、あの「名取川」というように思いの外の名声を取りながら、いったいどうしようということで、川に沈むように沈淪していくのだろうか。
〔本歌〕
　
名取川瀬瀬の埋もれ木あらはればいかにせむとか逢ひ見そめけむ（古今集・恋三・六五〇・読人不知）陸奥にありといふなる名取川無き名取りては苦しかりけり（古今集・恋三・六二八 忠岑）
〔参考〕
　
憂き身世 沈みはてたる名取川また埋もれ木の数や添ふらん（続後撰集・雑中 寄河述懐 一一六九・伊
長）
いつはりの思はぬほかの名取 うき名とどむな瀬瀬 埋もれ木（紫禁和歌集・又当座、 川恋・一八 ）
『中書王御詠』注釈稿（四）
七一
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・河。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・河・八七。
〔語釈〕
　
○川―『古今六帖』 （第三・水）の「かは」 。 『新撰六帖』にも。○憂き身世に―この句については
226に記し
た。ここは、 「憂き」に、 「沈み」の縁で「浮き」が響くか。○思はぬ外の名取川―「思はぬ外の名取り」に、 「沈み行く」の縁で陸奥国の歌枕「名取川」が掛かる。 「名取川」は、現在の宮城県南部を東流し、名取市閖上で仙台湾に注ぐ川 ○沈み行く―沈淪していく意に、 「名取川」の縁で川に沈んでいく意が掛かる。 沈み行く」の類は、慈円（拾玉集・六七六）や定家（拾遺愚草・二七三八〈長歌〉 ）あるい 長綱（長綱百首・九五）など 新古今時代に少し作例が見える。建長五年（一二五三）四月 時に五十六歳で散位（前権大納言正二位）の為家は 「すくひなん火水の河の横波にたちも離れず沈み行く身を （為家集・念
同年〈建長五年〉
四月・一五五六）と詠じている。
→補説。
〔補説〕
　「思はぬ外の名取川」は、思いがけず将軍職に就いたことを寓意するか。（川）
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〔通釈〕
（川）
明日香川の（昨日の）淵と（明日の）瀬（の変化）は、どうしてそれが始まって、 （世の中は）変わるのだという例を、この身に知らせているのだろうか。
七二
〔参考〕
　
世の中は何か常なる明日香川昨日の淵ぞ今日は瀬になる（古今集・雑下・九三三・読人不知）何ぞこ 夢てふもののあり初めて寝るがうちにも身を嘆くらん（秋風集・雑中・一二二五・実経。続古今
集・雑下・一八〇一・）
〔語釈〕
　
○明日香川―大和国の歌枕。 「飛鳥川」とも。現奈良県高市郡明日香村を流れ大和川に注ぐ。 「明日」が響
く。○何とあり初めて―「何と…初めて」の先例は、 『久安百首の「ねたく我何と飾磨のあひそめてかち顔にする人を恋ふらん」 （恋・一三七三・小大進） 。これは、 「我が恋はあひそめてこそまさりけれ飾磨の
褐かち
の色ならねど
も」 （詞花集・恋下・二三四・道経）を踏まえ、 「何とし」 「飾磨」 、 「逢ひ初めて」 「藍染めて」の掛詞の趣向か。宗尊は、参考の実経詠に倣ってか「かかる身に何ぞ心のあり初めて人のつらさを思ひ知りけん」 （柳葉集・巻四・ 〔文永元年六月十七日庚申百番自歌合〕 ・恨恋・五二九 と詠み、また別に 何とこは恋てふ とを知 初めて憂き世の上にもの思ふらん」 （竹風抄・巻一・文永 年十月五百首歌・恋・一四一）とも詠む。○変はる例しを身に知らすらん―宗尊は、 「いかに吹く今年の秋の風なれば草葉の色を身に知らすらん」や「天つ人花の鬘の時の間にしぼむ例しぞ身に知られぬる」 （竹風抄・巻一・文永 年十月五百首歌・秋風・五五、鬘・一七〇）という類辞を詠んでいる。
水
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〔通釈〕
　
水
『中書王御詠』注釈稿（四）
七三
今の世の中は、実に失意に沈む人の愁訴が、石を打つ水が貫き通らないように、ずっと通らないのだ。
〔参考〕
　
思ふこと末も通らぬ沼水に沈める月や憂き身なるらん（光経集・雑・三〇〇）いつまでか袖うち濡 し の末も通らぬ物思ひけん（新撰六帖・第三・ぬま・一〇五〇・真観。続古今
集・雑中・一七〇四）
〔他出〕
　
夫木抄・雑八・水・いしうつ水・六帖題御歌・一二五〇七。
〔語釈〕
　
○水―『古今六帖』 （第三・水）の「みづ」 。 『新撰六帖』にも。○石打つ水の―他に例を見ない。類辞の先
例に「雲霞む麓や近くなりぬらん岩打つ水の音通ふなり」 （正治後度百首・山路・三七二・具親）が見える。比喩で次句の 末も通らぬ」を起こす。○末も通らね―前句を承けて、石を打つ水が、石を貫いて通ること できないことを言い、その比喩で、 「侘び人の愁へ」 （失意の人の愁訴）が この先もずっと通らな 、成就しないことを表す。 「末」は、先行き・将来の意。 「通る」は、達成する・うまくいく意。その否定形「末も通らず」は多く「水」に寄せて、恋の行く末が挫折する・不成就とな こと、あるいは恋を貫き通せないことを表す。宗尊の同時代や身近でも、 「いかにせん岩間をつたふ山水の浅き契りは ず」 （弘長百首・恋・遇不逢恋・五〇八・家良。新後撰集・恋四・一〇五二）や「逢ふことはさてやま川の絶えね や岩間の水の末も通らぬ」 （顕氏集・同〔将軍家〕当座続歌 寄水 恋三四）等と詠まれている。述懐歌では、参考に挙げた真観 叔父の光経と真観の両首が、宗尊に先行する例として目に付く。宗尊もこ らに学んでいたのかもしれない。なお、 「世」を言祝ぐ「みかは水君がうれしき世に遇ひて絶えぬ流れの末ぞ通れる」 （季経集・九七・頼輔） っ 歌があり、 「世 を嘆く該歌の趣旨を理解するのに参考となる。
〔補説〕
　
宗尊は、 「今の世は」として現在の世の中を嘆く述懐歌を他にも次のとおり詠む。
七四
①今の世はつづら折りなる山道のすぐに行く身や迷ひはてなん（柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首
歌・雑・八二〇）
②いとまある大宮人も今の世は花折りかざす情けだになし（竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・花・
三二二）
③今の世は昔を偲ぶ人もなし何匂ふらん軒の橘（竹風抄・巻四・文永六年五月百首歌・夏・七〇九）
　
該歌が文永元年（一二六四）九月の六帖題歌会の折の作とすれば①と共に在関東時の作、②③は帰洛後の作であ
る。とすると、 「今の世」を嘆くことは、将軍在任時と解任後とには関わらない宗尊の姿勢だと言えることになる。
橋
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〔通釈〕
　
橋
遠い昔の真間の継橋は今もあるのに、橋を渡るならぬ、私がこ 世を生きて渡って行く道がどうして変わるのだろうか。
〔参考〕
　
足あ
の音せず行かむ駒もが葛飾の真間の継橋止まず通はむ（万葉集・巻十四・相聞・三三八七・下総国歌。五代集歌枕・橋・ままのつぎはし
　
下総国・一八八八）
いにしへのきたの翁もあるものをなどあやにくに世を嘆くらん（新撰六帖・第に・おきな・八五八・知家）
〔類歌〕
　
いにしへの真間の継橋継ぎてなほ今もかはらぬ代代の跡かな（嘉言百首・雑・橋・一九八六・為藤）
『中書王御詠』注釈稿（四）
七五
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑橋。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑橋・五六二。
〔語釈〕
　
○橋―『古今六帖』 （第三・水）の「はし」 。 『新撰六帖』にも。○真間の継橋―下総国の歌枕。葛飾郡（現
千葉県市川市国府台付近）にあったという「継橋」 （板を何枚も継ぎ足して架け渡した橋） 。○世渡る道―世間を渡り暮らして行く道、人生の道程の意。先行例は、関東にも居した寂身の「みな人の世渡る道に年暮れて急ぐも知らず積もる雪かな」 （寂身集・百首中
　
寛喜二年・冬・歳暮雪・一六八）がある。 「渡る」は「継橋」の縁で橋を渡る
意が掛かる。
〔補説〕
　
該歌が文永元年（一二六四）九月の六帖題歌会の折の作とすれば、下句は、親王の身でありながら建長四年
（一二五二）四月に十一歳で東下して征夷大将軍となった身分の激変、あるいはそれから十二年間の鎌倉に於ける境遇の変化等を寓意したものであろうか。しかし、文永三年（一二六六）七月に将軍を更迭されて帰洛した直後の「文永三年八月百五十首歌」の歌として見れば、親王の身でありながら東下して幕府の将軍として戴かれ、しかし結局は失脚して鎌倉を追われてまた京都に舞い戻った、宗尊 激動の半生の述懐ということになる。そ は、文永四年（一二六七）十一月前後に成立し 『中書王御詠』の一首として見るのと同断である。どちらの時点の作としても通用する歌であることを、家集が自撰だとすれば、宗尊自身が認識していた可能性が ろ か。
杜
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〔通釈〕
　
杜
露が消えてゆくように、死んでゆく慣らいも悲しい。全ての人の最後は老いなのであって、老曾の杜の（木々から滴り置く）下露（のように消えるだけ）なのだ。
〔参考〕
　
年積めつめば果ては老いける若菜こそ見しそのかみの形見なりけれ（千五百番歌合・春二・二二七・小侍
  
従）
六十余り老曾の森の下草にひく人なしに枯れや果てなん（洞院摂政家百首・雑・述懐・一八三六 範宗）今日までと思はぬ野辺 きりぎりす世を秋はてぬ慣らひ悲しな（明日香井集・詠五十首和歌
正治元年九月四日
・
冬・八四七）
〔類歌〕
　
誰もさぞあはれ憂き世にふる雪の 消え行く慣らひ悲しも（竹風抄・巻三・文永三年八月 五十首歌・
冬無常・五九〇）
〔語釈〕
　
○杜―『古今六帖』 （第二・山） 「もり」 。 『新撰六帖』にも。○消えてゆく―死んでゆく意。 「下露」の縁
で露が消えてなくなってゆく意が掛かる。○果ては老いその杜の―「果ては老い（あるいは「老いぞ」 ） 」から「おい（そ） 」を重ねて「老曾の杜の」へ鎖る。 「老曾の杜」は、近江国の歌枕。近江国蒲生郡（現滋賀県近江八幡市安土町東老蘇 の、奥石神社の森。
松
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『中書王御詠』注釈稿（四）
七七
〔通釈〕
　
松
高砂の松に、憂鬱の我が身を愁訴したものだろうか。そうでなくて、この世の中に知る人はないのだ。
〔本歌〕
　
誰をかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに（古今集・雑上・九〇九・興風）
〔参考〕
　
数ならで思ふ心は道もなし誰が情けにか身を愁へまし（続後撰 中 一一八三。信実集・雑・一九〇。
万代集・雑六・三六四五。秋風抄・序）
〔類歌〕
　
小塩山松に憂き身や愁へまし神代もかかる例しあらじな（竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・大原野
二六三）
〔語釈〕
　
○松―『古今六帖』 （第六・木）の「まつ」 。 『新撰六帖』にも。○高砂―播磨国加古郡の歌枕 現兵庫県高
砂市、加古川の河口の辺りか。 「松」が景物。→
76。○さらで―そうでなくての意。 「さ」は「高砂の松」を指す。
「さらで…なし」の形の先行例は、源光行の「さらでまた悟りを開く道はなしうれしかりける法の門かな」 （百詠和歌・文物・経・一六七）が目に付く。
（松）
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〔通釈〕
（松）
私の方がやはり、 （遁世が）思うにまかせないのであった。高砂の松は、いったいどうやって世を捨てることができる か。
七八
〔参考〕
　
かくしつつ世をや尽くさむ高砂の尾上に立てる松ならなくに（古今集・雑上・九〇八・読人不知）霜雪にさても年ふるそなれ松心の色は我ぞつれなき（明日香井集・詠百首和歌・雑・松・五二六）世の中につひに紅葉ぬ松よりもつれなきものは我が身なりけり（続後撰集・雑中・身を愁へてよみ侍りけ
る・一一七五・真観）
〔語釈〕
　
○高砂―→前歌。
〔補説〕
　
主旨を捉えにくい である。自分の意志からは出家遁世が叶わないけれど、 「高砂の松」ならそれはどうな
のか、と問い掛けたかのような趣に解しておく。
杉
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〔通釈〕
　
杉
私ばかりがまた他に友も無いことだ。初瀬川のほとりにあるという杉の、 それも二本ある杉よ（うらやましい） 。
〔本歌〕
　
初瀬川ふる川野辺に二本ある杉年を経てまたもあひ見む二本ある杉（古今集・旋頭歌・一〇〇九・読人不
知）
〔類歌〕
　
身の憂さのまた友もなき類かな岡辺の里の杉の一本（歌枕名寄・東海四・駿河・岡辺・五二四三・宗尊）
〔語釈〕
　
○杉―『古今六帖』 （第六・木）の「すぎ」 。 『新撰六帖』にも。○初瀬川―大和国の歌枕。笠置山地に源流
して南下し、長谷寺下を西流して奈良盆地に注ぎ 後に佐保川と合流して大和川となる。
『中書王御詠』注釈稿（四）
七九
〔補説〕
　
類歌に挙げた『歌枕名寄』の作者位署は「中務卿親王」で、宗尊のことであろう。これがまさしく宗尊の歌
であるとして、該歌と併せ見れば、一本杉は友なしであり、二本杉は友同士であるとの認識であったことが窺われる。
椎
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〔通釈〕
　
椎
はし鷹の羽が生え変わり色を変える山にあるという色を変えない椎、そのように強いてさりげなく、この世の中を慕うことであるな。
〔本歌〕
　
忘るとは恨みざらなむはし鷹のとかへる山の椎は紅葉ぢず（後撰集・雑二・一一七一・読人不知）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・椎。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・椎・二一八。
〔語釈〕
　
○椎―『古今六帖』 （第六・木）の「しひ」 （題目録には見えない） 。 『新撰六帖』にも。○はし鷹―鷂。小型
の鷹の一種。 「はし鷹の」は、 「とかへる」の枕詞とも解される。
　
○とかへるー鷹の羽毛が秋から冬にかけて生え
変わり色を変えること。元いた所に戻ることともいうが、採らない。○しひてーここまでは序詞で、 「椎」から同音の「強ひて」を起こし、 「したふ」にかかる。○つれなく世をしたふかなー「つれなき世」とあれば、理解しやすいが、 「つれなく」の場合、 「したふ」に けて解さざるをえない。そ知らぬふりをして、の意に解しておく。
八〇
〔補説〕
　
序詞「はし鷹のとかへる山にありといふ椎」が、 「強ひてつれなく世をしたふかな」の比喩でもあるとすれ
ば、色を変えない椎が宗尊自身、はし鷹の羽毛の色を変えることが様変わりする世間、ということになり、そのような世間をしかし、慕わざるをえないことの述懐か。　
歌頭の合点を白滅。
竹
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〔通釈〕
　
竹
呉竹というその名前は、そしてまた親王という名前は、呉竹の節節ならぬ世世を経て長い年月を経過してきているが、このよ に憂く辛い 呉竹 節ならぬ折節は、この身から始めるのであろうか。
〔参考〕
　
今更になに生ひ出づらむ の子の憂き節しげき世と 知らずや（古今集・雑下・物思ひける時いときなきこ
を見てよめる・九五七・躬恒）
世に経ればことの葉しげき呉竹の憂き節ごとに鶯ぞ鳴く（古今集・雑下・九五八 読人不知）ちはやぶる
　
神の御代より
　
呉竹の
　
世世にもたえず…（古今集・雑体・短歌・一〇〇二・貫之）
〔類歌〕
　
世にふればうきことしげき笹 のその名もつらき我が身なりけり 瓊玉 人人によませさせ給ひし
百首に・四六五）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・竹。
『中書王御詠』注釈稿（四）
八一
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・竹・一九二。
〔語釈〕
　
○竹―『古今六帖』 （第六・木）の「たけ」 。 『新撰六帖』にも。○呉竹のその名は―「竹」は、宗尊の身分
の親王（皇族・皇子・皇孫）の称である「竹園」を表象する。あるいは、 「竹の園」を物名風に込め掛けるか。 「竹の園」 「竹の園生」は、前漢孝文帝の子孝王が梁に封ぜられ、方三百里の苑を作って修竹苑と づけ、世人が梁の孝王 竹園と称した故事によるという（史記
･
梁孝王世家、西京雑記） 。なおまた、 「呉竹の」は、 「世世」の枕詞
でもある。類歌に挙げ 『瓊玉集』の「笹竹のその名も」と同様の措辞。 「呉竹」 呉から渡来した竹の意で、丈低く、節が多く、葉が細い。淡竹に当る。内裏 清涼殿東庭 、御溝水側の河竹と一対で北側 仁寿殿寄りに植えられていたものが有名。○よよ―「世世」に「呉竹」 「節（ふし） 」の縁で「節節（よよ） 」が掛かる。○節―折節（時節）の意に「呉竹 よ （節節） 」 縁で 節 意が掛かる。
〔補説〕
　
親王を「竹の園」で表す例を挙げれば、 『御室五十首』で、 「色かへぬ竹の園こそうれしけれやまと言の葉な
ほ常盤なり」 （御室五十首・雑・述懐・二九二・俊成）や 色かへぬ竹の園な 鶯はいく万代の春を待つらん」 （御室五十首・雑・祝・一九〇・公継）と 同五十首とその主催者の後白河院皇子守覚法親王とを言祝ぐ歌がある。
鶴
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〔通釈〕
　
沢
ああしみじみと哀れだと、これを聞く人があってくれよなあ。沈淪していく我が身というのは、葦鶴が沢に鳴い
八二
ているようであり、そのように泣く私の声を。
〔参考〕
　
昔見し雲ゐを恋ひて葦鶴の沢辺に鳴くや我が身なるらん（詞花集・雑下・四位して殿上おりて侍りけるこ
ろ、鶴鳴
レ皐さは
といふことをよめる・三五〇・公重）
〔類歌〕
　
あはれとも聞く人あらば和歌の浦の蘆辺の鶴に音をや添へまし 草庵 ・等持院贈左大臣家五首に、述
懐・一二三四）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・沢。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・沢・八〇、二句「聞く人あれや」 。
〔語釈〕
　
○鶴―『古今六帖』 （第六・鳥）の「つる」 。 『新撰六帖』にも。 『竹風抄』の「沢」も『古今六帖』 （第三・
水）の「さは」 （ 『新撰六帖』にも）題である。もし「鶴」題が原作だとすれば、 「文永三年十月五百首歌」に組み入れる際に、前に「岡」 「杜」 「野」等、後ろに「田」 園 「路」等の類縁の題の中に配置するべく改題したか。○沈みゆく―沈淪する意。 「沢」の縁で、水に「沈みゆく」意が響く。慈円（拾玉集・六七六）や定家（拾遺愚草・二七三八〈長歌〉 ）あるいは長綱（長綱百首・九五）など、新古今時代に少し作例が見える。建長五年 一二五三）四月に、時に五十六歳で散位（前権大納言正二位）の為家は、 すくひなん火水の河の横波にたちも離れず沈み行く身を」 （為家集・念
同年〈建長五年〉
四月・一五五六）と詠んでいる。→補説。○葦鶴―「葦田鶴」とも書く。鶴の
こと。鶴は葦の生える水辺にいることから。○なく―鶴が「鳴く」意 「あはれ」 沈みゆく」 「身」 縁で、 「泣く」が掛かる。
〔補説〕
　
宗尊は、文永三年（一二六六）七月に失脚して帰洛した直後の「文永三年十月五百首」 （ 『竹風抄 所収）
で、 「憂き身世に思 ぬ外の名取川いか せん 沈み行くらん」 （河・八七。→
261）あるいは「沈み行く三島の浦
『中書王御詠』注釈稿（四）
八三
の浜楸久しや袖を浪にまかせて」 （楸・二一五）と詠じる歌で、我が身が「沈みゆく」ことを嘆じている。文永三年十月時点の五百首歌に組み込まれている歌としては、 「憂き身世に思はぬ外の名取川」というように征夷大将軍の栄職に就きながらも、同年七月に突如その地位を追われ失意にうちに帰洛した心情 表出と解することができる。しかし、それ以前の将軍在任中でも、 「沈みゆく今こそ思へ昔せし我がかねごとははかなかりけり」 （柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八四一。中書王御詠・雑・述懐・二九五）と詠じていたのであ 。そもそも、右の「憂き身世に思はぬほかの名取川」歌は、 『中書王御詠』 （雑・二六一）では該歌と同じく「六帖の題の歌に」の同題（ 「川」 ）の一首であった。この「六帖の題の 」が、文永二年（一 六 九月の宗尊主催の 題歌会の歌であるとすれば（→
98） 、宗尊が将軍在任中も失脚後も長きに渡り、身の沈淪を嘆じる意識を持っていた
らしいことは認めてよい であろう。 お、
98語釈に、この九月の六帖題歌会の催行を文永二～三年（一二六五～
六）とする推定を記したが、宗尊は文永三年（一二 六）七月 は失脚し帰洛す ので、当然 文永二年（一二六五）のことを推定しなければならない。　
類歌に挙げた頓阿の一首は、該歌の影響下にある可能性もあろうが、それは、 『竹風抄』の流布や、頓阿の宗尊
詠享受の問題を広く検証する中で見定め ていくべきであろう。
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〔通釈〕
　
雉
八四
御狩野の草枯れたところにいる雉は、いったいどこに寿命を待つ間の身を隠すのだろうか。そのように自分は、いったいどこに身を隠そうか。
〔本歌〕
　
ありはてぬ命待つ間のほどばかり憂き事しげく思はずもがな（古今集・雑下・九六五・貞文）萩原も霜枯れにけりみ狩野はあさるきぎすの隠れなきまで（後拾遺集・冬 三九五・長済）
〔参考〕
　
身を隠すかたなきものは我ならでまたは焼け野 きぎすなりけり（万代 雑一・二七六一・赤染衛門。赤
染衛門集・つとめてかへるに雉の隠れ所もなきを見て・四八九）
霜枯れの野田の草根に伏す鴫 なにの陰にか身をも隠さん（新撰六帖・第六・しぎ・二五九七・為家。現存
六帖・しぎ・八四八）
み狩野はきじの隠れの程だにも残る草なく霜枯れ けり（百首歌合
建長八年
・冬・八七二・行家）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・雉。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・雉・二三四。
〔語釈〕
　
○雉―『古今六帖』 （第二・ ） 「きじ」 。 『新撰六帖』にも。一般の歌語としては「きぎす」とも。○枯
生―草の枯れたところ。為家の「霜さやぐ枯生の蘆のよを寒みあらはに氷る混陽の池水」 （為家一夜百首・冬・池氷・五七）と「浅茅原枯生の小野 草の上にまじる色なく積もる白雪」 （院御歌合
宝治元年
・野外雪・一五六） 、
 その
子為氏の「浅緑このめ春雨ふるなへに枯生 小野ぞ色まさり行く」 （宝治百首・春・春雨・三四三）が先行例で、その後用例が散見する比較的新奇な詞。
『中書王御詠』注釈稿（四）
八五
雑の歌の中に
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〔通釈〕
　
雑の歌の中で
住吉の松ではないが待つこともなくて、この憂く辛い世に住み、 （あの古歌とは反対に）住吉の岸ならぬ来し方をばかり、偲ぶこの頃である だ 。
〔本歌〕
　
忘れ草つみて帰らむ住吉のきし方の世は思ひ出でもなし（後拾遺集・雑四・住吉に参りてよみ侍りける・
一〇六六・平棟仲）
〔参考〕
　
世の中をすみよしとしも思はぬに待つことなしに我が身経ま や（敦忠 七二）時鳥鳴く音ならでは世の中に待つこともなき我が身なりけり（詞花集・夏・五六・忠兼）
〔類歌〕
　
待つことのなきにつけても住吉 きし方 みぞ思ひやらるる（閑谷集・しづかなる所にて、何となく過ぎに
し方など思ひ出でられて・二四五）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・岸。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・岸・八八。
〔語釈〕
　
○まつ―「待つ」に「住吉」 「きし」の縁で「松」が掛かる。 「住吉のきしもせざらんものゆゑにねたくや人
にまつといはれむ」 （拾遺集・神楽歌・ある人のいはく、住吉明神の託宣とぞ・五八七）等に学ぶか。○憂き世に住吉のきし方をのみ―「すみ」を掛詞に「憂き世に住み」から「住吉の」へ鎖り、さらに「きし」を掛詞に「住吉の岸」から「来し方をのみ へ鎖る。 「住吉」は、摂津国の歌枕。現在の大阪市住吉区付近で、住吉大社がある。
八六
創祀時は海に臨んでいたと思しく、岸の神木の松が景物となる。
〔補説〕
　
将来に待望することもなく、鎌倉に将軍として在った往昔をのみ回想するとの趣旨か。
　
歌頭の合点を白滅。
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
ああ、私が憂き目を見た心のつらさは、浮海布を御津の浦で焼く、その藻塩が塩辛いように、これが憂く辛い世の中なのか。
〔本歌〕
　
我を君なにはの浦にありしかばうきめをみつのあまとなりにき（古今集・雑下・九七三・読人不知）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・浦。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・浦・九六。
〔語釈〕
　
○うきめをみつのうらに焼く―「憂き目を見つの憂」に「浮海布（浮き藻）を御津の浦に焼く」が掛かる。
あるいは「うら」に心の意味が掛かるか。 「御津」は、官船の出入りする重要な港の尊称。ここは本歌から、摂津国西成郡の御津。現在の大阪市中央区三津寺町付近に比定される。 「大伴の御津」とも。○藻塩のからき世 中―「藻塩の辛き」から「辛き世の中」を起こす。
『中書王御詠』注釈稿（四）
八七
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
差し満ちる潮が高い高師の浜の波に寄せ来る浮海布、それならぬ憂き目つらい目を見るのは、この我が身なのであったな。
〔参考〕
　
沖つ潮高師の海の夕霞いつか浜名の橋も見ゆらん（長方集・橋上霞・七）あはれあはれかかるうきめをみるみるは何とて誰も世にまぎるらん（聞書集・地獄絵を見て・一九九）
〔語釈〕
　
○差す潮の高師の浜―「差す潮の高し」から「たかし」を掛詞に歌枕「高師の浜」へ鎖る。 「高師の浜」
は、一般には和泉国大鳥郡（現大阪府堺市浜寺から高石市に至る）の海浜で、白砂青松であったという地を言う。「沖つ波高師の浜の浜松の名にこそ君を待ち渡りつれ」 （古今集・雑上・九一六・貫之） 。一方で、京都と鎌倉を往還した宗尊であれば、三河国渥美郡（現愛知県豊橋市）の海浜を言ったとも考えられる。これは『更級日記』に、「それよりかみは、ゐ はなといふ坂の、えも言はずわびしきを上りぬれば、三河の国の高師の浜といふ」とある所。参考の長方詠の「高師の海」は、 「いつか浜名の橋も見ゆらん」とあるので、三川国の所名を言ったと見てよい。○波に寄るうきめを見る―「波に寄る」までは序詞で、 「浮海布（浮き藻） 」と 掛詞 「憂き目」を起こし、「憂き目を見るは」へ続く。 「見る」は「潮」 「浜」 「うきめ（浮海布） 」の縁で「海松」 （海藻）が響くか。
八八
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
難波潟の刈って積む葦の束、そしてその葦の節
ふし
と節
よ
、それではないが、束の間も憂く辛くない折節はないこの世
なのであった。
〔本歌〕
　
難波潟刈り積む葦の葦筒のひとへも君を我や隔つる（後撰集・恋二・六二五・兼輔。五代集歌枕・なにはが
た
　
摂津・一五七九）
〔影響〕
　
恨みたたば憂からぬ節や稀ならんおしこめてこそ過ごす心に 伏見院御集・恨恋・一六九六）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八二六。
〔語釈〕
　
○難波潟―摂津国の歌枕。現大阪府淀川河口付近の浅い海。○刈り積む葦の束の間も―「刈り積む葦の」が
序詞のように働き「束」 （たばねた物の単位）を起こして「束の間も」へ続く。○節―折節、時節の意。 「葦」の縁で葦の節 意が掛かる。○世―世間あるいは人生の意。 「葦」 「節（ふし） 」の縁で「節（よ） 」が掛かる。
〔補説〕
　「憂からぬ節」は作例希少なので、伏見院の歌を影響歌と見て挙げておく。（雑の歌の中に）
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『中書王御詠』注釈稿（四）
八九
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
今は私は、曳く人もない捨て舟で、引き導いてくれる人もなく、その捨て舟があわれなことにどのような江にか沈みゆくように、ああ、どのような因縁で世の中に沈むのだろうか。
〔参考〕
　
この世だに月待つほどは苦しきにあはれいかなる闇にまどはむ（詞花集・雑下・三六〇・顕仲女）最上川
　
瀬瀬の岩角
　
湧きかへり…いはではえこそ
　
なぎさなる
　
片割れ舟の
　
埋もれて
　
引く人もなき
　
嘆きすと
　
浪の立ちゐに
　
仰げども…（千載集・雑下・一一六〇・俊頼。堀河百首・雑・一五七六）
潮たるる海人の捨て舟うきながら引く人なしに年を積むかな（宝治百首・雑・浦船・三五三三・有教）引きたつ 人もなぎさに年積もる身は捨て舟の綱手かなしも（百首歌合
建長八年
・一五〇一・雑・経家）
憂き身世に立ちこそめぐれ捨て舟の引く人もな と何恨みけん（白河殿七百首・雑・寄舟述懐・六八九 経
任）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・船。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・船・一八九。
〔語釈〕
　
○今は我―『万葉集』 （旧訓）以来の措辞。文永三年（一二六六）七月の帰洛後の作を収める『竹風抄』で
は八首に用いられている（一八九＝中書王御詠・
277、二三六、二四二、三三二、四八三、九五九、九七八、
九八二） 。 『中書王御詠』には他に「今は我沈み果てぬと思ふ世にやすく浮かぶ涙なりけり」 （雑・述歌意・二九三）がある。これも身の沈淪を嘆いていて、失脚後の作であろうか。宗尊の「今は我」は特に、自己の不遇な現在を意識する傾きがあると見てよいであろう。○引く人もなき―舟を曳航する人もないの意に、自分を導く人、あるいはひいきにして引き上げる人もな の意が掛かる。前者は後者の比喩でもあ 。○えに―「江に」 「縁に」を掛け
九〇
る。これも、前者が後者の比喩ともなっている。
〔補説〕
　「捨て舟」を「引く人」がないことを、身の沈淪によそえて詠むことは、参考に挙げた俊頼の長歌が早いよ
うだが、 『宝治百首』以下の三首に見るように、鎌倉中後期に少しく行われたらしい。為家は、 「文永八年四月廿八日当座百首」 （雑・浦舟）で、参考 経家詠に刺激されてか、 「引きたつる人やはあらん和歌の浦に沈みはてぬる海人の捨て舟」 （為家集 一九八三）と詠んでい し、雅有も、 「難波江や海人の捨て船いたづらに引く人なくて身ぞ沈みぬる」 （隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・雑・二五一六）や「稲舟のいまただ一瀬のぼりかね引く人もなき身
を嘆くかな」 （雅有集・堀河院後百首題をよみ侍りしに・雑・船・六三一）を残している。宗尊は、こういった流行にも敏感であったのかもしれない。
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
この世の中そして私の境遇は、吹く風にまかせて行く舟がどこを最後の碇泊地とするともないように、どこを終の棲家とするともないのだ。
〔本歌〕
　
いかにせん身をうき舟の荷を重みつひの泊まりやいづくなるらん（新古今集・雑下・一七〇六・増賀上人。「いづく」は伝為相本等「いづこ」 ）
〔参考〕
　
世の中を何にたとへむ吹く風に泊まり定めぬ海人の釣 舟（能宣集・二四八）
『中書王御詠』注釈稿（四）
九一
今よりは風にまかせむ桜花散る木の本に君とまりけり（後撰集・春下・一〇五・読人不知）浪騒ぐ風にまかせて行く舟のほかげに見ゆる楫取りや誰（赤染衛門集・京極殿の池に篝火灯して、人人小舟
に乗りて遊ぶ、蔵人為資が楫取りしたるにやる・一一九）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八二二。
〔語釈〕
　
○世の中―世間の意に自らの境遇の意を重ねるか。○つひの泊まり―舟が最 に行く碇泊地。人の最終的な
定住の地の比喩。舟の母港、人の故郷の趣意があろう。
〔補説〕
　
建長四年（一二五二）四月一日に十一歳で京都から関東に下着して十三年を経た文永二年（一二六五）閏四
月の時点でも、自らの本拠が定めのないことを慨嘆する趣がある。世に流浪する感覚は、文永三年（一二六六）七月に将軍を失脚して失意 中に帰洛する以前から、宗尊の中にあったこと なる。
（雑の歌の中に）
279　
皆みな
人のなべて身に添
そ
ふ思
おも
ひ草
くさ
憂う
き世の
・
中に種
たね
やまきけん
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
全ての人が総じてその身に付き添う「思ひ草」のような物思いの種よ。憂く辛いこの世の中に、その種をまいたというわけなのだろうか。
〔参考〕
　
皆人のなべてかざせば葵草いづれをそれのしるしとか見む（清正集 八六）
九二
人知れぬ憂き身に茂き思ひ草思へば君ぞ種はまきける（新勅撰集・恋二・七七四・隆房。隆房集・一。艶
詞・一、初二句「人知れず憂き身に茂る」 ）
ほに出づる尾花がもとの思ひ草誰が心より種をまきけん（春日若宮社歌合
寛元四年十二月
・恋・三四・尊家）
〔語釈〕
　
○思ひ草―はまうつぼ科の寄生草本。物思いの の意の比喩。 「種」の縁語。○けん―過去の原因推量に解
する。過去の伝聞に解せば、結句は「種をまいたというのか」といった意味になる。
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
時節を区別しない時雨と見えて降るものは、世を侘びしく経る人の涙なのであったな。
　
ただ侘び人（の歌）を
見るべきだ。
〔本歌〕
　
天雲の晴るる世もなくふるものは袖のみ濡るる涙なりけり（後撰集・恋四・八一四・読人不知）
〔参考〕
　
時分かぬ袖の時雨に秋そひていかばかりなる色とかは知る（建礼門院右京大夫集・五五 中宮 御かたにさ
ぶらふ人）
神な月紅葉ふるさと荒れにけり時雨と見えて袂濡るれば（安法法師集・西 京にて・六二）新しき年ともいはずふるものはふ ぬる人の涙なりけり（源氏物語・葵・一三二・大宮）世にふるに ほふるものは神な月老いの袂の時雨なりけり（為家五社百首・冬 時雨 三九九 北野）
『中書王御詠』注釈稿（四）
九三
〔語釈〕
　
○ふる―「降る」に「世」 「侘び人」の縁で「経る」が掛かる。
〔補説〕
　
参考の『源氏物語』歌は、物の怪に憑かれて夕霧を出生した後に急逝した葵上を悼む母大宮の歌。
　
下欄に「ただわび人、見るべし」を墨滅。これは、 「神な月時雨に濡るる紅葉葉はただ侘び人の袂なりけり」 （古
今集・哀傷・母が思ひにてよめる・八四〇）があることを認識すべきだと指示しつつ、その必要はないと思い返したか。
（雑の歌の中に）
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〔通釈〕
（雑の歌の中で）
干したいものだな。それにしても、我が身の濡れ衣よ その絞っても絞りきれないでいる袖の涙を。
〔参考〕
　
干さばやなしのをりかけて干す衣清水の宮の流れ絶えせで（江帥集・雑・しみづでら ろむ・三〇二。和歌
童蒙抄・五二八。袖中抄・二〇二。六百番陳状・二一四）
おのづから ても我が身のすぎやりどをりをり弱き世をいかに む 新撰六帖・第六・すぎ・二四三四・信
実）
同じくは重ねて絞れ濡れ衣さても干 べき無き名ならじを（千載集・恋一・女の無き名立つよし恨み 侍り
ければ遣はしける・六九五・隆房。月詣集・恋中・四八四、結句「思ひならぬに」 ）
菅原や伏見に結ぶささ枕ひとよの露も絞りかねつる（秋篠月清集・南海漁父百首・羈旅・五六六）
九四
〔影響〕
　
干さばやな秋の萩原今朝立ちて片敷くままの袖の花ずり（宗良親王千首・秋・行路萩・三三九）
〔語釈〕
　
○絞りかねたる―「絞りかぬ」は、 「問はばやと思ひたつより藤衣我が袖をこそ絞りかねつれ」 （月詣集・哀
傷・九七〇・実玄）が早い例か。参考の良経詠の他に、長明も「忍ばずよ絞りかねぬと語れ人物思ふ袖の朽ち果てぬ間に」 （三体和歌・恋・四一。無名抄・四四）と詠んでいる。
（雑の歌の中に）
282　
返かへ
しても
涙なみた
のほかの玉
たま
は見ず夜
よ
半は
の
衣ころも
の恨
うら
めしの身や
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
（あの古歌のように、 ）たとえ夜の衣を裏返して着ても、恋しい人どころか、仏性を具えていることを示す玉も、涙の玉以外の玉は見えないよ。この夜半の衣の裏は、その裏ならぬ、恨めしいだけのこの身なのだ。
〔本歌〕
　
いとせめて恋しき時はむば玉の夜の衣を返してぞ着る（古今集・恋二・五五四・小町）
〔参考〕
　
引きかけて涙を人につつむまに裏や朽ちなむ夜半の衣は（千載集・恋三・八一四・実定）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・玉。
〔他出〕
　
竹風抄・文永三年十月五百首歌・玉・一六八、結句「恨めしの世 」 。
〔語釈〕
　
○夜半の衣の恨めしの身や―「夜半の衣の裏」から「うら」を掛詞に「恨めしの身や」へ鎖る。 『竹風抄』
の「世」は、雑歌ならば人生あるいは世間の意、恋歌ならば二人の仲の意となる。
〔補説〕
　
恋歌とすれば、歌末が「身や」にせよ 世や」にせよ、 『古今集』歌の本歌取として、分かり易い歌であ
『中書王御詠』注釈稿（四）
九五
る。歌末を「世や」で一首を解釈しておけば、 「あの古歌のように、たとえ夜の衣を裏返して着ても、恋しい人どころか、涙の玉以外の玉は見えないよ。この夜半の衣の裏は、その裏ならぬ、恨めしいだけの恋の仲だ。 」といった意味になろう。しかし、この『中書王御詠』のように、雑歌であるならば 「衣」の「裏」 「玉」 、即ち法華七喩の一の「衣裏繫玉」 （ 「衣裏明珠」とも）の譬喩が、意識されてい と見る必要がある ではないか。 「衣裏繋玉」は、本来既に仏性を得ていながらそれを悟らず、仏 導きで初めて悟ること 譬えで、昔、二乗の人が大通知勝仏から大乗の種因を得ながらも無明ゆえに悟らず、 『法華経』を聞き初めて悟った いうことから、 『法華経』を無価（この上なく貴重である）の宝珠に譬えていうものである。本歌と共にこれを踏まえていると見て解釈した。参考までに、衣裏繋玉を言う『法華経』 （五百弟子受記品第八）の一節を読み下しで挙げておく。
　
世尊よ、譬へば、人有りて、親友の家に至りて、酒に酔ひて臥せるが如し。是の時、親友は官
おほやけ
の事ありて当
に行くべかりしかば、無価の宝珠を以て、其の衣の裏に繋け、之を与えて去れり。其の人、酔ひ臥して、都て覚知せず、起き已りて、遊行して他国に至り 衣食の為の故に、勤
つとめ
力て求
もとむ
索ること、甚だ大いに艱難し、若し
少しく得る所有れば、便ち以て足れりと為せり。後に於て、親友は
会たまたまあひ
遇
てこれを見、是の言を作す。 「拙（原
文口偏）かな、丈
おのこ
夫よ、何んぞ、衣食の為に、乃ち、是の如くなるに至れるや。我昔、汝をして安楽なること
を得て、五欲に自ら恣ならしめんと欲して、某の年日月に於て、無価の宝珠を以て汝の衣の裏に繋けしなり。今、
故なほ
、現に在り。而るを汝は知らずして、勤苦し憂悩し、以て自活することを求む。甚だこれ
癡おろか
なり。汝
は今、此の宝を以て、
須もとむ
る所に貿
かへ
易るべし。常に意の如くにして、乏しく
短たらざ
る所無からしむべし」と。仏も
亦、是の如し。 （岩波文庫本により、表記は改める）
九六
（雑の歌の中に）
283　
夜な夜
〳〵なの
涙なみた
に浮
う
かぶ
枕まくら
こそ身のうきほども知
し
らば知
し
るらめ
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
毎夜ごとに流す涙に浮かぶ枕こそは、この身の浮きならぬ憂き様子も、知っているとするならば知っているだろう。
〔本歌〕
　
枕のみ浮くと思ひし涙河今は我が身の沈むなりけり（新古今集・恋五・一三五七・是則）影をのみ たらし川のつれなきに身のうきほどぞいとど知らるる（源氏物語・葵・一〇九・六条御息所）我が恋 人知るらめやしきたへの枕のみこそ知らば知るらめ 古今集・恋一・五〇四・読人不知）
〔参考〕
　
夜な夜なの涙しなくは苔衣秋置く露 ほども見てまし（弘長百首・秋・露 二三五・為家）身は沈み涙に浮かぶ枕こそ我がものからにうらやまれけれ（玉吟集・詠百首和歌
文治三年十一月日
・恋・
一七三）
〔語釈〕
　
○うき―「憂き」に「浮かぶ」の縁で「浮き」が掛かる。
〔補説〕
　
三首の本歌取と見たが、一首目 「枕のみ」を本歌としない見方もあり得るであろう。二首目の『源氏物
語』歌は、葵上と六条御息所の所謂車争いの中で、光源氏や伴の者共が葵上の車に配慮しながら通るので、 「おしけたれたる有様で、こよなう思さる」六条御息所が詠んだ歌。 「影」は光源氏 姿で、 「みたらし川」に「見」が掛かる。　
歌頭の合点を白滅。
『中書王御詠』注釈稿（四）
九七
（雑の歌の中に）
284　
くるしくも賤
しつ
が絓
しけ
糸いと
手て
に掛
か
けてへ難
かた
き世
よ
とは今
いま
ぞ知
し
りぬる
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
糸を繰るではないが、苦しいことにも、賤の粗末で弱い絓糸を手に掛けて綜難いように、経難く過ごすことが困難なこの世だと 、今やっと分かったのだ。
〔参考〕
　
我が恋は賤のしけ糸すぢ弱み絶え間は多くくるは少なし（金葉集・恋下・五一四・顕国）花見にも行くべきものを青柳のいと手にかけて今日 暮ら つ（貫之集・延喜十五年の春斎院の御屏風の和
歌・女柳の枝をひかへてたてり・四八。古今六帖・第六・やなぎ・四一六四）
かくばかり経がたく見ゆる世 中にうらやましくもすめる月かな（拾遺集・雑上 四三五・高光）うばたまの夜の衣を ちながらかへる物とは今ぞ知りぬる（新古今集・恋三・一一七五・実頼）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・糸。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・糸・一七九。
〔語釈〕
　
○くるしくも―「苦しくも」 、 「しけ糸」 「手」 「掛け」 「へ（綜） 」の縁で、 （糸を） 「繰る」が掛かる。○
絓糸―繭の上皮（表面部分）で紡いだ質の悪い絹糸。弱く切れやすい。○手に掛けて―糸を手に引っ掛ける意に、思い通りにしての意を掛ける。○へがたき―「綜難き」 （縦糸を伸ばして機に掛けることが難しい）に「経難き」が掛かる。
九八
（雑の歌の中に）
285　
あはれにも倭
しつ
文の苧
をたまき
環ありし世
よ
を身の盛
さか
りとて偲
しの
ぶ頃
ころ
かな
〔通釈〕
（雑の歌の中で）
しみじみと哀れにも、倭文の苧環のように（繰り返し） 、以前の世を我が身の盛りの時として偲ぶこの頃であることだな。
〔本歌〕
　
いにしへの倭文の苧環いやしきもよきも盛りはありしものなり（古今集・雑上・八八八・読人不知）
〔参考〕
　
あまごろもかはれる身にやあり 世の形見に袖をかけて偲ばん（源氏物語・手習・七九四・浮舟）
〔語釈〕
　
○倭文の苧環―「倭文」は日本古来の織物の一種。それを織るのに用いる「苧環」は、紡いだ麻糸を中がう
つろになるように球状に巻いたもの。本歌では「いやしき」の枕詞とされるが、ここは、 「倭文」が古いものであることから「いにしへの」を冠する本歌を承けて、 「あ り世」を起こす序のように働く。また、 「いにしへ 倭文の苧環繰り返し昔を今になすよしもがな」 （伊勢物語・二十三段・男）を意識して、 「繰り返し」の意味を言外に表すか。
愁うれ
へに沈
しつ
みにし頃
ころ
、人の許
もと
へ言
い
ひ遣
つか
はし侍り
・
し
286　
沈しつ
む身を問
と
へかし人のあはれとも情
なさ
けはかか
ゝ
る折
おり
にこそ知
し
れ
〔本文〕
　
○遣はし侍りし―底本「つかはしける」の「ける」に「侍し」 （ 「し」は後補か）を上書きか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
九九
〔通釈〕
　
愁えに沈んでしまっていた頃、人の許へ言いやりました（歌）
この沈淪する身を哀れだと、あなたが問い尋ねてくれよ。人の情けは、このような折にこそ分かるのだ。
〔参考〕
　
跡絶えて知られぬほどの山路かは問へかし人の情けばか に（正治初度百首・山家・九九二・季経）おのづから問へかし人の情けあらば我が独り寝の床のさ筵（顕氏集・日吉社歌合 寄莚待恋・一六一）
〔語釈〕
　
○愁へに沈みにし頃―文永三年（一二六六）七月に将軍を更迭され、妻子とも別れて失意の中に帰洛した頃
を言うか。○沈む身を問へかし人のあはれとも―「沈む身をあはれとも人の問へかし」あるいは「沈む身をあはれとも問へかし人の」の倒置と見る。 「人の」は、あなたがの意で「問へかし」にかかり、人のの意で次句の「情けは」にかかる 。
（愁へに沈みにし頃、人の許へ言ひ遣はし侍りし）
287　
嘆なけ
くとも人に語
かた
るなそれもまた世
よ
を恨
うら
むるになりもこそすれ
〔通釈〕
（愁えに沈んでしまっていた頃、人の許へ言いやりました
（歌）
）
私が嘆いていると、他の人に語ってくれるな。それもまた、私が世を恨むことに りもするのだ。
〔参考〕
　
恨むべき人はなければ大方に頼めば世をとうち嘆きつつ（千五百番歌合・雑二・二九六三・兼宗）何ゆゑと嘆くあまりに恨むらん忘られぬさへ人の咎かは（新撰六帖・第五・わすれず・一五〇二・為家）なべて世を嘆きやはする年経れど心の見え 身 恨みつつ（続後 集・雑中・一一九六 良実。万代集・雑
六・三六〇三）
一〇〇
〔語釈〕
　
○嘆くとも―「も」は強意。○人に語るな―「名にめでて折れるばかりぞ女郎花我落ちにきと人に語るな」
（古今集・秋上・二二六・遍昭）が原拠。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月の失脚して帰洛した頃の嘆きを詠じたのであろう。宗尊は鎌倉に将軍として在っ
た時には、 「嘆きてもおのが心と朽ちぬ世を誰におほせてなほ恨むらん」 （瓊玉集・雑下・述懐廿首御歌に・四七一）と「世を恨む」ことを嘆じていたが、失脚して帰洛した直後にはむしろ、 「かかりける報ひもおのがつらさにて身をこそ嘆け世をば恨みず」 （竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・不恨・一六四）と「世を恨みず」と断じている。該歌 これに類似した心境の吐露であろう。自身を「嘆く」としても世間を 恨む」ことはするまいという、諦観にも通じる矜恃なのであろうが、必ずしも宗尊 特有のことではなく、参考に挙げたような「嘆」くと「恨」むを対立的に詠む歌の型の一つ して見るべき か。
述懐
288　
身を憂
う
きになし果
は
てて
ゝ
こそ思
おも
ひ知
し
れ人の情
なさ
けはなき世
よ
なりけり
〔通釈〕
　
述懐
この身をすっかり辛い悲しいものにしてしまってこそ思い知るのだ。人の情けなどは無いこの世の中なのであった。
〔参考〕
　
さのみやは我が身の憂きになし果てて人のつらさを恨みざるべき（金葉集・恋下・人を恨みてよめる・
四五五・源盛経母）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一〇一
嘆かるる身の憂き咎の上にこそ人の情けは思ひ知らるれ（為家集・雑・同〔建長〕五十一・一四六九）
〔類歌〕
　
言の葉の人の情けの偽りも身の憂きにこそなき世なりけれ（続門葉集・恋・恋歌とてよめる・五六 ・道
恵）
〔語釈〕
　
○人の情け―宗尊は『瓊玉集』では、男女の間の愛情（三八七）や歌人の和歌の風情（四五八）と言った意
味にも用いているが、ここは、 「捨つとても憂き身一つは惜しからず人の情けに思ひ侘びぬる」 （瓊玉集・雑下・四八〇）と同じく、参考の為家歌と同様に思いやりや情愛といった今日の意味に近いか。
〔補説〕
　
290と同工異曲。
（述懐）
289　
憂う
き世ぞと言
い
ふもまことの慣
な
らひにて今
いま
は我が
・
身に言
こと
の葉
は
ぞなき
〔通釈〕
（述懐）
憂く辛い世の中だと言うのも真実確かな決まりごとであって、今はこの我が身に（それを敢えて言うべき）言葉もないよ。
〔参考〕
　
憂き世ぞと人は言へどもえぞ知らぬさもあらぬ折の慣らひなければ（殷富門院大輔集・述懐の心を・
一九〇）
あらはれて袖の上行く名取川今は我が身に堰くかたもなし（拾遺愚草・内大臣家百首
建保三年九月十三夜講
・恋
廿五首
寄名所
・一一六二。続古今集・恋三・一二〇〇・定家。秋風集・恋中・八四七。 ）
一〇二
秋風に置き所なき白露の我が身ふりゆく言の葉ぞなき（道助法親王家五十首・恋・寄露恋・八六九・範宗。
範宗集・六二八）
〔補説〕
　
291と同工異曲。
（述懐）
290　
かか
ゝ
る身
み
を誰
たれ
かあはれと言
い
ひもせん世
よ
に
従したか
はぬ人しなければ
〔通釈〕
（述懐）
このような（不遇の）我が身を、いったい誰が可哀想だと言いもしようか。 （私のように）世間に従わない人などいないので。
〔参考〕
　
身をつみて誰かあはれと思ふべき我ばかり憂き人しなければ（月詣集・雑下・八三六・平行盛）しばしだに誰かあはれといはしろのまつ行く末も知らぬ我が身は 為家千首・雑 九八四）おのづからまことを知れる人までも世に従ふを世の慣らひにて（拾玉集・五二六七・隆寛）我はまだ思ひも分かぬ思ひかな世に従ふを世の慣らひと （拾玉集・五二七七〔右の返歌〕 ）
〔語釈〕
　
○世に従はぬ―世の中の大勢や時流に追随しない。作例希少の措辞。
305にも。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月に将軍を更迭されて帰洛した後の述懐であろうか。その時の宗尊は、自己を「世
に従はぬ」者であり、それ故に沈淪し不遇であると認識していたのであろうか。この歌と同じ「述懐」歌群の中に、 「捨てらるる身をあり顔に惜しむこそ世に従はぬ心なりけれ」 （
305）ともある。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一〇三
　
参考の行盛詠に、仕立て方も趣意も似通う。行盛は都落ちした後、壇ノ浦に入水する。宗尊が心を寄せても不思
議はない。　
288と同工異曲。（述懐）
291　
大おほかた
方の慣
な
らひに憂
う
しと言
い
ひし世
よ
の今
いま
は我が
・
身に限
かき
りぬるかな
〔通釈〕
（述懐）
一般の慣らいとして憂く辛いと言っていた世の中が、今は（世の中が憂く辛いと言うのは）この我が身だけ 限ってしまうことであるな。
〔参考〕
　
大方の秋来るからに我が身こそ悲しき物と思ひ知りぬれ（古今集・秋上・二八五・読人不知）大方の我が身一つの憂きからになべての世をも恨みつるかな 拾遺 恋五 九五三 貫之）世の中は昔よりやは憂 りけむ我が身一つ ためになれるか（古今集・秋下・九四八・読人不知たらちねの親に別れしみなしごの憂きは我が身に限りけるかな（万代集・雑六・三六六五 良守）
〔類歌〕
　
なほざりにこれや限りと言ひしよの辛きまことになりにけるかな（柳葉集・巻四・ 〔文永元年六月十七日庚
申百番自歌合〕 ・被忘恋・五二六。瓊玉集・恋下・四〇三。続古今集・恋四・一二七八・宗尊）
〔補説〕
　
世の中の憂鬱が自分一人 ことになったと思いなされると 述懐。
289と同工異曲。
一〇四
（述懐）
292　
いつまでかさりともと世
よ
を頼
たの
みけん思ひ
・
弱よは
れる身の愁
うれ
へかな
〔通釈〕
（述懐）
いったいいつまで、そうは言ってもやはりと、世の中を頼みとしたのだろうか。 （今はそれも頼みにできず）気持ちが弱って るこの身の愁えであることだな。
〔参考〕
　
いつまでか知らで契りを頼みけむ馴るるぞ人の別れなりける（万代集・恋三・二二五二・公猷）さりともとは なく世をも頼むかなあるべきほどは見ゆる我が身に（万代集・雑六・三六一九・源師光。治
承三十六人歌合・述懐・二八六。師光集・述懐十首中に・一〇一）
つれなさの例しに引かん梓弓思ひ弱らぬ心強さを（万代集・恋二・二〇四〇・源家長。光明峰寺摂政家歌
合・寄弓恋・五七）
秋をあきと思ひ知りぬる心より深くなり行く身の愁へかな（拾玉集・百番歌合・一七七五 慈円）
〔影響〕
　
いつまでかあらばあふ世を頼みけん恋ひ死なぬ身と嘆く頃かな 隣女 巻四
自文永九年至建治三年
・巻四・
恋・不遇恋・二三〇三）
〔語釈〕
　
○さりともと―そうは言ってもと、いくらなんでもと。○思ひ弱れ ―気持ちが萎え 、くじける。和歌で
は、西行の「恋しさや思ひ弱るとながむればいとど心をくだく月影」 （山家集・恋・六四六）が早く、良経の「寂しさや思ひ弱ると月見れば心の空ぞ秋深くなる」 （秋篠月清集・花月百首・月・七五）や顕昭の「入相の音につけては待たれしを寝よ の鐘に思ひ弱りぬ」 （六百番歌合・恋上・待恋・六八五）が続く。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一〇五
（述懐）
293　
今は我沈
しつ
み果
は
てぬと思
おも
ふ世にやすく浮
う
かぶは
涙なみた
なりけり
〔本文〕
　
○我―底本は「我
われ
」とあり。 「わが」と区別しようとする措置か。
〔通釈〕
（述懐）
今は私は、涙の中に沈むように沈淪しきっていると思うこの世の中で、身が浮かび上がるのではなく、たやすく浮かぶのはなみだなのであったな。
〔参考〕
　
君をだに浮かべてしかな涙川沈むなかにも淵瀬ありやと（後拾遺集・雑三・九八四・藤原元真）我は沈み涙 ぶ枕こそ我がものながら悔やまれにけれ（壬二集・百首
文治三年十一月
・恋・九七三）
〔影響〕
　
和歌の浦に沈み果てぬる身を知らで袖に浮かぶは涙なりけ （隣女集・巻三
自文永七年至同八年
・雑・述懐・
一六五五）
〔語釈〕
　
○今は我―→
277。○沈み―沈淪する意。 「浮かぶ」 「涙」の縁で大量の涙の中に沈む意が掛かる。○浮かぶ―
涙が目に現れる、涙を目に浮かべる意。 「我」 「沈み」 「世」の縁で、我が身が世に浮かび顕れて栄える意が掛かる。
〔補説〕
　「涙」をめぐって「浮」き「沈」みを言う場合、西行の「かかりける涙に沈む身の憂さを君ならでまた誰か
浮かべん」 （山家集・雑・一一三九）や慈円の「かくしつつ恋の涙に沈む身は後の世とても浮かびしもせじ」 （拾玉集・百首・恋・三九一）や家隆の「みるめなき涙の底に沈む身を法の海にも浮かべてしかな」 （壬二集・殷富門院大輔百首・寄法文恋五首・弘誓深如海・ 〇〇）等のように、 「涙」に「沈」むことを言い、その対照で身の「浮」かぶことの悲観や願望を言うのが一つの型であ 。参考の家隆詠も、その型を出る のではない。その意味で、
一〇六
「やすく浮かぶは涙なりけり」は新しい感覚の措辞である。
（述懐）
294　
いにしへもありきやいかにかくばかり
過あやま
たぬ身の沈
しつ
む例
ため
しは
〔通釈〕
（述懐）
過ぎし昔もあったのか、どうか。これほど過失のない身が沈淪する例は。
〔参考〕
　
いにしへにありきあらずは知らねども千歳の例し君に始めむ（古今集・賀・三五三・素性）曇りなき星の光をあふぎても過たぬ身をなほぞ疑ふ（新勅撰集・雑二・嘆くこと侍りける時、述懐歌・
一二〇三・良経。秋篠月清集・西洞隠士百首・雑・六九二）
あはれまた五十の冬もくれはとり過たぬ身の老いをかこてば（道助法親王家五十首・冬・惜歳暮・八二二
保季）
〔影響〕
　
三代過ぎて沈む例しもあるもの 我ひ と 何嘆くらん（隣女集・巻三
自文永七年至同八年
・雑・嘆くこと侍
る人のもとへ申しつかはし侍りし・一六六三）
〔語釈〕
　
○過たぬ身―間違っていない自分自身 意。参考の良経歌は、建久七年（一一九六）一一月二五日に良経の
父兼実が関白を罷免され、翌日叔父の慈円が天台座主を辞任するなど、九条家が失脚した建久の政変で沈淪していた時期の「西洞隠士百首」の作。ここは、文永三年（一二六六）七月の将軍更迭が、自分の過失ではないことを言う。宗尊は、該歌と補説の一首以外に、 「文永三年十月五百首歌」で二首（二五六、二七二＝中書王御詠・三四五）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一〇七
に用いている。
〔補説〕
　
宗尊は、文永三年（一二六六）七月に失脚して帰洛した直後の、 「文永三年十月五百首歌」 （綾）で「ながめ
つつ今日もむなしく呉羽とり過たぬ身を空に愁へて」 （竹風抄・巻一・一七八）と詠む。これと類想であり、同様の時期の詠作であろう。
（述懐）
295　
沈しつ
み行
ゆ
く今
いま
こそ思
おも
へ
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せし我
わ
がか
ゝ
ねご
事とは
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かりけり
〔通釈〕
（述懐）
沈淪して行く今こそ思うのだ。昔にした私の将来に向けた約束の言葉は、儚いものであった。
〔本歌〕
　
昔せし我がかねごとの悲しきはいかに契りし名残なるらん（後撰集・恋三・七一〇・平貞文）
〔参考〕
　
儚くぞ知らぬ命を嘆き来し我がかねごとのかかりける世に（新古今集・恋五・一三九二 式子）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八四一。
〔語釈〕
　
○かねごと―予言。かねてから将来に向けて言い置いた言葉 約束。
〔補説〕
　
本集
288～
314の「述懐」歌群は、文永三年（一二六六）七月の失脚と帰洛後の、沈淪の述懐と思しい歌が多
い。例えば、同じく「沈み行く」を用いた
261と
271の両首は「文永三年十月五百首歌」の作である。しかし、該歌の
出典が確かに「文永二年潤四月三百六十首歌」の一であるとすると、そのよ な宗尊の心性は、在鎌倉時から続い
一〇八
ていたものであったことになる。
（述懐）
296　
憂う
き身こそ変
か
はり果
は
つとも世
よ
の中
なか
の人の心の
昔むかし
なりせば
〔通釈〕
（述懐）
この憂く辛い身は変わり果てるとしても、世の中の人の心が昔のままであったならば（いいのだけれど） 。
〔本歌〕
　
色見えでうつろふものは世の中の人の心の花にぞありける（古今集・恋五・七九七・小町）
〔参考〕
　
さてもなほ我やは人を忘るべき契りし末は変はり果つとも（後鳥羽院定家知家入道撰歌（家良） ・定家京極
入道中納言撰・七九）
見る夢の過ぎにし方を誘ひ来て覚むる枕も昔なりせば（千載集・雑中・一一五三・藤原宗隆）
〔他出〕
　
続拾遺集・雑下・懐旧の心を・一二四九。
（述懐）
297　
かか
ゝ
る世
よ
に遇
あ
はずは何
なに
を嘆
なけ
かまし憂
う
きは我
わ
が身の長
なか
き玉
たま
の緒
を
〔通釈〕
（述懐）
このような世に遭遇しないなら、何を嘆いただろうか。憂く辛いのは、この我が身の長い玉の緒のような長い命
『中書王御詠』注釈稿（四）
一〇九
なのだ。
〔参考〕
　
惜しむべき人は短き玉の緖に憂き身一つの長きよの夢（拾遺愚草・承久元年六月、故女院御忌日、蓮花心院
に参りて思ひ出づることども多くて、参られたりし女房の中に・二八七二）
身に積もるそこらの年をいかに経て思ひしよりも長き玉の緖（新撰六帖・第五・たまのを・一六八三・知
家）
〔語釈〕
　
○長き玉の緒―長らえる命。 「長 」 「緖」は互いに縁語で、長い緖の意が掛かる。 。
〔補説〕
　「かかる世にさてもあらるる命こそはかなき物のつれなかりけり」 （竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・
世・三八）と類想であろう。
（述懐）
298　
むばたまの夢
ゆめ
にぞかか
ゝ
る夢
ゆめ
は見る
現うつゝ
ともなき身の
現うつゝ
かな
〔通釈〕
（述懐）
（本当は）夢にこのような夢は見ることなのだ。現実である感じもしない、この身の現実であることだな。
〔参考〕
　
世の中は夢か現か現とも夢とも知らずありてなければ（古今集・雑下・九四二・読人不知）
〔語釈〕
　
○むばたまの―「夢」の枕詞。 「ぬばたまの」の転。○かかる夢―「かかる」は、下句の「 （現ともなき）身
の現」を指し、自分の現実がまるで夢のようであることを表す。○現ともなき―→
219。
〔補説〕
　
双貫句法と「夢」の「現」をめぐる観念が、京極派に通う趣があるが、 「かかる夢」 「身の現」と った新鮮
一一〇
な用詞に宗尊の独自性が窺われる。
（述懐）
299　
押を
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かへ
しこれも夢
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ぞと忍
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き
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に堪
た
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〔通釈〕
（述懐）
何度も繰り返しこれも所詮は夢なのだとこらえないなら、辛い現実に堪えることはできないであろうに。
〔参考〕
　
寂しさに憂き世を へて忍ばずはひとり聞くべき松の風かは（千載集・雑中・一一三八・寂蓮）押し返 いづくをしのぶ涙ぞと思へばい ど濡るる袖かな（続後撰集・恋四・八六九・光俊女親子
〔語釈〕
　
○押し返し―何度でも繰り返しの意。 「忍ばずは」にかかる。○堪
た
へずやあらまし―「や」は詠嘆。 「絶えず
やあらまし」ならば「や」は反語で、死なずにいられようか（いやいられない） 、という意味になろう。
（述懐）
300　
憂う
きことをかく見むとてや覚
さ
めやらぬ
現うつゝ
の夢
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に迷
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ひ初
そ
めけん
〔通釈〕
（述懐）
憂く辛いことをこのように見ようといって、覚めきらない夢のような現実に迷い始めたのだろうか。
〔参考〕
　
覚めやらぬ現の夢の哀しさはおどろかすにやまたまさるらん（経家集・七一・家隆）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一一一
さぞなげく恋をするがの宇津の山現の夢のまたと見えねば（続後撰集・恋四・八八八・定家。拾遺愚草・
恋・二六五三）
〔語釈〕
　
○現の夢―現実の中の夢のような出来事や体験、つまり夢のような現実。
〔補説〕
　
以上三首は、 「夢」と「現」をめぐる述懐。いずれも観念的ではあるが、特異な用詞や歌境で、宗尊の実感
をそのまま吐露したような趣がある。
（述懐）
301　
かくばかり憂
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きにも絶
た
えで過
す
ぐすこそ心の外
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〔通釈〕
（述懐）
これほど憂く辛いのにも死なないで日々を過ごすことこそは、思いの外の寿命なのであった。
〔語釈〕
　
○憂きにも絶えで―「思ひ出でて誰をか人の尋ねまし憂きに堪へたる命ならずは」 （千載集・恋四・
八四三・小式部）や「なにか厭ふよも長らへじさのみやは憂きに堪へた 命なるべき」 （新古今集・恋三・一二二八・殷富門院大輔）等のように、 「憂きに」 「絶ゆ」よりも「憂きに」 「堪ふ」の方がより一般的か。ここも、「憂きにも堪へて」 （憂く辛いことにも堪えての意）でも通意だが、 「過ぐす」 「命」の縁から「絶えで」に解しておく。類想の「つらきにも憂きにも堪へて年は経ぬいかなる時か世をば厭はん」 （続古今集・雑下・中務卿親王家百首に・一八二三・能清）は、宗尊も認知し いたであろう。これは逆に「憂きにも絶えで」でも通意。
一一二
（述懐）
302　
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は
〔通釈〕
（述懐）
薄情だな。もともと限りがある人生といいながら、このような憂く辛い身にまだ残る寿命は。
〔本歌〕
　
別れてはいつあひ見んと思ふらん限りある世の命ともなし（後撰集・離別・善祐法師の伊豆の国に流され侍
りけるに・一三一九・伊勢）
〔参考〕
　
堪へてなほ思ふぞつらき今はとて別るる時に残る命は（百首歌合
建長八年
・恋・一四〇〇・真観）
〔類歌〕
　
さてもなほ限りある世の慣ら とて憂きに負けぬは命なりけり（続拾遺集・恋五 一〇七二・円勇。人家
集・巻八・一八四、三句「契りとて」
〔語釈〕
　
○世―人生。
（述懐）
303　
身の憂
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〔通釈〕
（述懐）
この身の憂鬱さに、たやすいこととしては世に背いて出家する しても、自然と思い出してしまうに違いない世の中をどうしようか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一一三
〔参考〕
　
いづ方にいかが背かん背くとも世には世ならぬところありせば（惟規集・一六・女。玉葉集・雑五・
二五五一・読人不知）
身の程をそよなさぞとは思へどもなほ恨めしき世をいかにせん（散木奇歌集・恨躬恥運雑歌百首・
一四五三）
〔類歌〕
　
背くともなほや心の残らまし世に忘られぬ我が身なりせば（風雅集・雑下・一九四二・我若未
レ忘
レ世、雖
レ
閑心亦忙、世若未
レ忘
レ我、雖
レ退身難
レ蔵といふ事を・一九四二・宗尊）
〔語釈〕
　
○背くとも―世に背いて出家するとしても。意外に用例が見え い句。先行例は、参考の惟規詠が目に付く
程度。宗尊は別に類歌に挙げた一首に用いている。勅撰集ではこの両首のみで、それが『玉葉集』と『風雅集』であるのは偶然で ないかもしれない。○世を かにせん―参考の俊頼詠が早い例 鎌倉時代以後に用例は多い。宗尊の祖父土御門院に、 「楫を絶え大海の原に行く舟のあとはかもなき世をいかにせん」 （土御門院御集・詠五十首和歌・雑・世間飄泊海無辺・一七二）がある。
（述懐）
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〔通釈〕
（述懐）
もし捨てるのならばきっとたやすいに違いないこの世であることだな。今は、この憂く辛い身をいったい誰が惜しもうか（世を捨てても誰も惜しみやしないのだ） 。
一一四
〔参考〕
　
浮かれ行く我が身の果てやはなち鳥しばしとだにも誰か惜しまむ（新撰六帖・第六・はなちどり・
二五五七・為家）
〔影響〕
　
捨てばまた易かりぬべき世の中を慕ふほどこそ苦しかりけれ（為理集・雑歌の中に・八二〇）散る花の今日の別れは我ぞ思ふ明日の我が身を誰か惜 まむ（伏見院御 花・四九一）
〔補説〕
　「捨てば」 「易かりぬべき」 「世」の一致から影響に挙げた『為理集』の一首は、為理の和歌全体の中で改め
て検証されるべきであろう。
（述懐）
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〔通釈〕
（述懐）
（世の中から）捨てられる自分の身を、まことしやかなふりで惜しむことこそが、世の中に従わない私の心なのであった。
〔参考〕
　
はかなくも今日の命をあり顔に明日知らぬ身を何嘆くらん（如願法師集・詠百首和歌・雑・三四二）
〔類歌〕
　
仮の世の身をあり顔に背くこそなかなかとむる心なりけれ（新続古今集・雑中・一九四二 津守国道）
〔語釈〕
　
○捨てらるる ―自分が世を捨てるのではなく世から ら る自分ということ。為家の「今はとて世にも
人にも捨てらるる身にななそぢの老いぞ悲しき」 （中院集・ 〔文永四年七月～八月〕十七日続五十首・述懐・一四八）は、文永四年（一二六一）十一月前後に成立と推定される（→
135） 『中書王御詠』の直前の作だが、該歌
『中書王御詠』注釈稿（四）
一一五
との先後は不明。○あり顔に―いかにもそれが当たり前のような風で、いかにもそうだという風に。○世に従はぬ―→
290。
（述懐）
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〔通釈〕
（述懐）
私が捨てない世の中で、さらに憂く辛いことがもし数加わるのならば、 （世の中は私を）どうしようというつもりで、薄情なのだろうか。
〔参考〕
　
世の中を背きにとては来しかどもなほ憂きことはおほ原の里（新古今集・雑中・一六二八・読人不知）隠れ沼 底の心ぞ恨めしきいかにせよとてつれなかるらん（拾遺集・恋二・七五八 伊尹）
〔語釈〕
　
○捨てぬ ―出家遁世しないことを言う。先行例に『石清水若宮歌合
寛喜四年
』の「捨てぬ世を仮の姿の男
山あふげばもとの君も見えけり」 （社述懐・一〇〇・信忠）があり、後出例 『新千載集』の「捨てぬ世は憂きものとかつ知りながら何さすらふる我が身なるらん」 （雑中・一九三八・公宗一女）があるが、作例は希少。○数添はば―先行例に『宝治百首』の「み吉野の滝の水上数添はば色ある袖や涙なるべき」 （恋・寄滝恋・二六五九・行能）があるが、これも作例は少ない。
〔補説〕
　「捨てぬ」 「いかにせんとか」 「つらなかるらん」等の恋歌の趣がある詞を用いて、 「世」に対する恨みの述懐
を表出する。
一一六
（述懐）
307　
厭いと
ふべき心一
ひと
つのあらましに身の行く
・
末すゑ
ぞ
慰なくさ
まれける
〔通釈〕
（述懐）
必ずこの世の中を嫌い厭うつもりである、自分ただ一つの心に思う将来への期待に、この身の行く末が慰められるのだった。
〔影響〕
　
思ひ尽くす心一つのあらましも道なき恋に我ぞくだくる（臨永集・恋上・三四八・後伏見院）あらましに心一つを慰めて憂き世を知らぬ身とぞなりぬる（臨永集・雑下・七四五・平氏村）いままでに心一つのあらましのまことにな をぞ恨むる（院六首歌合
康永二年
・雑心・一四八・新宰相
〔定兼女〕 ）身の憂さを心一つに慰めて我があらましを待つぞはかなき（風雅集・雑下・一八二八・邦省）
〔語釈〕
　
○厭ふべき―やがてはきっとこの俗世を嫌って厭い出家遁世するつもりである、との趣旨。宗尊は「厭ひ得
ぬ我があらましのいたづらにまたやむなしき年も暮れなん」 （竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・歳暮・四一五）とも詠む。○心一つ―ただ一つの自分の心、あるいは自分の心の中だけの思い。○あらまし―将来そうあって欲しいという願い、期待。
〔補説〕
　「心一つ」 「あらまし」の詠み併せは新奇である。影響に挙げたように、後期京極派に詠まれている。これら
が全て宗尊の歌からの影響下にあるとは限らないが、宗尊と京極派の詠み方が通底することを示す一例ではあろう。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一一七
（述懐）
308　
思へども背
そむ
きもやらで過
す
ぐす世
よ
を行く
・
末すゑ
待ま
つと人や見るらむ
〔通釈〕
（述懐）
（出家遁世を）思うけれども背きもきらずに過ごすこの世の中であるのに、将来の栄誉を待っていると人は見ているのだろうか。
〔参考〕
　
思へどもさすがに身をば捨てやらで人のあはれを問ふぞ悲しき（万代集・雑六・殷富門院新中納言世を遁る
と聞きて、言ひ遣はしける・三七二七・忠良。玉葉集・雑五・二四七八）
花ゆゑに背きもやらで過ぐる身の今日こそ春にあふ心ちすれ（正治初度百首・春 一二一八・隆信）喜ぶも嘆くもあだに過ぐす世をなどかは厭ふ心なからむ（万代集・雑六・三七〇七・永観）君が代は
　
行末まつに
　
花咲きて
　
十かへり色を
　
みづがきの…（久安百首・短歌・一四〇〇・花園左大臣
家小大進。続千載集・雑体・七一二）
〔影響〕
　
何ゆゑに背きもやらで過ぐすらん心とむべきこの世ならぬに（文保百首・雑・二二九三・雅孝。続千載集・
雑下・一九九五）
〔語釈〕
　
○行く末待つと―栄達するであろう将来を待ってい と、という趣意。○人や見るらむ―「色なしと人や見
るらむ昔より深き心に染めてしものを」 （古今集・雑上・八六九・能有）以来の常套句。
一一八
（述懐）
309　
厭いと
へとやさてもあられし世
よ
の中
なか
の憂
う
き事繁
しけ
くなりまさるらん
〔通釈〕
（述懐）
そうであっても生きてこられた世の中が、私にここから厭い出よと、さらに憂く辛いことが絶え間なく沢山増えて行くのだろうか。
〔本歌〕
　
あり果てぬ命待つ間のほどばかり憂きこと繁く思はずもがな（古今集・雑下・九六五・貞文）
〔参考〕
　
厭へとて思ひ知らする世 中を憂きたびごとに何恨むらん（三十六人大歌合
弘長二年
・一一八・基政）
世の中に もかくてもあられぬはとてもかくてもあるにぞありける 拾玉 五〇四八）
〔語釈〕
　
○厭へとや―「なりまさるらん」にかかる。○さても―「世の中」が「憂き」ものであったとして、それで
もやはり、ということ。○あられし―「あり」 （生きる意）の未然形に可能の助動詞「る」の連用形と過去の助動詞「き」の連体形が付く。作例は希少の措辞。参考の慈円詠の「あられぬ」は、生きていられないの意。
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八四七。
〔補説〕
　
参考歌前者の作者後藤基政は、宗尊近習の一人で関東歌壇の有力歌人で、宗尊が『東撰六帖』を撰ばせたと
推定される人物。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一一九
（述懐）
310　
いかにせん身は背
そむ
くとも悲
かな
しさの
慰なくさ
むべくもあらぬ憂
う
き世
よ
を
〔通釈〕
（述懐）
どうしようか。この身はたとえ世を背いて出家するとしても、悲しさが和らぐはずもないこの憂く辛い世の中であるものを。
〔本歌〕
　
悲しさの慰むべくもあらざりつ夢のうちにも夢と見ゆれば（後撰集・哀傷・一四二一・大輔）
〔類歌〕
　
いかにせん月やあらぬとかこちても我が身一つにかはる憂き世を（竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・
月・三七四）
いかにせん背きて後の憂き世をば捨てなばと思ふ慰めもなし（玉葉集・雑五・二五二八・宗尊）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八四八。
〔語釈〕
　
○憂き世を―「を」を接続助詞に解した。格助詞に解しても通意か。
〔補説〕
　
類歌の後者は、 「背きて後」即ち、宗尊が、文永九年（一二七二）二月十七日の父後嵯峨院死去後の三十日
に出家した後の述懐。該歌はそれ以前から既に、出家しても「憂き世」であり「慰」めもないということを予見しているかのような一首である。
一二〇
（述懐）
311　
さればまた何
なに
の頼
たの
みのある身とて今
いま
も憂
う
き世
よ
に心とむらん
〔通釈〕
（述懐）
それではまた、いったいどういう期待があるこの身だといって、今もこの憂く辛い世の中に心を留めているのだろうか。
〔参考〕
　
何事にとまる心のありければさらにしもまた世の厭はしき（新古今集・雑下・一八三一・西行）かばかりと思ひ果てにし世の中に何ゆゑとまる心なるらむ（新勅撰集・雑二・一一四一・行尊）
〔類歌〕
　
世の中は憂き物 のみ見果てにき何の情けにとまる心ぞ（竹風抄・巻五・文永六年八月百首歌・雑・
八一四）
ありとても逢ふよもしらぬ命をば何の頼みになほ惜しむらん（五種歌合
正安元年
・恋命・五九・教良女。玉
葉集・恋五・一七五四）
〔語釈〕
　
○さればまた―比較的新鮮な句。 『百首歌合
建長八年
』の「さしもやは身にも染むべきさればまたいかなる色
ぞ秋の初風」 （秋・三八・伊長）が先行例だが、これは「身にも染むべき」を承けて言うか。宗尊は「さればまたいつを現 習ひにて今さら世をも夢といふらん」 （柳葉集・巻二・弘長二年十一月百首歌・述懐・二九五。瓊玉集・雑下・五〇二）とも詠む。この場合は、 「この世の中は現でなく全てが夢である」といったことを承けて言うか。該歌の場合はより漠然と、驚きあきれるような思いを表すか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一二一
（述懐）
312　
憂う
きもまたかくて果
は
てしと思
おも
ふこそ定
さた
めなき世
よ
の例
ため
しなりけれ
〔通釈〕
（述懐）
憂く辛いのもまたこのようにして果てたと思うことこそが、定めのないこの世の習わしなのであったな（本当は憂く辛いことは果てはしないのだ） 。
〔参考〕
　
ほどもなく満ちて欠ける月をこそ定めなき世の例しとは見れ（禅林瘀葉集・月・三五）晴れ曇る雲間の月ぞあはれなる定めなき世の例しと思へば（露色随詠集・三〇五）
〔出典〕
　
文永二年潤四月三百六十首歌・雑。
〔他出〕
　
柳葉集・巻五・文永二年潤四月三百六十首歌・雑・八三七、結句「頼みなりけれ」 （時雨亭文庫本を底本と
する私家集大成も同じ。同大成は四句「さためなき□の」 ） 。
〔語釈〕
　
○果てし―「果てじ」で 通意。その場合、上句の解釈は「憂く辛いのもまたこのようにして果てはするま
いと思ふことこそが」となろう また、通釈の（
　
）内は不要となる。
〔補説〕
　『題林愚抄』に見える「弘安御百首／権中納言／憂ききも世もさては果てしと思ふこそ定めなき世の頼みな
りけれ」 （巻二十一（雑） ・述懐・九五二〇）という類歌との関係は不明。
（述懐）
313　
今いま
しばし長
なか
らへばやと思
おも
ふこそ憂
う
きを添
そ
ふべき心なるらめ
一二二
〔通釈〕
（述懐）
今もう暫く命長らえたいと思うのこそが、憂く辛いことをさらに付け加える心であるのだろう。
〔参考〕
　
長らへて世に住むかひはなけれども憂きにかへたる命なりけり（新古今集・雑下・一七六八・守覚）長らへて今日にあはばと思ひこし身のため憂きは命なりけり（続後撰集・雑中 一一九三・実氏）長らへてものは思はじ今の間の憂きに限れる命なりせば（続古今集・雑下・一七八五・通氏）惜しか ぬ命ばかりは長らへて身 事の数を添ふらむ（楢葉集・雑三・九〇〇・公俊）
（述懐）
314　
憂う
き身かな辛
つら
き世
よ
かなと思
おも
ひしは何
なに
を嘆
なけ
きし
昔むかし
なりけん
〔通釈〕
（述懐）
憂鬱なこの身であるな、苦痛な世の中であるな、と思ったのは、いったい何を嘆いた昔だったのだろうか。
〔参考〕
　
辛きをも憂きをもよそに見しかども我が身に近き世にこそありけれ（後撰集・恋三・七四九・土佐）思へどもなほぞあやしき逢ふことのなかりし昔何嘆きけむ（万代集・恋五・入内の後 あした
二五六二・斎宮女御）
〔類歌〕
　
何事をなほ思ひけん辛きをも憂きをもよそに過ぎ は（竹風抄・巻四・文永六年五月百首歌 雑・
七六〇）
〔補説〕
　
意図が不分明な一首である。 「逢ひ見てののち 心に比ぶれば昔は物も ざりけ 」 （拾遺集・恋二
『中書王御詠』注釈稿（四）
一二三
七一〇・敦忠）と同様に、今現在の憂苦の「身」と「世」に比べれば、昔は何を嘆いたのか分からない程だとの趣旨か。
懐旧
315　
昔むかし
とて偲
しの
ぶばかりになりにけり見しも聞
き
きゝ
しも昨
きのふ
日と思
おも
ふに
〔通釈〕
　
懐旧
昔ということで、懐かしく偲ぶ程になってしまったのだったな。見たのも、聞いたのも、ほんの昨日のことだと思うのに。
〔参考〕
　
世の中は見しも聞きしもはかなくてむなしき空は煙なりけり（新古今集・哀傷・母の思ひに侍りける頃、又
亡くなりにける人の辺りよりとひて侍りければ、遣はしける・八三〇・清輔。清輔集・三四〇）
筆の跡言の葉残る諸人よ 見しも昔なりけり（定家名号七十首・無常・六二）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・恋昔
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・恋昔・一五九。
〔語釈〕
　
○懐旧―『和漢朗詠集』に見える常用の題だが、宗尊には題としてばかりでなく、歌境としても懐旧を好み
詠む傾向が認められる。○見しも聞きしも―「すぐすぐと見しも聞きしもなくなるにいつならんとぞ我も悲しき」（古今六帖・第四・かなしび・二四九二）や「人はみなみしも聞きしも世の中にあるはあるかとなきはなしとか」（好忠集・みなみ・ 六五）が早い。参考の清輔歌とほぼ同時代の例に「おくれゐて涙さへこそとどまらね見しも
一二四
聞きしも残りなき世に」 （待賢門院堀河集・よろづの人のなくなるを聞きて・一二一）があり、この歌の『玉葉集』（雑四・二三五二）入集が勅撰集唯一の例。また、宗尊により身近な例としては、真観の「花の色虫の声声野辺ごとに見しも聞きしもなきが悲しさ」 （百首歌合
建長八年
・冬・一一一六）がある。伏見院の「虫鳴きし千草の野辺の
霜なれや 跡もなき世は 伏見 御集・秋後野・二二九六）はこの歌の影響下にあるか。○昨日と思ふに―「数ふれば八年経にけりあはれ我が沈みしことは昨日と思ふに」 （千載集・神祇・一二六二・実定）や「ここのへの花は老い木になりにけりなれこし春は昨日と思ふに」 （続後撰集・春中・一一四・後鳥羽院）に学ぶか。
（懐旧）
316　
な
中かな
〳〵かにその頃
ころ
よりもその事の遠
とを
ざかりてぞ忘
わす
れざりける
〔通釈〕
（懐旧）
かえって、 （その事が起こった）その頃よりも、その事が遠ざかってこそ、忘れないものであったのだ。
〔参考〕
　
昔見し人は来ねどもなかなかに契らぬ月ぞ忘れざりける（続詞花集・雑上・山寺に侍りけるころ、月を見
て・源道済・七九一。道済集・わづらふ比、山寺にて秋月を見て・二七四）
帰る雁道行きぶりのことづても忘るばかりに遠ざかりぬる（道助法親王家五十首 春・遠帰・一六九・雁覚
寛）
あひ見しは遠ざかり行く年月を忘れず嘆く我が心かな（秋夢集・二二。続拾遺集・恋五・一〇五六・後嵯峨
『中書王御詠』注釈稿（四）
一二五
院大納言典侍〔為家女為子〕 ）
〔語釈〕
　
○その頃よりも―他にみえないやや俗に傾いたような表現。 「その頃」自体も歌詞としては新しく、先行例
は、真観の叔父光経の「忘れじのその頃人に別れなで頼めし末はかかりける身を」 （光経集・恋・二七四）が見える程度。
（懐旧）
317　
何なに
とまた
昔むかし
をさへは偲
しの
ぶらん身
み
の憂
う
きばかり思
おも
ふべき世
よ
に
〔通釈〕
（懐旧）
どうしてまた、昔までを偲ぶのだろうか。この身の悲しく辛いことだけを案じるべき（今の）世の中で。
〔参考〕
　
何とまた深き思ひの重ぬらん下る世をのみ嘆くべき身に（後鳥羽院御集・同〔元久二年〕八月御歌合或御
会・述懐三首・一六八六）
何にこの思ふかたがた添ひぬらん身の憂きばかり 世 秋風抄・雑・三〇九・伊忠）ながむれば六十の秋もおぼえけり昔をさへや月は見すらん（長秋詠藻・老後月をよめる・二五 。秋風集・
雑中・一二一二・俊成。続拾遺集・秋下・三一九）
領巾振りし昔をさへや偲ぶらん松浦の浦を出づる舟人（俊成五社百首・伊勢・雑・海路・九一。長秋草・
九二）
〔補説〕
　
参考の意忠歌と同工異曲で、宗尊はこれに倣ったかと思われる。参考の後鳥羽院詠は、治天の君としての慨
一二六
嘆で、 「下る世」は末法の世か理想の聖代の上古から見た今の世（あるいは両者）であろうか。これも宗尊の視野に入っていたかもしれない。 「昔をさへ」は俊成の歌に学ぶか。
（懐旧）
318　
昔むかし
をば紛
まき
るる
ゝ
人は忘
わす
るらん閑
しつ
かなる身ぞ忍
しの
びかねぬる
〔通釈〕
（懐旧）
昔を、世に入り交じっている人は忘れるのだろうか。閑かに穏やかである身は、こらえかねて（昔を思い出して）しまうことだ。
〔参考〕
　
紅葉散る音は時雨にたぐへども
るる方もなき身なりけり（散木奇歌集・恨躬恥運雑歌百首・一四四五）
行き帰り世を経る民もたつの市や静かなる身ぞ物は悲しき（壬二集・家百首・雑・寄市雑・一四三四）
〔語釈〕
　
○忍びかねぬる―初句の「昔をば」を受ける。 「偲びかねぬる」とすると、昔を恋い慕いかねてしまうこと
だ、という意味になろう。一首としては理屈が通らなくもないが、題の「懐旧」からは外れる。
〔補説〕
　
宗尊は別に、 「さすが身の
るる方もなきままに心のみすむ山の奥かな」 （柳葉集・巻二・弘長二年十一月百
首歌・山家・二八九）や「いたづらに
るる方もなき身にて月日の行くはまづおぼえける」 （竹風抄・巻二・文永
五年十月三百首歌・閑居・四六五）等と詠む。将軍として鎌倉に在っ 時から 失脚して京都に戻って以後まで、自分を「
るる方」がない身で、むしろ閑居に心澄ます身だと認識していたことになる。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一二七
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
昔を思い出す私の袖には、流す涙の川を堰き止めるけれども、その川の水ように帰らないのは、昔なのだろうか。
〔参考〕
　
契りありて渡り初めなば隅田川帰らぬ水の心ともがな（散木奇歌集・恋上・中納言国信の家にて恋歌合しけ
るによめる・後朝の心を・一〇五七。源宰相中将家和歌合・後朝・一一・俊頼）
天の川帰らぬ水をたなばたはうらやましとや今朝は見るらん（詞花集・秋・九三・祝部成仲）
〔類歌〕
　
思ひ出づる袖のみ濡れてさかさまに帰らぬ水ぞ昔なりける（藤原長綱歌〔私家集大成〕 ・雑・三五二）
〔影響〕
　
慕へども老いの袂 涙川帰らぬ水は昔なりけり（光吉集・雑・懐旧涙・二七六）思ひ出でて袖のみ濡るる のあはれ昔を 鳥の迹 哀傷・懐旧 六三二・小見七左衛門氏昌）
〔補説〕
　
類歌は、元久二年（一二〇五）年前後生まれで建治元年 一二七五）頃生存という、順徳天皇蔵人であった
藤原長綱の一首で、恐らくは該歌に先行するが、正確には先後不明。一応影響に挙げた該歌と近似の両首については、改めて位置付けられるべきであろう。
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
（今は）思い出さないほんの少しの間もない過去を、夜寝て目覚めた時だけに懐かしんだのはいったい何時頃であったのだろうか。
〔本歌〕
　
宵宵に脱ぎて我が寝る狩衣かけて思はぬ時の間もなし（古今集・恋二・五九三・友則）
〔参考〕
　
思ひ出でぬ時はなけれど下紐のなどとけずのみむすぼほるらむ（万代集・恋 ・二五六四・近江更衣
源周子
。
玉葉集・恋一・一三六〇）
いにしへを恋ふる寝覚めやまさるらん聞きもならはぬ峰の嵐に（後拾遺集・雑一・九〇二・藤原範永）
〔語釈〕
　
○寝覚めばかりにいつ偲びけん―夜寝て目を覚ましたその時に過去を偲ぶだけで他の時はそうではなかった
のは何時頃までであったのだろうか、という趣意か。 「時鳥昔をかけて偲べとや老いの寝覚めに一声ぞする」 （御室五十首・夏・六一八・顕昭）や「繰り返し幾度月をながむらん昔を偲ぶ夜半の寝覚めに」 （為家千首・雑・九五四）や「思ひ出でもなくて過ぎにしいにしへを寝覚めに偲ぶ老いの果てかな」 （万代集・雑六・三七四六・法眼顕縁） 、あるいは後出の「思ひ出づる寝覚めばかりやいに への夢も現もまた返るらん」 （親清五女集 一四六）等の歌に知られ 、 「寝覚め」に「昔」や「いにしへ」を「思ひ出」したり「偲」んだりするという通念を踏まえて言うであろう。 「寝覚めばかり 」の句形は作例希少で、他には近世の「憂き世をば寝覚めばかりに厭はれて た身のわざに今も暮しつ」 （鳥 跡・雑上・述懐・寝覚めして・六六九・山名玉山）が目に入る程度。ちなみに、同じ『鳥の跡』 （雑上・述懐・六七二）に収める茂睡の「老いて今物に紛れず昔思ふ寝覚めばかりの慰めぞなき」は、該歌と同工異曲であろうか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一二九
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
（涙が）忘れられない昔を袖に誘って来て、夜寝て目を覚さますと袖から余る程に流れる、私の涙であることだな。
〔参考〕
　
過ぎ来にし昔をさらに誘ひ来て心に宿す秋の夜の月（唯心房集・月の歌・九八。寂然法師集・秋・四三）見る夢の過ぎにし方を誘ひ来て覚むる枕も昔なりせば（千載集・雑中・一一五三・藤原宗隆）昔思ふさ夜 寝覚めの床 えて涙も氷る袖の上かな（新古今集・冬・六二九・守覚。正治初度百首・冬
三七二）
風渡る花橘の折折に昔を袖に誘ひ来にけり（玄玉集・草樹上・六三二 覚範）
〔補説〕
　「誘ひ来て」の主語は「涙」だが、分かりにくい。 「寝覚めに」自分が「忘られぬ昔」を思い起こして「袖
に」 「涙」を流して、それが「袖」から「余る」程である、ということを言っているのだろうが、あたかも「涙」がそれをもたらしかのように表したのが趣向であろう。
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
かつての世の中が、今見るような感じがして恋しいのは、いったいどのような夢を見た寝覚めなのであろうか。
〔参考〕
　
ありし世の恋しきままに故郷の花にむかひて音をのみぞ泣く（続古今集・哀傷・堀河院隠れ給ひて後花の盛
りに、人に遣はしける・一四〇九・中宮上総）
石清水澄む月影の光にぞ昔の袖を見る心地する（後鳥羽院御集・正治二年七月北面御歌合・水辺月・
一四七六。続古今集・神祇・七〇 ・後鳥羽院）
いにしへに帰る雁がね今しもぞ昔 跡 中院集・ 〔文永四年正月または二月〕廿八日続百
首・帰雁・六 ）
いかに見しいかなる夢の名残ぞとあや では我ぞながむる（万代集・恋三・ 二二八・読人不知。長秋
詠藻・三二四・人。玉葉集・恋二・一四五三）
〔語釈〕
　
○ありし世の―過ぎ去った世が。 「恋ひしきは」にかかる。
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
長い夜に寝て目覚めた床に思い出して、それと気付く夢に見ていたのは、昔のことなのであった。
〔参考〕
　
長き夜の寝覚めの床におとづるる時雨は老いの友にぞありける（頼輔集・冬・しぐれ・四四）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三一
我幾そ見し世のことを思ひ出でつ明くる程なき夜の寝覚めに（金槐集定家所伝本・雑・五九五）長月や有明方の閨寒みおどろく夢に衣打つなり（為家千首・秋・四五八）橘の花散る里に る夢はうちおどろくも昔なりけ 秋篠月清集・西洞隠士百首・夏・六二二）軒近き花橘のにほひ来て寝ぬ夜の夢は昔なりけり（正治初度百首・夏・一六二九・寂蓮。続古今集・夏・
二四八・寂蓮。寂蓮法師集・二三三）
〔類歌〕
　
夜を残す寝覚めの床に思ふかな昔を見つる夢の名残を（続千載集・雑下 伏見院に三十首歌たてまつりける
時、夢・一九七三・伏見院新宰相）
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
長い夜に眠りから目覚めた後にまた（現に）見る夢は、心の中に浮かんでくる昔のことなのであったな。
〔参考〕
　
現にて夢なるものは長き夜の寝覚めに思ふ昔なりけり（続古今集・雑下・中務卿親王家百首に・一八一七
公朝）
憂き身こそなほ山陰にしづめども心に浮かぶ月を見せばや（続後撰集・雑中・一一三三・慈円）見るままに現の夢となりゆくは定 な 世 昔なりけり（続後撰集・雑下・往事似夢といふことを
一二一七・光成）
一三二
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・昔。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・昔・三九。
〔補説〕
　
大枠では、 「往事眇茫都似夢（わうしべうばうとしてすべてゆめににたり）
　
旧遊零落半帰泉（きういうれい
らくしてなかばせんにくゐす） 」 （和漢朗詠集・懐旧・七四三・白居易）といった、往昔を夢と見る通念の上にある歌。　
参考の公朝歌との先後は正確には不明だが、相互の影響関係は想定してもよいだろう。
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
以前からそのままに、再びは見ない夢が恋しいのは、いったいどのように寝た夜の昔に見た夢だからであろうか。
〔本歌〕
　
宵宵に枕定めむ方もなしいかに寝し夜か夢に見えけむ（古今集 恋一・五一六・読人不知）
〔参考〕
　
同じ世にありてなしとや憂き人をまた見ぬ夢の契りなるらん（弘長百首・恋・遇不逢恋・五二八 信実）
〔類歌〕
　
我のみぞ思ひ はするそのままにまた見ぬ夢の昔語りは（続千載集・恋四・ 五三 実重）
〔補説〕
　
やや晦渋な一首で る。以前からずっと変わらずに、昔に見て二度見ない夢が恋しいのは、今ではどのよう
に寝た夜の昔に見た夢であったのかもはや分からないので恋しいのだ、といった趣旨であろうか。今では見られな
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三三
い昔に見た夢が懐かしい、という普遍的な懐旧の情を詠むか。
（懐旧）
326　
さてもま
又
た
昔むかし
の夢
ゆめ
の見
み
ゆべくは千
ち
度たひ
や夜
よ
半は
の衣返
かへ
さん
〔通釈〕
（懐旧）
それでもまた、昔の夢が見えるに違いないなら、千度でも夜中の衣を裏返そうか。
〔本歌〕
　
いとせめて恋しき時はむばたまの夜の衣を返してぞ着る（古今集・恋二・五五四・小町）
〔参考〕
　
暮れて行く春の姿を夢に見ば幾夜か花の衣返さむ（洞院摂政家百首・春・暮春・二三七・家隆。秋風集・春
下・一三〇）
恋ひわびて千度ぞ返す唐衣ひとりふしみの里に寝る夜は（範永朝臣集〔私家集大成〕解題・ふしみの里の恋
＝書陵部乙本
（五〇一・一八五）
・四〇）
〔語釈〕
　
○昔の夢―過去にあった夢のような出来事や状態、あるいは、過去にあった出来事や状態を思い起こして見
る夢。 「程もなく雲となりぬる君なれば昔の夢の心地こそすれ」 （栄花物語・楚王の夢・二八〇・人）が早い。 「小野山の今朝降る雪を踏み分けて昔の夢ぞ見る心地する」 （公衡百首・冬・四八）や「 まり舟寝覚めに残る月影を昔の夢に泣く泣くぞ見る」 （道助法親王家五十首・秋・船中月・五五一・道助） 、あるいは「伝へ聞く昔の夢の通ひ路も逢ふ人しげき宇津の山越え」 （洞院摂政 百首・前宮内卿落素百首〈家隆〉 ・旅・二六三）等が、宗尊の視野に入っていた可能性があるか。宗尊は後に、 「さてもまた 見ゆべくは千度や夜半の衣返さん」 （中書王御詠・
一三四
雑・懐旧・三二六）とも詠んでいる。○夜半の衣返さん―夜着る衣を裏返して着て寝れば恋しい人が夢に見える、という俗信に基づく本歌を承けて言う。
（懐旧）
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〔通釈〕
（懐旧）
ずっと恋い慕い続ける自分の心一つを道しるべとして、昔に通じる夢の浮橋を行き渡り、儚い過去の夢を見ることだ。
〔参考〕
　
汲みみてし心一つをしるべにて野中の清水忘れやはする（詞花集・恋下・二六三・仲実）恋ひ渡る途絶えばかりは現にて見るもはかなき夢の浮橋（千五百番歌合・恋三・二六四九・忠良）梅が香に染めしも同じ袖なれど昔に通ふ軒の橘（正治初度百首・夏・二一二七・宜秋門院丹後）石上布留の中道立ち返り昔に通ふ大和言の葉（千五百番歌合・雑二・二九九八・具親。続古今集・雑下・
一七七七）
〔語釈〕
　
○恋ひ渡る―ずっと恋し続ける。 「 」 「浮橋」の縁で橋を渡る意が掛かる。 「夢の浮橋」との詠み併せの
作例は参考の具親歌以外に、宗尊により近い時代の、 「むばたまの夢の浮橋あはれなど人目をよきて恋ひ渡るらん」と「現にや恋ひ渡るべき逢ふことはただ宵の間の夢の浮橋」 （宝治百首 恋・寄橋恋・二七五四・少将内侍、二七五六・但馬）や「あだなりし夢の浮橋立ち返り恋ひ渡るとて見えんものかは」 （為家集・恋 正嘉元年七月詠
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三五
之卒爾百首・一一八二）がある。○昔に通ふ―昔に通じる意で「夢」にかかる。 「通ふ」は「渡る」 「浮橋」の縁で橋を往来する意が掛かる。参考の後ろ二首 先行して、 「夜もすがら姨捨山の月を見て昔に通ふ我が心かな」 （太皇太后宮大進清輔朝臣家歌合・月・三三・清輔。清輔集・秋・月・一二九）がある。○夢の浮橋―『源氏物語』の巻名が由来で、夢の中の危うく浮いたような橋から、儚い夢、またそのような出来事や状態 言う。
夢
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〔通釈〕
　
夢
過ぎ去った頃をただ昨日見た夢に過ぎないのだと気が付くと、現実とはなくて今日も暮れてしまった。
〔参考〕
　
現には臥せど寝られず起きかへり昨日の夢を何時か忘れん（後撰集・恋五・九二五・読人不知）
〔影響〕
　
寝るがうちも現の外の世をや見る何をなにとて夢と分くらん」 隣女 巻四
自文永九年至建治三年
・雑・夢・
二五七四）
〔類歌〕
　
いにしへは今と覚えて見る夢の驚けばまた昔なりけり（他阿上人集・雑・四二五）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・夕・四四、結句「今日も暮れつつ」 。
〔語釈〕
　
○夢―『古今六帖』 （第四・恋）の「ゆめ」 。
〔補説〕
　
過去はほんの昨日の夢のようだと現実に驚くが、今日もまた夢のように現実感がなく暮れてしまい、夢と現
一三六
の区別がつかないという趣旨か。
（夢）
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〔通釈〕
（夢）
ほんの束の間のただ目の前のことを現実として、しかし、それもすぐに過ぎると夢になるこの世なのであったな。
〔本歌〕
　
時の間の現をしのぶ心こそはかなき夢にまさらざりけれ（後撰集・恋三・七六七・読人不知）行く先を知らぬ涙の悲しきはただ目の前に落つるなりけり（後撰集・離別・一三三三 源のわたる〈済〉 ）
〔参考〕
　
また暮れぬ過ぐれば夢 心ちしてあ れはかなく積もる年かな 拾遺愚草 冬 文治 年冬、侍従公仲よま
せ侍りし、冬十首・二四二九）
現とも夢とも言はじ目の前に見るとはなくてあらぬ憂き世を（続後撰集・雑下・一二四四・行範）
〔類歌〕
　
時の間のただ目の前の形にて身はうき雲のあと もなし（伏見院御集・雑 一一九九）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・ ・一三三。
〔補説〕
　
以上の二首は、 『竹風抄』によれば同じ「文永三年十月五百首歌」の「夕」題と「夢」題の歌を、 『中書王御
詠』では「夢」題に並べて配したか。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三七
無常
330　
見し人の昨
きのふ
日の
煙けふり
今けふ
日の雲立
た
ちも止
と
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よ
にこそありけれ
〔通釈〕
　
無常
見知った人の荼毘にふされた昨日の煙も、今日の煙の雲も、次々に立ち続けて、立ち止まることもない、この世なのであ な。
〔参考〕
　
見し人の煙を雲とながむれば夕べの空もむつましきかな（源氏物語・夕顔・三六・光源氏）鳥辺山遅れ先立つ夕煙昨日の友や今日のうき雲（如願法師集・哀傷・或所にて、無常歌よみ侍りしに・
六五八）
〔類歌〕
　
鳥辺山昨日の煙今日の雲誰が家家 思ひなるらん（親清四女集・一四五）鳥辺山昨日の煙今日の雲消えてはかなき数 添ふ 光吉集・雑 二七二
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・無常。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・無常・一三四。風雅集・雑下・題しらず・一九九六。
〔語釈〕
　
○無常―『和漢朗詠集』に見え、 『堀河百首』 （雑）に設けられた題。○立ちも止まらぬ―「煙」と「雲」の
立つことが止まらない意に、時が歩みを止めることのない意が掛かり、次句の「世」に続く。
〔補説〕
　
参考の源氏歌は、何某院で頓死した夕顔 素性を乳母子の右近から聞き、光源氏が「ひとりごち」した歌。
一三八
（無常）
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已上
　
御述懐御詠銘
二心肝
一
　　
已上十首老涙満
二眼不
レ能
レ申
二是非
一（墨滅）
　　
老涙満
レ眼閣筆
（墨滅）不
レ及
レ申
二是非
一閣筆候
〔通釈〕
（無常）
人の人生は、流れて早い山中の川の岩間にゆきめぐる水の泡のようにはかなく、ああ哀れにもいつまでなのか。
　　　　　　　　　
已上
　
御述懐御詠心肝に銘ず
　　
已上十首老いの涙眼に満ち是非を申す能はず老いの涙眼に満ち閣〔擱〕筆す
是非を申すに及ばず閣〔擱〕筆し
候ふ
〔本歌〕
　
昨日といひ今日とくらして明日香川流れて早き月日なりけり（古今集・冬・年の果てによめる・三四一・春
道列樹）
春霞立つや遅きと山川の岩間をくぐる音聞こゆなり（後拾遺集・春上・一三・和泉式部）
〔参考〕
　
早瀬河渡る舟人影をだにとどめぬ水のあはれ世の中（新勅撰集・雑三・一二三二 公経）早く行く岩間の水のわくらばにうきてもめ あはれ世の中 明日香井集 春日社百首・雑・尺教十是身如
聚沫・六〇八）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一三九
聞きなるるやそぢ余りの鐘の声宵暁もあはれいつまで（続古今集・雑下・一八〇八・信実）
〔類歌〕
　
山河の流れて早き水よりもとまらぬものは命なりけり（新和歌集・釈教・人命不停過於山水・四〇四・仏
也）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・泡。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・泡・九二。続後拾遺集・哀傷・題不知・一二二八。
〔語釈〕
　
○山川―「やまがは」 。山中を流れる川。○あはれいつまで―これを結句に置く早い例は、俊成の「田上や
宇治の網代にもるるありて日を経ん程もあはれいつまで」 （俊成五社百首・伊勢・冬・網代・六五） 。その後、新古今時代から鎌倉中期にかけて作例が散見する。実朝にも「うつせみの世は夢なれや桜花咲きては散りぬあはれいつまで（金槐集定家所伝本・雑・桜・五四九）や「朝ぼらけ跡なき波に鳴く千鳥あなことごとしあはれいつまで」（同・同・千鳥・六〇五）の作がある。勅撰集所収歌として信実詠を参考に挙げたが、その出典は、宗尊が目にした可能性の高い『新撰六帖』 （第二 かね・九〇九、二句「むそぢ余りの」 ）で、同書には家良の「淀河にいけてつなげる鯉に見よ誰もこの世はあはれいつまで」 （第三・こひ・九六一）も見える。特にどれに拠ったということではなく、宗尊の中に自然と貯えられていた歌句 あっただろう。 「あはれ」には、 「 （山）川」の縁で「泡（あわ） 」が掛かる。かつ、 「流れて」から「泡」までは、 「人の世」のはかなさを寓意する。 『維摩経』の「此身如
二
水泡
二
」
など 想起される。
神祇の歌の中に、伊勢
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一四〇
〔通釈〕
　
神祇の歌の中で、伊勢
五十鈴川の清らかな流れの末ながら、そこに沈んでいる汚らわしい水屑は、伊勢の神の名も惜しまれるよ。皇統の流れの末流でありながら、沈淪する我が身は、その祖先の伊勢の神の名も汚して遺憾であるよ。
〔参考〕
　
我が末の絶えず澄まなん五十鈴川そこに深めて清き心を（続後撰集・神祇・十首歌合に、社頭祝・五三四・
後嵯峨院。院御歌合
宝治元年
・社頭祝・二三五）
〔類歌〕
　
数ならぬ水屑なりとも五十鈴川流れの末と神は知るらん（柳葉集・巻二・弘長二年十二月百首 ・河・
三四九）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑河。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑河・五四三、三句「末ならん」 。
〔語釈〕
　
○五十鈴川清き流れの末―「五十鈴川」は、伊勢国の歌枕。現 重県伊勢市の伊勢神宮内宮の境内を流れる
御手洗川。ここは、皇室の祖先神たる天照大神を祀る伊勢内宮を象徴し、 「清き流れ」がそこに発する皇統の比喩となり、 「末」がその末流に連なる宗尊自身を表す。○沈む水屑―（川の）水中に沈む塵くず。失脚して沈淪する宗尊自身の比喩。古くから詠まれるが、 「淵は瀬にかはると見れど明日香 沈む 屑は浮かぶ瀬もなし」 （続古今集・雑中・一七〇一光行）が宗尊に身近 先行例か。○神の名も惜し―「五十鈴川」の縁で、この「神」は伊勢内宮（天照大神）のこと。沈淪する自身が汚す皇統の祖先神たる伊勢の神の名を愛惜し、遺憾だということ。先行例は、治承二年（一一七八）三月十五日に賀茂別雷社の神主重保が主催した『別雷社歌合』の「我が為は後 うきせを渡さなんまた雲分けむ神の名も惜し」 （述懐・一七六・安性）で、これは、賀茂別雷神がかつて雲を分けて天下ったが、請願を違えると再び天に昇るという伝承を踏まえている。→
334。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一四一
〔補説〕
　
皇統の清澄なる永続を伊勢内宮の御手洗川である五十鈴川に寄せて祈り予祝する、父帝後嵯峨院の参考歌に
対して、その皇統の直系の一員でありながら沈淪した我が身を述懐しつつ、伊勢の祖先神に遺憾の意を示す趣旨であろう。
（神祇の歌の中に、 ）八幡
333　
さかゆきし道
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山やま
我も
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〔通釈〕
（神祇の歌の中で、 ） （石清水
男山の坂を上っていった道、男として栄えた道はすっかり変わるけれど、私が栄えたのも昔だと、 （今は）男山石清水八幡の神に愁訴して。
〔本歌〕
　
今こそあれ我も昔は男山さかゆく時もあり来しものを（古今集・雑上・八八九・読人不知）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・石清水
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・石清水・二五八、 四句「それも昔と」 。閑月集・羈旅・題知らず・
四四三。
〔語釈〕
　
○八幡―石清水八幡宮のこと。清和天皇の貞観二年（八六〇）に宇佐八幡宮を勧請。古来朝廷の崇敬を受け
るが、八幡神は、武門特に源氏の守護神の性格も帯びる。○さかゆきし―「坂行きし」に「栄ゆ」 掛かる。○男山―山城国の歌枕。石清水八幡宮が鎮座する山城国綴喜郡（現京都府八幡市）の男山。生駒山の北端に連なる。八幡宮、八万神をも意味する。在俗の元服後の男性 意を寓意。○我も昔と―本歌の 我も昔は 拠る。 『竹風抄』
一四二
の形「それも昔と」が、誤写ではなく原形だとすれば、 「知る人とまつを頼むもあはれなりそれも昔は馴れし友かは」 （現存六帖・まつ・五〇六・下野。秋風集・雑中・一一六〇。秋風抄・雑・三〇五、初句「ある人と」 ）が宗尊の視野に入っていたか。ちなみにこの歌 、 「誰をかも知る人にせむ高砂の松も昔の友ならなくに」 （古今集・雑上・九〇九・興風）を本歌にしているので、初句は「知る人と」が正しいか。
〔補説〕
　
宗尊は将軍在位中には、 「世の中の憂きを見るにも男山頼む心に身をまかせつつ」 （瓊玉集・雑上・同じ心
〔神祇〕を・四一二）と詠んでいる。これには、武門の信仰を集めた八幡神を将軍として頼みとする心情があったか。また、該歌より五年後には、 「文永八年七月、千五百番歌合あるべし て、内裏より仰せられし百首歌」の「祝」で「今こそは昔に越えて男山さかゆく君が御代と見えけれ」 （竹風抄・巻五・ 〔文永八年七月内裏千五百番歌合百首歌〕 ・祝・九〇〇）と、同じ題材ながら、弟亀山天皇の代を寿ぐ、該歌とは対照的な詠み方を見せている。
（神祇の歌の中に、 ）賀茂
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〔通釈〕
（神祇の歌の中で、 ）賀茂
賀茂別雷神を頼み来たった我が身は、すっかりはかなく無為になってしまった。あの請願を違えて、雲を分けて天に昇ったのか、賀茂の川波近く鎮座する賀茂別雷神よ。
〔本歌〕
　
我頼む人いたづらになしはてばまた雲分けて昇るばかりぞ（新古今集・神祇・一八六一・賀茂御歌袋草紙・
上・一九六。月詣集・序。定家八代抄・一七五二。 ）
『中書王御詠』注釈稿（四）
一四三
〔参考〕
　
あはれとも言ふべき人は思ほえで身のいたづらになりぬべきかな（拾遺集・恋五・九五〇・伊尹）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・賀茂。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・賀茂・二五九、二～五「身もいたづらになりぬべきまた雲分くな賀
茂川の波」 。
〔語釈〕
　
○賀茂―賀茂社（上・下両社）のこと。ここは特に上賀茂、別雷神を祭る賀茂別雷神社を言う。宮城鎮護の
神として、伊勢大神宮に並び皇室・朝廷の尊崇を受ける。○賀茂の川波―山城国の歌枕「賀茂川」の「川波」 。ここは、上賀茂神社あるいはその祭神の賀茂別雷神を寓意。○また雲分くる―本歌を踏まえる。 別雷神は、 「雲分けて天下りけむそのかみの誓ひたがふな のみづ垣」 （政範集・ある所にて人人百首の歌よみ侍りし時・賀茂社・三九四）と歌われるように、雲を分けて天下ったと信じられていた。
〔補説〕
　『竹風抄』の形だと、一首は「賀茂別雷神を頼み来たった我が身も、このままではきっとはかなくなってし
まうだろう。どうかあの請願を違うことなく、我が身を助けて、雲 分 天に昇ることをするな、賀茂川の波近く鎮座する賀茂別雷神よ。 」といった意味になろう。こ 『中書王御詠』の形の方が、将軍を更迭されて京都に送還された絶望感や虚無感が り直截に表現されていよ か。
（神祇の歌の中に、 ）北野
335　
頼たの
むかなかか
ゝ
る憂
う
き身の為
ため
にこそ神も北
きた
野の
に跡
あと
は垂
た
れけめ
〔通釈〕
（神祇の歌の中で、 ）北野
一四四
頼みとすることであるよ。このような辛い身のためにこそ、天神も北野に跡は垂れて現れたのであろう。
〔参考〕
　
たぐひなく憂かりける身のためにこそ人のつらさもある世なりけれ（秋風抄・恋下・九一六・家良）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・北野
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・賀茂・二六七、 「跡を垂れけん」 。
〔語釈〕
　
○北野―北野神社のこと。北野天神、北野天満宮とも。平安京北郊、現京都市上京区御前通今小路上ル馬喰
町にある。菅原道真（神号「天満大自在天」 ）を祭る。左遷された道真が大宰府に没してのち、その怨霊が醍醐天皇や藤原時平等に祟りをなしたとして、御霊鎮魂のために宗祀。
〔補説〕
　『北野天神縁起』では、北野天神は、 「一仏浄土の縁として必天満大自在天神あはれみをたれ」たものとい
い、そもそも人間の姿としての天神即ち菅原道真は、仏や菩薩が衆生済度のために仮にこの世に姿を現した「権者」の「化現」として、菅相公是善の家の南庭に小児の姿で出現したのだ、ともいう（承久本他） 。また、同書の一部伝本では、 「本地を尋ぬれば観音の垂迹なり」 （津田本）とも記す（十一面観音ともいう） 。宗尊が、具体的に北野の本地をどのように認識していたかは不明だが、当時一般の本地垂迹の通念に従い、北野天神も何らかの仏菩薩が神明として示現したものとして、 「神も北野に跡を垂れけん」と表現し であろう。参考、 保亨『北野聖廟絵の研究』 （平六・二 中央公論美術出版） 。
（神祇の歌の中に、 ）筥根
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『中書王御詠』注釈稿（四）
一四五
〔通釈〕
（神祇の歌の中で、 ）筥根（箱根）
箱根の山、箱根権現よ。 （私が参詣した）去年の二月に、この度の参詣の旅をそれでもう限りだと（もう参詣はしないと） 神は知っていたのだろうか。
〔参考〕
　
さりともと我は頼みしいにしへも憂かるべき身と神は知りけん（秋風集・神祇・六三四・忠良。玉葉集・神
祇・二七八九）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・北野
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・筥根・二七〇。
〔語釈〕
　
○筥根―一般に「箱根」だが、 「筥根」とも書く。箱根神社のこと。箱根権現とも。相模国足柄下郡（現神
奈川県足柄下郡箱根町元箱根）にある。駒が岳や芦の湖を中心となる箱根の山に対する信仰が基。旧国幣小社。祭神は箱根大神と称し、瓊瓊杵尊・木花咲耶姫命・彦火火出見尊の三神とされる。 「伊豆」 （伊豆山神社）と共に、「二所詣」の神社として崇敬され、宗尊も将軍在位時には恒例の参詣を行った。○箱根山―相模国の歌枕。現在の神奈川県と静岡県との境に位置する箱根の山全体を言う。箱根神社（箱根権現）を擁し、ここもそれを寓意。○このたびを―「この度を」と「この旅を」の掛詞。
〔補説〕
　『竹風抄』では、前歌の「伊豆（権現） 」とこの「箱根（権現） 」の二所とが一対で、次歌の「三島（大社） 」
と併せて、将軍として二所詣に参じた各社に寄せた述懐詠が並ぶ。該歌は、宗尊が将軍を失脚した文永三年（一二六六）七月の前年に行った、二月七日～十二日の二所詣を回顧した述懐であろう。文永三年にも、正月三十日に二所詣の精進始を行っ いるが、そ 後の将軍解任に向けた一連の動きのためか、結局宗尊自身は二所に参詣せず、二月五日に奉幣使が進発し、九日 帰参しているのである（吾妻鏡） 。従って、文永二年度が宗尊の 詣
一四六
の最後となった。
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〔通釈〕
　
遠江国の事任という神社の前を通り過ぎるということで、思い続けました（歌）
事任の神もまた、可哀想だと見ないのか。自分が考えて来たことのままではない憂く辛いこの身を。
〔参考〕
　
神かけて頼めしかども東路のこと ままにはあらずぞありける（相模集・昔語らひし人と、国より上りてお
とづれざりしかば、女
め
堅田にあり・一三五）
ゆふだすき ぞ頼む今思ふこと ままなる神のしるしを（東関紀行・二九・作者）
〔他出〕
　
歌枕名寄・東海三・ ・事舞
正字可詳
・五〇六五。
〔語釈〕
　
○ことのままといふ社― 佐野郡宮村（八坂村。現静岡県掛川市八坂。小夜の中山の西日坂宿の西の入
口）に鎮座する式内社、事任神社（八幡宮）のこと。主祭神は、己等乃麻知媛命という。誉田別命（応神天皇） 、息長帯姫命（神功皇后） 、玉依比売命の八幡三神を配する。○思ひ来しことのままには―考えて来たことそのとおりにはの意。詞書から「事任（社） 」が掛かる。
〔補説〕
　
参考に挙げた『東関紀行』の歌の前の地文は、 「ことのままと聞こゆる社お します。その御前を過ぐと
て、いささか思ひ続けられし」である。一つの型とはいえ、該歌の詞書と似通う。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一四七
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〔通釈〕
　
思いもしない埒外に沈淪してしまったことを、北野神社に愁訴し申すといって
誰がまた神の誓願を頼りとすることができるか（できはしない） 。私が無実の汚名のままで沈み果ててしまうならば。
〔参考〕
　
さりともと神の誓ひを頼むこそ沈む嘆きの絶え間なりけれ（別雷社歌合・述懐・一六七・源季広）一すぢに頼むも ぞと ふもうれし行く末の空（紫禁集・同〔建保五四月廿日〕比、又進同〔北野〕
宮歌・九八三）
さりともと北野の杜の時鳥神の誓ひを頼みてぞなく（為家五社百首・夏・郭公・一六八・北野）
〔語釈〕
　
○思はざる外に沈みにしこと―全く想像もしない向こう側に身が沈んでしまったこと、文永三年 （一二六六）
七月に将軍職を失脚し上洛した後の沈淪を言う。○無き名―無実の噂、事実ではない悪い評判。宗尊が将軍を更迭され京都 送還されるに到る無実の汚名。あるいはその失脚と送還がもたらした身に覚えのない噂。○北野―→
335。
〔補説〕
　
文永三年（一二六六）七月に身に覚えのないままに将軍 更迭され京都に送還された後の宗尊は、同じよう
に太宰帥に左遷され太宰府に没した菅原道真にも心寄せて頼みとしていたらしいことが、
335や
339～
345あるいは『竹
風抄』の「無名／憂しつらしあら人神のいにしへも無き名にてこそ沈みは しか」 （巻一・文永三年十月五百首歌・一六三）等に窺わ る。この歌は、より烈 く北野天神 愁訴する一首である。
一四八
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神だにもいざとみちびけあしびきのこなたかなたに捨
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〔通釈〕
　
その頃、同社（北野神社）に奉納した十首歌で
北野の天神だけでも、さあと導いてくれ。山のあちらこちらに捨てられる我が身を。
〔本歌〕
　
あしびきのこなたかなたに道はあれど都へいざといふ人ぞなき（新古今集・雑下・一六九〇・道真）
〔参考〕
　
あしびきの山は一つの道をだ こなたかなたとなす人の憂さ（為家五社百首・恋・山 六〇二・北野）
〔語釈〕
　
○その頃―前歌の詞書を承ける。即ち、文永三年（一二六六）七月の将軍失脚・京都送還後に、北野神社に
愁訴したのと同じ頃。次歌が秋季であることを示すので、帰洛直後の八月か九月頃か。○同社―北野神社。→
335。
○あしびきの―「山」の枕詞だ 、ここは本歌を承けて「山の」の意。あるいは、具体的に「逢坂」の「山」を念頭に置き、その「こなた 即ち京都と「かなた」即ち関東鎌倉と 両方でうち捨てられていることを言ったとも考え得るか。
〔補説〕
　「同社（北野）に奉りし十首歌」は、文永三年（一二六六）七月の将軍失脚・京都送還後の沈淪時の詠作で
あろう。 『新古今集』雑下巻頭の「菅贈太政大臣」菅原道真の連続する十二首を、各々親疎はあれ、全体としては踏まえた詠作であったのではないだろうか。
（その頃、同社に奉りし十首歌に）
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『中書王御詠』注釈稿（四）
一四九
〔通釈〕
（その頃、同社
（北野神社）
に奉納した十首歌で）
哀れを分かってくれ。 （道真が流され没した）西から吹く風にさらに（秋の初入の紅葉を染める）露を（紅涙に）加えて、私の初入に染める袖の紅よ。
〔本歌〕
　
松の色は西吹く風や染めつらん海の緑を初入にして（続古今集・神祇・六三〇・この三首は北野の御歌とな
ん）
〔参考〕
　
月ごとに流ると思ひし増鏡西の海にもとまらざりけり（新古今集・月・一六九二・道真）紅の初入急ぐ心手の秋の涙や時雨なるらむ（光明峰寺摂政家歌合・寄衣恋 九・成実）唐衣袖 涙の初入に思ひそめたる色を身せばや 二・源家清）つれなくておさふる袖 紅にまばゆきまでになりにけるかな（万代集・恋一 一九三 ・増基）竜田姫いかなる色の初入に秋のあはれを染めて見す （百首歌合
建長八年
・秋・一六・寂西）
〔語釈〕
　
○初入―染色で最初に染料・染汁 中に入れて浸すこと、その布帛。転じて、秋になって露霜等によって草
木が初めて紅葉することに言う。時雨ですっかり染まる前段階の紅葉。 「竜田姫時雨れぬさきの初入は何に染めたる峰の紅葉ぞ」 （続古今集・秋下・五〇三・基雅） 。○袖の紅―袖に流した悲嘆の紅涙が染めた紅。歌句の形としては先行例が見えないが、句渡りでは参考の増基歌などが目に入る。道真撰とされる『新撰万葉集』の「千般怨殺厭吾人（せんぱんゑんさつすわれをいとふひと）
　
何日相逢万緒申（いづれのひかあひあひてよろづのおもひをのべ
ん）
　
歎息高低閨裏乱（たんそくすかうていねやのうちのみだれ）
　
含情泣血袖紅新（じやうをふくみなきてちのそ
でのくれなゐあらたなり） 」 （上・恋・二〇六）や「落涙成波不可乾（らくるゐなみ なりてかわくべからず）
　
千
行流処袖紅班（せんかう るるところそでのくれなゐまだらなり）
　
平生眼近今都絶（へいぜいのめちかくてい
一五〇
ますべてたゆ）
　
寂寞閑居
瑟弾（せきばくかんきよしつひく） 」 （上・恋・二〇八）等に拠るか。後出に「露時雨
染むる草木の色よりも涙は深し袖の紅」 （菊葉集・恋二・一二二六・経良）がある。
（その頃、同社に奉りし十首歌に）
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〔通釈〕
（その頃、同社
（北野神社）
に奉納した十首歌で）
冴え凍ったままで残るどちらの沼に下り立ってか、その沼のように射してくる光もないこの身が、 （冷たい氷と涙で）袖を濡らすのだろう。
〔本歌〕
　
天の原あかねさし出づる光にはいづれの沼か冴え残るべき（新古今集・雑下・日・一六九一・道真）
〔参考〕
　
侘び人 そほづてふなる涙河下り立ちてこそ濡れ渡りけれ（後撰集・恋二 六一〇・橘敏仲）洲海苔取る沼川水に下り立ちて取る もま ぞ袖は濡れける（増基法師集・七二。忠見集 一九六、初句「洲海苔ゐる」下句「取るにも袖ぞまづそほちぬる」 ）
〔語釈〕
　
本歌は、 「光」が天子の恩沢「沼」が道真自身の隠喩で、天子の恩沢があれば誰でも凍りついたままの沈淪
の身から解き放たれると期待する述懐である。それを承けつつ、自分を「光」天子の恩恵も期待できない「冴え残る」 「沼」に擬して詠嘆する。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五一
（その頃、同社に奉りし十首歌に）
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〔通釈〕
（その頃、同社
（北野神社）
に奉納した十首歌で）
焼く塩も、立つ白波も、 （そのどちらが塩からいかなど）さあ知らない。ただ私だけが、からく苦しい世の中に迷い続けていて。
〔本歌〕
　
流れ木と立つ白浪と焼く塩といづれかからきわたつみの底（新古今集・雑下・波・一七〇一・道具）
〔語釈〕
　
○からき―辛く苦しい。 「塩」 「白波」の縁で塩や潮水がからい意が掛かる。○世に迷ひつつ―宗尊は他に、
219と『竹風抄』の一首（五八）で用いている。
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〔通釈〕
　
同じ頃、心の中で思い続けました（歌）
この身の憂鬱も、それで暫くは慰められるのだ。神のまことがあ 世の中であって欲しいものだな。
〔参考〕
　
何事も夢とのみ見る世の中に神のまことぞ現なりける（日吉社撰歌合
寛喜四年
・雑・九七。壬二集・為家卿
家百首・雑・一三四〇）
〔類歌〕
　
身の憂さのさてもやしばし慰むと幾夜になりぬ月を がめて 安撰集・雜上・二〇五・寛伊）
一五二
〔語釈〕
　
○同じ頃―
339の「その頃」と同じ頃、即ち文永三年（一二六六）七月の将軍失脚・京都送還後に、北野神社
に愁訴したのと同じ頃。○さてこそ―それでこそ。 「さ」は下句の「神のまことのある世」を指す。○神のまこと―神の真意あるいは誠意。
（同じ頃、心のうちに思ひ続け侍りし）
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〔通釈〕
（同じ頃、心の中で思い続けました
（歌）
）
後々の世の中でも変わらないものと頼みとしてきた神の誓願は、いったいどうなってしまったのか。
〔参考〕
　
頼み来し心のうちのゆふだすき行く末かけて神は知るらむ（如願法師集・或所会に、社頭述懐・九〇九）
〔語釈〕
　
○末の世―時代が下った世。ここは、宗尊の後半生ほどの意味であろうが、仏教上の末法の世あるいは道義
が廃れた世の意味も漂う。○変はらぬものと―あまり例を見ない句形。 「位山道のしひしば今は て変はらぬものと朽ちやはてなむ」 （洞院摂政家百首・雜・述懐・一八四六・信実 現存六帖・しひ・六七〇）が先行例だが、これは位階の停滞を言う否定的な謂い。ここは、 誓願の不変であるべきことを言う。○いかがなりぬる―これも和歌で 用例希少。やや俗に傾く感があるか。先行例 「しめのうちの松の嵐におどろきぬ宿に桜はいか なりぬる」 （実家集・春・四一）がある。宗尊は別に二首（竹風抄 四三三、六五九）に用いている。
〔補説〕
　
後出の類詠「名もしるし色をも変へぬ松 尾の神の誓ひは末の世のため」 （新後撰集・神祇・七二六 後宇
多院）は、色が不変の松の名を負う「松尾社」に寄せて神の誓願が末世の為だと言う。該歌は、
338からの一連か
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五三
ら、恐らくは北野の天神を念頭に、末世に自分の境遇が激変したことを、頼みとしてきた神の誓願の違約ではないかと愁訴する趣である。
（同じ頃、心のうちに思ひ続け侍りし）
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〔通釈〕
（同じ頃、心の中で思い続けました
（歌）
）
我が国に垂迹している四方の社の神々も、間違っていない無実のこの身の様子をご存じであろう。　　　　　　　　　　　　　
已上は、神慮に任せて同じく閣〔擱〕筆し候ふ
〔参考〕
　
守れただ四方の社の天つ神君ゆゑにこそ跡も垂るらめ（続古今集・神祇・七四七・基家。宝治百首・雑・寄
社祝・三九二〇）
君を祈るただ一言の神 みや二心なき程は知るらむ（続古今集・神祇・七一六・賀茂氏久）曇りなき星の光をあふぎても過たぬ身を ほぞ疑ふ（新勅撰集・雑二 嘆くこと侍りける時、述懐歌・
一二〇三・良経）
〔出典〕
　
文永三年十月五百首歌・社。
〔他出〕
　
竹風抄・巻一・文永三年十月五百首歌・ ・二七二。
〔語釈〕
　
○過たぬ身―→
294。
一五四
〔補説〕
　『竹風抄』では、この歌の前一五首（二五七～二七一）が各諸社名に寄せる述懐で、それを概括する「四方
の社の神々」という該歌で結ぶ配列になっている。　
為家の評詞は、一連の神に対する愁訴の趣が強い神祇歌について、その是非を神意に委ねて何も書かないでお
く、といった趣旨であろう。
釈教の歌の中に
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〔通釈〕
　
釈教の歌の中で
本来備わってい 仏性である故郷を、どんな迷妄から別れて来て、今そこに帰ることができない人の心であるのだろう。
〔類歌〕
　
迷ひ初めし心の末に引かれ来て本 悟りに帰りかねぬる（新千載集・釈教・上のをのこども題を探りて歌仕
うまつりける次でに、本末といへることをよませ給うける・八四八・伏見院）
〔出典〕
　
文永三年八月百五十首歌・雑釈教。
〔他出〕
　
竹風抄・巻三・文永三年八月百五十首歌・雑釈教・五九五。
〔語釈〕
　
○故郷―「一切衆生悉有
二仏性
一」 （涅槃経） 、即ち、一切の衆生が悉く有している仏性の寓意に解しておく。
〔補説〕
　
釈教歌としては、右に記したように解釈される。一方で、建長四年（一二五二）四月に十一歳で関東に下着
して征夷大将軍に
かれつつ、文永三年（一二六六）七月に将軍を更迭され京都に送還された宗尊の境遇に照らせ
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五五
ば、前半生には不安の中で出離した京都、後半生には混乱の中で放擲された鎌倉をそれぞれ「故郷」として、そこに戻り得ない心情の述懐にも読み得るか。
（釈教の歌の中に）
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〔通釈〕
（釈教の歌の中で）
悟るといってそれを迷ひの外と思うことこそが、真に悟る心を知らない（愚かな自分の）心なのであったな。（むしろ迷いの中に悟りがあるのだ） 。
〔参考〕
　
二つなき心は何か厭ふべき迷ひの外の悟りならねば（洞院摂政家百首・雜・述懐・一七八八・道家。万代
集・釈教・一七二一、二句「まどひの外の」 。続後撰集・釈教・六〇五、二句同上）
法の道は我も悟らず仏とは心も知らぬ心なるらん（他阿上人集・尺教・四一六）
〔類歌〕
　
二つなき心に何と求めけん迷ひの外の悟りならぬを（慶運集・雜・胸消是非・二九一）六つの道に迷ひ初めしはこの法の心を知らぬ心 りけり 金剛三昧院奉納和歌 む・五七 尊氏）
〔他出〕
　
続後拾遺集・釈教・題しらず・一二七七。
〔語釈〕
　
○心をしらぬ心なりけり―真に悟る「心」を分か ない自分 「心」であるな、ということ。先行する早い
例の「ほのかにも見ばや慰むと思ひしを心を知らぬ心なりけり」 （馬内侍集・同じ所〔五節の所〕にて、ある男・一二六）は、自分（男）の心を知らない相手（馬内侍）の心を言ったもの。類歌の尊氏詠は、 「宝積経要品」の法
一五六
の真理を知らない自分（人）の心を言う。先後は不明だが、他阿の歌が該歌に近い趣旨で言うか。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。六波羅蜜の中 、精進波羅蜜を
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〔通釈〕
　
六波羅蜜の中で、精進波羅蜜を
俗世を厭う精進の心は懶け怠るな。 （たまきはる）脆い命の明日を知らないこの身で。
〔参考〕
　
春は萌え秋は散りぬる心ちして木の葉よりけにもろき命か（久安百首・無常・五九一・隆季）今日とても世をのどかには思はねど明日知らぬ身ぞあはれなりける（堀河百首・雜・無常 ・一五六八・河
内）
はかなくも今日の命をありがほ 明日知らぬ身を何嘆くらん（如願法師集・詠百首和歌 三四二）
〔語釈〕
　
○六波羅蜜―布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧の六つの波羅蜜（涅槃の彼岸に到達すること）で、大乗
仏教で菩薩が修行するべき六種の徳目を言う。これを達成すると仏の悟りの境地に至るとい ○精進波羅蜜―六波羅蜜の一つ。悪を断つことを懈怠なく持続する努力の修行。○たまきはる―「命」の枕詞。
〔補説〕
　
宗尊はこれ以前に、参考の隆季歌に拠って「あはれにももろき命 類とて秋の木の葉の嵐待つなる」 （柳葉
集・巻二・弘長二年十一月百首歌・紅葉・二六六）と詠んでいる。また、 「明日知らぬ身」を「明日知らぬ身によそへつつながむれば花よりもろく散る涙かな」 （竹風抄・巻二・文永五年十月三百首歌・花・三二六）とも詠じて
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五七
いる。
非
二寂光外
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二娑婆
一
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〔通釈〕
　
寂光の外に非ず、別に娑婆に有り
桜の花がさくと、どこも春の山であるのに、春の山は吉野だけだと思っていたことだな。 （悟りを開けば、この俗世も寂光浄土であるのに、ただあの世だけが寂光浄土だと思っていたことだな。 ）
〔参考〕
　
花咲けば峰に八重立つ白雲の晴るる絶え間や散れるなるらん（堀河百首・春・桜・一四七・国信）昔誰かかる桜の花を植ゑて吉野を春の山となしけむ（新勅撰集・春上・五八 良経）時分かぬ涙は袖の雨なるを五月 かりと思ひけるかな（百首歌合
建長八年
・夏・一二〇七・伊嗣）
〔類歌〕
　
山桜咲きぬと聞けばおし べていづくも春になりにけるかな 尊円親王詠法華経 若者聞是皆已成仏
道・八）
〔語釈〕
　
○非
二寂光外
一、別有
二娑婆
一豈―解脱の寂光浄土は外にもなく、ことに娑婆のこの人間界に有る、という趣
旨。 「豈離
二
伽耶
一
別求
二
常寂
一。非
二
寂光外
一
別有
二
娑婆
一。於是中間等者。先正釈。 」 （法華文句記・巻九下）等と見
える詞 『渓嵐拾葉集』にも二箇所に見える。 「寂光」は、煩悩を離れて苦を滅した解脱涅槃の悟りの境地である真理の寂静に満ちている真智の照光。仏の住む浄土は寂光の世界であり、 「寂光浄土」 「寂光土」等と言う。 「娑婆」は、衆生が諸苦を忍受す 世界 こと 「忍土」とも 内に種々の煩悩 外に風雨寒暑等があり、苦が絶えない所
一五八
で、釈迦がその衆生を教化救済するする世界。浄土・極楽・天界に対する人間界、また、あの世に対するこの世。○花咲けば―悟り 境地に到れば、ということを寓意する。○いづくも―この の俗世でもという含意がある。 春の山―春に桜が咲く山。 「寂光（浄土） 」を寓意する。○吉野 大和国の歌枕。 「花」 名所。
仏以
二一音
一演
二説法
一、衆生随
レ類各得
レ解
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〔通釈〕
　
仏は一音を以て法を演説し、衆生は類に随ひて各解くるを得
時鳥の鳴く一声で夢が覚めて、すぐに明ける夜の様子を知ることだな。 （仏の説法の一声で迷妄の夢が覚めて、無明長夜 闇からもすぐに解脱して悟ることができると知ることだな。 ）
〔参考〕
　
夏の夜の臥すかとすれば郭公鳴く一声にあくるしののめ（古今集・夏・一五六・貫之）時鳥夜半にかたらふ一声を我のみ聞 と誰か思はぬ（万代集・釈教・維摩経、仏以一音演説法、衆生随類各
得解といふ心を・一六九三・公胤）
卯の花の盛りを知らで月影の明けやすき夜と思ひけるかな（為家一夜百首・卯花似月・二一）板倉の山田に積める稲を見て治まれる代の程を知るかな（詞花集・雑下・三八四・顕輔）
〔語釈〕
　
○仏以
二一音
一演
二説法
一、衆生随
レ類各得
レ解―『維摩経』の諸疏の外『仁王般若経疏』 『仁王経疏』 『仁王護
国般若波羅蜜多経疏』 『妙法蓮華経玄義』等に見える詞。○時鳥鳴く一声―仏が説法する一音を寓意 。○夢覚めて―煩悩の迷妄から覚醒して悟りに到ることを寓意。○明けやすき夜―すぐに解脱することができる無明長夜の
『中書王御詠』注釈稿（四）
一五九
闇を寓意。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。其中衆生
　
悉是吾子
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〔通釈〕
　
其の中の衆生は
　
悉く是れ吾が子なり
それでもさらに、心の闇は残るのだろうか。この上のない空に出た月の光の下で。 （仏が三界の衆生は皆すべて我が子だと説く法の下でもなお、心 闇は残るのだろうか。 ）
〔参考〕
　
さてもさても残る聖のうれしきは鷲のみ山に出でし月影（拾玉集・短冊・釈教・四四四五）子を思ふ道こそ聞けばうれしけれ心の闇もさとりはるなり（長秋詠藻 今此三界
　
皆是我有
　
其中衆生悉是
吾子の心をよめる・四五七）
みなし子と何嘆きけむ世の中にかかる御法のありけるものを（新勅撰集・釈教・待賢門院中納言人人勧めて
法華経廿八品 歌よませ侍りけるに、譬喩品、其中衆生
　
悉是吾子の心をよめる・五九〇・俊成。長秋詠
藻・譬喩品、其中衆生
　
悉是吾子・四〇五）
乳もなくていわけなき身の憐れみはこ 法見てぞ思ひ知らるる（聞書集・法花経廿八品・喩品、今此三界
　
皆是我有
　
其中衆生
　
悉是吾子・三）
〔語釈〕
　
○其中衆生
　
悉是吾子―『法華経』譬喩品に仏が説く偈の「今此三界
　
皆是我有
　
其中衆生
　
悉是吾子」の
一六〇
詞。仏がその有する（火宅の如き）三界の衆生は悉く吾が子だと説く。 『法華経義記』 『妙法蓮華経文句』 『法華文句記』 『法華義疏』 『溪嵐拾葉集』等にも見える。
〔補説〕
　
参考の中の俊成の両首に比較すると、特に上句の仏の衆生済度から洩れるかのような疑いの趣が、宗尊の
「心の闇」の深さを窺わせる。　
歌頭に合点あり。
日想観の心を
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〔通釈〕
　
日想観の趣意を
山の端に沈み入る日の（旅路の）友となるものは、西（の浄土）に傾き寄せる私の心なのであったな。
〔参考〕
　
ひとり寝の心の友となるも は霜夜に渡る千鳥なりけり（秋風抄・冬・一五九・鷹司院新参。現存六帖・ち
どり・八三八、四句「霜夜にわぶる」 。秋風集・冬下・五一六・鷹司院大蔵卿）
教へおきて入 にし月 なかりせばいかで思ひを西にかけまし（金葉集・雑下 六三一 肥後）
〔語釈〕
　
○日想観―『観無量寿経』で、極楽往生を願う修行法として釈迦が説く十六の観法の第一。西に向かい落日
を観じて西方浄土を想い願う。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。
『中書王御詠』注釈稿（四）
一六一
当
レ知本誓重願不
レ虚
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〔通釈〕
　
まさに知るべし、本誓の重ねて願ふは虚しからざるを
偽りがあるのを習慣とする人の言葉も、諸仏諸菩薩が衆生済度の本願として誓うということであれば、頼みとしないか、いや頼みとするのだ。
〔類歌〕
　
偽りのある慣らひとや人言に背かれぬ世を憂しといふらん（草庵集・雜・三宝院僧正坊にて、同じ〔述懐〕
心を・一二四一）
〔他出〕
　
夫木抄・雜十六・釈教・一六三四四 詞書「当知本誓重願不虚」三句「ことのはも」 。
〔語釈〕
　
○当知本誓重願不虚―『選擇本願念仏集』や『黒谷上人語燈録』等に見える詞。 「本誓 は、過去世の修行
時代に仏になることを志した仏・菩薩が発した衆生済度の根本誓願で、 「本願」 「宿願」とも言う。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。万行具廻
レ日得
レ往、念仏一行最為
レ尊
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〔本文〕
　
○具廻日―底本は「具廻向
（白滅）日」 。
〔通釈〕
　
万行具に日を廻り往くを得、念仏一行最も尊た
一六二
極楽往生し易い海への船出を急ぐように念仏を備えよ。他に高砂の尾上を廻って行くような極楽往生への道はあるとしても。
〔参考〕
　
往き易き道と知りぬる心こそやがて憂き世の外に住みけれ（新和歌集・釈教・普往生観の心を・三九〇・頼
観）
往き易き道にも人を先立ててあとを尋ぬる程ぞ悲しき（新和歌集・哀傷・四七一・蓮生〔頼綱〕 ）沖つ浪君先立ててよき海の舟出急がむ西の門より（源三位頼政集・六五〇・寂念）
〔語釈〕
　
○万行具廻
レ日得
レ往、念仏一行最為
レ尊―『依観経等明般舟三昧行道往生讃』や『浄土宗要集』等に見える
詞。共に「具」は「倶」に作るが、両者は通じる。すべての行いは皆共に時日を費やせば往生を得るけれども、中では念仏の行いが最も優れているといった趣意か。○高砂の尾上―ここは特 播磨国の歌枕というのではなく、海辺の砂丘の高く盛り上がった地勢を言うのであろう。
〔補説〕
　
参考の蓮生歌は、 「母の身まかりけるに、念仏勧め思ひのごとく終はり遂げ侍りぬ、と聞きて申し遣はしけ
る」と詞書する藤原信実の「教へやる道をまこ と思ふにも心安くぞ人は先立つ」 （四七〇）の「返し」 。また、「沖つ浪」歌は、 「またこれより入道〔伊賀入道寂念〕の許へ遣はしける」と詞書する頼政の「もろともにいざさは行かむ極楽の門むかひする所なりけり （六四九）に対する寂念の「返し」で、補陀落渡海の極楽往生の願いを念頭に置くか。
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『中書王御詠』注釈稿（四）
一六三
〔通釈〕
　
如来は別に西方の国を指す
尋ねて見よ、都の西にある小倉山を。どこも秋の色は染めるけれど。 （やはり如来がことに指し示す浄土である西方の国のように、都の西にある小倉山は特別なのだ）
〔参考〕
　
秋はまづ都の西を尋ぬれば嵯峨野の花ぞ咲き始めける（長秋詠藻・右大臣家百首・草花・五四一）我が宿 都の西 山高み入る方晴れて月をこそ見れ（新撰六帖・第二 やど・七九〇 真観）小倉山西こそ秋と尋ぬれば夕日にまがふ峰 紅葉葉（千五百番歌合 秋四 一五九 ・家隆。家隆卿百番自
歌合・七五。壬二集・五五四。 ）
家家の思ひや人はかはるらんいづくも秋の月は見るとも（紫禁集・同〔建保四年三月十 日〕比、二百首和
歌・八八九）
〔影響〕
　
尋ね見よいづくはありと小倉山麓の野辺の千代の古道（為家集・雜・野辺
同〔文永〕六年四月廿七日続五十首六題
・
一二一六）
〔語釈〕
　
○如来別指
二西方国
一―「一切仏土皆厳浄。凡夫乱想恐難生。如来別指西方国。従
レ是超
二過十万億
一。 」 （転経
行道願往生浄土法事讃）等と見える詞。
〔補説〕
　
影響の為家歌は、該歌に合点したことの反映か。
　
歌頭に合点あり。
処
レ夢謂
二多年
一、覚乃須臾頃
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一六四
〔通釈〕
　
夢みる処多年と謂ひ、覚むれば乃ち須臾の頃
疾く早く行く年だといって、ああ幾多年を恨み責めたててきたのだろうか。覚醒すれば、夜の夢の程もない短いこの世であるものを。
〔本歌〕
　
数かぞ
ふればとまらぬものをとしと言ひて今年はいたく老いぞしにける（古今集・雜上・八九三・読人不知）
老いぬとてなどか我が身をせめきけむ老いずは今日にあはましものか（古今集・雜上・九〇三・敏行）
〔参考〕
　
面影はただ目の前の夢な ら帰らぬ昔あはれ幾歳（拾遺愚草員外・ 〔文集百首〕 旧里五首
付懐旧
・閑日一思
旧、旧遊如目前・四七〇）
憂きことのまどろむほどは忘られて覚むれば夢の心ちこそすれ（千載集 雑中・一一二五・読人不知）消え返り思ふも悲し埋み火のいけるあしたの程もなきよを（蒙求和歌平仮名本・冬 阮孚蝋履
　
祖約好財・
六〇）
〔語釈〕
　
○処夢謂多年、覚乃須臾頃―「答曰。処
レ夢謂
二多年
一。覚乃須臾頃故。時雖
二無量
一。悟乃一刹那。 」 （仁王護
国般若波羅蜜多経疏）等と見える詞。 「須臾」は、一昼夜の三十分の一で、極めて短い時間を言う。 「刹那」は最も短い時間の単位で、瞬間を言う。○とし―本歌を承けて、 「疾し」に詞書の「多年」と和歌の「幾歳」の縁で「年」が掛かる。○せめき―動詞「鬩く」 （責めたてる意）の連用形。○覚むれば―目覚めると、迷妄から覚醒すればの意。○よ―「世」に「覚む」 夢」の縁で「夜」が掛かる。
未
レ得
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二夢中
一
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『中書王御詠』注釈稿（四）
一六五
〔通釈〕
　
未だ真覚を得ず、恒に夢中に処る
見る夢の迷いの中で明け暮れて、いまだに覚醒していないのを覚醒していると思ったことであるな。
〔参考〕
　
はかなくも夢に夢見る世の中を覚むるを覚むと思ひけるかな（教長集・冬の夜寝覚めがちなる山里にてよめ
る・六二三）
夢の世に月日はかなく明け暮れてまたは得難き身をいかにせむ（新勅撰集・釈教・六〇七・良経。後京極殿
御自歌合・一九七。秋篠月清集・十題百首・十界・人・二九五）
〔類歌〕
　
覚めぬ間の迷ひのうちの心にて夢現とも何か分くべき（玉葉集・釈教・二七二一・伏見院。伏見院御集・夢
うつつ・一〇八〇。同・同上・一七二一、初句「まだ覚めぬ」三句「心もて」 ）
〔他出〕
　
夫木抄・雜十八・夢・五十首歌合御歌・一七〇五八、二句「まどひのうちに」
〔語釈〕
　
○未
レ
得
二
真覚
一、恒処
二
夢中
一
―「至
二
真覚
一
時亦能追覚。未
レ
得
二
真覚
一
恒処
二
夢中
一。故仏説為
二
生死長夜
一。
由
レ斯未
レ了
二色境唯識
一。外色実無可
レ非
二内識境
一。 」 （成唯識論）等と見える詞。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。生死長夜
358　
迷まよ
ひ行
ゆ
く心の闇
やみ
の深
ふか
き夜は
暁あかつき
告つ
ぐる鳥
とり
の音
ね
もなし
〔通釈〕
　
生死長夜
迷い行く心の闇の深い更けた夜は、暁を告げる鶏の声もないのだ。 （生死長夜の迷いの中にある時は、悟りに至
一六六
ることができないのだ。 ）
〔参考〕
　
秋の夜の明くる待つだにあるものをいかに過ぎにし夢の中ぞも（法門百首・故仏説為生死長夜・二八）行き帰る道だに知らぬなか空に虚しき闇ぞ明くるよもなき（続後撰集・釈教・生死長夜を・六〇六 行能長き夜の夢 うち も待ちわびぬ覚むるならひの暁の空（続古今集・釈教 未得真覚恒処夢中、故仏説為生
死長夜の心を・八一四・長恵）
あはれなる深山 奥の庵かな暁告ぐる鳥の音もなし（洞院摂政家百首東北大学本拾遺・山家 二六七・家
隆）
〔類歌〕
　
晴れやらぬ心の闇の深 よにまどろまで見 夢ぞ悲しき（続千載集・釈教・未得真覚恒処夢中・九六〇・実
寿）
〔語釈〕
　
○生死長夜―しやうじ（の）ぢやうや。いつ も迷妄 中にあり悟り 境地に至り得ないことを、長い夜
に夢から覚めないでいることに喩えて言う。 「無明長夜」に同じ。 「至
二真覚
一時亦能追覚。未
レ得
二真覚
一恒処
二夢中
一。
故仏説為
二生死長夜
一。由
レ斯未
レ了
二色境唯識
一。外色実無可
レ非
二内識境
一。 」 （成唯識論）等と見える。 『大般若波羅
蜜多経』 も数カ所見える他、 『大方広仏華厳経』にも「一切衆生生死長夜。無明暗処。以
二智慧光
一。普皆照了。
是諸衆生。無
レ有
二智眼
一。 」等と数カ所にある。○心の闇の深き夜は―「心の闇の深き」から「深き」を重ねて「深
き夜は」へ鎖る。 「夜」は「世」が掛かるか。 「心の闇」の原拠は、 「かきくらす心の闇に迷ひにき夢現とは世人さだめよ」 （古今集・恋三・六四六・業平） 。
〔補説〕
　
歌頭に合点あり。
